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(
以
上
、
第
五

O
巻
第
五
号
)

二品

民間

三
分
析
視
角
の
設
定

第
一
章
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
形
成

一
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
成
立

二
開
発
体
制
形
成
期
の
道
l
開
発
庁
関
係

三
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
諸
問
題

四

六

0
年
代
前
期
の
道
|
開
発
庁
関
係

第
二
章
三
期
計
画
の
推
進
と
見
直
し

一
三
期
計
画
の
策
定
と
推
進

二
苫
東
開
発
の
具
体
化

三
三
期
計
画
総
点
検
と
新
計
画
へ
の
移
行

四
計
画
推
進
期
の
道
l
開
発
庁
関
係

第
三
章
次
期
計
画
作
成
と
中
央
地
方
関
係
の
変
化

第
四
章
大
規
模
開
発
の
論
理

第
五
章
政
策
資
源
の
変
容
と
制
度
運
用

終
章

(
以
上
、
本
号
)

第
一
章
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
形
成

本
章
で
は
先
ず
、
北
海
道
開
発
法
の
制
定
を
中
心
に
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
形
成
過
程
を
概
観
す
る
。
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
は
、
省
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

庁
問
、
中
央
地
方
間
の
利
害
調
整
の
結
果
、
「
妥
協
の
産
物
」
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
策
目
標
、
政
策
資

源
調
達
の
権
限
規
定
、
政
策
決
定
手
続
き
に
関
し
て
、
様
々
な
問
題
点
を
内
包
し
て
い
る
。
こ
れ
は
関
係
省
庁
と
開
発
庁
、
道
と
開
発
庁
と

の
関
係
を
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
道
と
開
発
庁
は
、
政
策
決
定
過
程
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
開
発
計
画
、
あ
る
い
は
特
定

の
政
策
の
正
当
性
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
形
成
過
程
の
考
察
を
通
じ
て
、
開
発
体
制
が
内
包

す
る
構
造
的
な
問
題
を
指
摘
し
、
本
稿
が
こ
れ
ら
の
点
を
中
心
に
分
析
す
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
七
0
年
代
に
お
け
る
道
と

開
発
庁
の
関
係
の
変
化
を
歴
史
的
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
先
ず
、
五
O
l
六
0
年
代
に
お
け
る
両
者
の
関
係
と
そ
の
特
質
を
考
察

す
る
。

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
成
立

(
二
開
発
体
制
の
創
出
を
促
進
し
た
外
部
環
境

敗
戦
直
後
の
日
本
経
済
社
会
は
、
極
度
の
低
迷
状
態
に
あ
っ
た
。
植
民
地
の
喪
失
に
よ
り
狭
ま
っ
た
国
土
に
、
大
量
の
引
揚
者
や
復
員
者

が
集
ま
る
と
と
も
に
、
物
資
や
食
糧
の
不
足
が
深
刻
化
し
た
。
こ
う
し
た
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
広
大
な
土
地
や
資
源
を
有
す
る
北
海

道
の
開
発
可
能
性
に
対
し
て
、
急
速
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
北
海
道
関
係
者
に
は
、
道
内
の
基
盤
整
備
水
準
が
極
め
て
不
十
分
で
あ

り
、
こ
れ
が
北
海
道
の
社
会
経
済
的
発
展
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
一
方
、
戦
後
改
革
で
新
た
な
地
方
自
治
制
度
が
創
設
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
従
来
の
内
務
省
l
北
海
道
庁
と
い
う
中
央
政
府
直
轄
の
開
発
体
制
が
消
滅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
社
会
経
済
的
、
政
治
的
環
境
の
中
、
北
海
道
開
発
を
推
進
す
る
新
た
な
開
発
体
制
を
創
設
す
る
構
想
が
、
四
六
年
の
内
務
省
に

よ
る
開
発
局
案
、
四
七
年
の
大
蔵
省
に
よ
る
北
海
道
開
発
庁
案
な
ど
、
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
四
九
年
に
総
理
大
臣
の
諮
問
機

北法51(1・195)195



説

関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
北
海
道
開
発
審
議
会
に
お
い
て
、
北
海
道
開
発
庁
の
設
置
を
明
記
し
た
北
海
道
開
発
法
案
要
綱
が
作
成
さ
れ
た
。
同

法
案
要
綱
は
五
O
年
に
国
会
で
成
立
、
開
発
庁
が
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
五
一
年
七
月
に
開
発
庁
の
地
方
支
分
部
局
と
し
て
北
海
道
開
発
局

(
I
)
 

が
設
置
さ
れ
、
現
行
の
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
は
、
敗
戦
直
後
の
社
会
経
済
的
環
境
を
受
け
て
高
ま
っ
た
北
海
道
の
開
発
可
能
性
に
対
す
る
全
国
的
な
期
待
の
中

か
ら
創
出
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
敗
戦
直
後
の
外
部
環
境
は
必
ず
し
も
直
線
的
に
開
発
体
制
の
確
立
を
導
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
開
発
法
の
作
成
過
程
に
お
い
て
関
係
各
省
庁
か
ら
の
異
論
や
反
発
は
強
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
会

に
お
け
る
審
議
に
際
し
で
も
、
北
海
道
に
の
み
特
別
な
開
発
体
制
を
形
成
す
る
根
拠
、
必
要
性
に
対
す
る
疑
問
が
繰
り
返
し
提
起
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
戦
後
の
開
発
体
制
を
創
出
さ
せ
た
要
因
と
し
て
、
大
蔵
省
主
計
局
の
役
割
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
大

蔵
省
は
四
七
年
、
北
海
道
開
発
庁
設
置
案
を
「
北
海
道
拓
殖
費
に
関
す
る
昭
和
二
二
年
度
予
算
編
成
上
の
措
置
」
と
し
て
閣
議
決
定
さ
せ
る

な
ど
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
原
型
を
構
築
し
た
。
当
時
、
主
計
局
次
長
で
あ
っ
た
河
野
一
之
は
、
内
務
省
廃
止
に
伴
い
各
省
庁
に
分
散

(2) 

し
た
北
海
道
拓
殖
費
を
統
合
さ
せ
、
戦
後
の
北
海
道
開
発
を
実
施
す
る
制
度
を
構
想
し
た
。
大
蔵
省
の
開
発
庁
案
は
最
終
的
に
は

G
H
Qの

承
認
が
得
ら
れ
ず
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
開
発
庁
の
設
置
や
開
発
事
業
費
の
一
括
計
上
権
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
後
の
開
発
体
制
の
原
型

ミ毛d、
U1I1I 

を
成
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
大
蔵
省
主
計
局
主
導
と
い
う
開
発
体
制
形
成
過
程
を
概
観
す
る
と
、
先
ず
第
一
に
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
戦
前
か
ら
の
連

続
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
会
に
お
け
る
開
発
法
案
審
議
に
際
し
で
も
、
こ
の
時
期
に
ほ
ぼ
同
時
並
行
し
て
審
議
さ
れ
て
い
る
国

土
総
合
開
発
法
と
異
な
る
法
体
系
と
し
て
、
ま
た
他
府
県
の
開
発
可
能
地
域
に
比
し
て
特
別
の
開
発
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
の
論
拠
が
、
多

く
の
議
員
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
央
政
府
の
法
案
提
案
者
は
、
北
海
道
開
発
が
他
府
県
の
開
発
に
比
し
て
多
大
な
可
能
性

を
有
す
る
点
を
力
説
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
開
発
が
明
治
以
来
、
国
の
拓
殖
政
策
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
経
緯
と
、
こ
う
し
た
政
策
・
制

北法51(l・196)196



政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

(3) 

度
を
後
進
地
域
開
発
と
し
て
も
引
き
続
き
継
続
す
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
括
計
上
権
、
開
発
事
業
費
の
高
率
補
助
も
、
戦

前
の
北
海
道
拓
殖
費
が
内
務
省
所
管
と
し
て
一
括
計
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
北
海
道
拓
殖
支
弁
事
業
と
し
て
主
要
な
事
業
が
全
額

(
4
)
 

国
費
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
、
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
北
海
道
開
発
政
策
は
、
制
度
お
よ
び

政
策
内
容
の
面
か
ら
し
て
、
全
く
新
し
い
形
で
創
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
戦
前
に
内
務
省
l
北
海
道
庁
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
行
財

政
制
度
お
よ
び
拓
殖
計
画
の
継
続
と
い
う
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
戦
後
北
海
道
開
発
政
策
は
、
ホ
グ
ウ
ッ
ド
の
い
う
政

(5) 

策
の
遷
移
(
日

5
8
2。
ロ
)
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
北
海
道
開
発
体
制
は
、
予
算
制
度
に
裏
付
け
ら
れ
る
形
で
開
発
事
業
費
の
量
的
な
確
保
を
目
指
し
て
い
る
点

に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。
中
で
も
、
開
発
事
業
費
の
一
括
計
上
権
、
予
算
成
立
後
に
省
聞
を
越
え
て
各
事
業
費
ご
と
の
調
整
を
行
う
こ
と
が

(6) 

で
き
る
移
用
権
、
開
発
事
業
費
の
地
方
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
高
率
補
助
な
ど
の
規
定
が
、
北
海
道
開
発
政
策
の
実
効
性
を
保
障
し
て
い
る
。

大
蔵
省
主
計
局
の
立
場
か
ら
開
発
体
制
創
出
を
企
図
し
た
河
野
に
よ
る
と
、
開
発
事
業
費
の
一
括
計
上
権
の
設
定
は
、
各
省
庁
別
の
予
算
の

中
で
埋
没
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
北
海
道
分
の
開
発
事
業
費
を
予
算
編
成
の
次
元
か
ら
調
整
、
統
合
さ
せ
る
こ
と
と
、
開
発
予
算
総
額
の

(7) 

確
保
を
目
的
に
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
四
七
年
に
大
蔵
省
案
に
対
し
て
、
関
係
各
省
か
ら
「
大
蔵
省
に
ど
う
し
て
そ
ん
な
権
限
が
あ
る

(8) 

ん
だ
」
と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
た
時
も
、
こ
れ
を
あ
く
ま
で
も
予
算
編
成
上
の
措
置
と
し
て
の
提
案
で
あ
る
と
正
当
化
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
は
戦
前
か
ら
の
制
度
上
の
継
続
、
そ
し
て
大
蔵
省
が
「
予
算
編
成
上
の
措
置
」
と
し
て
構
想
し
た

経
緯
に
由
来
し
て
、
当
初
か
ら
よ
り
多
く
の
予
算
を
獲
得
し
、
よ
り
多
く
の
事
業
を
執
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
策
目
標
を
達
成
す
る
と
い

(
9
)
 

う
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

北法510・197)197

(
二
)
関
係
各
省
と
の
利
害
調
整



説

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
は
、
関
係
各
省
庁
間
と
の
利
害
調
整
の
過
程
で
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
「
妥
協
の
産
物
」
と
し
て
の
性
格

(m) 

を
有
し
て
い
る
。
戦
後
直
後
に
次
々
と
構
想
さ
れ
た
開
発
体
制
は
、
い
ず
れ
も
当
初
の
原
案
に
比
し
て
、
関
係
各
省
庁
の
反
対
に
よ
り
権
限

が
縮
小
し
て
い
る
。
四
七
年
の
大
蔵
省
案
の
作
成
に
際
し
て
は
、
開
発
庁
の
長
を
国
務
大
臣
に
す
る
こ
と
が
留
保
さ
れ
た
り
、
森
林
・
畜
産
・

(
日
)

水
産
関
連
の
権
限
が
削
除
さ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
構
想
が
後
退
し
た
形
で
閣
議
決
定
を
経
た
。
ま
た
、
四
九
年
に
北
海
道
総
合
開
発
審
議
会

が
作
成
し
た
北
海
道
開
発
法
案
要
綱
も
、
当
初
は
開
発
庁
に
開
発
事
業
の
実
施
権
限
を
付
与
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
関
係
各
省
は
北
海
道

に
の
み
特
別
の
行
政
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
一
様
に
反
発
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
終
的
に
は
開
発
庁
を
企
画
調
整
官
庁
と
す
る

(ロ)

と
と
も
に
、
一
括
計
上
権
も
条
文
規
定
か
ら
削
除
さ
れ
る
な
ど
の
変
吏
を
見
た
。

さ
ら
に
開
発
局
設
置
過
程
に
お
け
る
省
庁
聞
の
利
害
調
整
の
結
果
が
、
開
発
局
の
権
限
規
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
農
林
省
は
従

来
ま
で
内
務
省
の
下
で
北
海
道
庁
が
実
施
し
て
い
た
北
海
道
拓
殖
事
業
の
中
で
、
農
林
省
関
連
の
も
の
を
自
省
の
権
限
に
移
管
さ
せ
よ
う
と

す
る
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
農
林
省
の
意
図
は
先
ず
、
林
政
統
一
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
そ
し
て
、
四
七
年
に
固
有

(
日
)

林
、
御
料
林
を
農
林
省
に
移
管
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
営
林
署
が
設
置
さ
れ
、
農
林
省
の
宿
願
が
達
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
農
林
省
は
、
開

発
庁
に
よ
る
開
発
局
設
置
の
過
程
と
並
行
し
て
、
独
自
の
事
業
実
施
機
関
を
創
設
す
る
た
め
に
北
海
道
農
林
事
務
局
構
想
や
北
海
道
農
地
事

務
所
構
想
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
培
田
甲
子
七
開
発
庁
長
官
が
異
議
を
唱
え
、
広
川
弘
禅
農
林
大
臣
ら
関
係
閣
僚
と
の
協

(
は
)

議
、
調
整
の
結
果
、
直
轄
事
業
を
実
施
す
る
国
の
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
通
じ
て
設
置
さ
れ
た
結
果
、
開

発
法
第
一
一
一
条
第
二
項
に
お
い
て
、
各
省
の
主
務
大
臣
の
み
が
開
発
局
長
に
対
す
る
指
揮
監
督
権
を
有
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
は
関
係
各
省
庁
間
の
「
妥
協
の
産
物
」
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
開
発
庁
、
開
発
局

は
直
接
的
、
一
元
的
に
事
業
を
実
施
す
る
法
的
権
限
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
開
発
庁
に
事
業
実
施
権
限
を
与
え
よ
う
と
す
る

構
想
は
そ
の
後
も
幾
度
も
提
起
さ
れ
た
が
、
実
現
を
見
な
か
っ
た
。

号。.
口聞
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(
三
)
開
発
法
制
に
お
け
る
道
と
開
発
庁

中
央
地
方
関
係
の
観
点
か
ら
開
発
体
制
形
成
過
程
を
検
討
す
る
と
、
中
央
政
府
と
道
と
の
聞
に
は
開
発
政
策
の
目
標
、
政
策
資
源
配
分
の

権
限
規
定
に
関
す
る
見
解
の
一
致
と
相
違
と
が
混
在
し
て
い
た
。
北
海
道
地
方
関
係
者
お
よ
び
大
蔵
省
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
政
府
は
、
内

務
省
解
体
後
も
引
き
続
き
北
海
道
開
発
を
国
策
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
特
別
な
行
政
組
織
を
中
央
政
府
に
設
置
す
る
必
要

性
に
関
し
て
は
認
識
を
一
致
さ
せ
て
い
た
。

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

と
こ
ろ
が
、
開
発
法
作
成
過
程
に
際
し
て
政
策
目
標
に
道
民
の
生
活
福
祉
向
上
を
挿
入
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
道
は
開
発
法
の

目
標
設
定
に
際
し
て
、
日
本
経
済
社
会
発
展
へ
の
寄
与
に
加
え
て
、
「
住
民
の
生
活
の
安
定
、
文
化
の
向
上
」
を
明
記
す
る
よ
う
強
く
要
請

し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
四
九
年
二
一
月
に
作
成
さ
れ
た
開
発
法
案
要
綱
は
、
第
一
条
第
二
項
に
お
い
て
政
策
目
標
を
「
国
民
経
済
の
復
興

及
び
人
口
問
題
の
解
決
に
寄
与
し
併
せ
て
住
民
の
生
活
の
安
定
、
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
」
と
規
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
関
係
各
省

庁
と
の
協
議
を
経
て
成
立
し
た
開
発
法
は
、
そ
の
目
標
か
ら
「
住
民
の
生
活
の
安
定
、
文
化
の
向
上
」
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
国
民
経
済

(
日
)

の
復
興
と
人
口
問
題
の
解
決
に
加
え
て
資
源
開
発
を
明
記
し
て
い
る
。

開
発
法
案
要
綱
の
審
議
過
程
に
お
い
て
目
標
規
定
が
改
め
ら
れ
た
詳
細
な
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
関
係
者
の
回
想

に
よ
れ
ば
、
開
発
庁
設
置
に
反
対
し
て
い
た
関
係
省
庁
と
の
折
衝
の
過
程
で
各
省
庁
の
合
意
を
獲
得
す
る
た
め
、
開
発
法
の
国
家
的
意
義
を

(
日
)

強
調
す
る
た
め
に
目
標
が
変
更
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
戦
後
北
海
道
開
発
法
制
の
目
標
が
「
国
策
」
と
し
て

の
み
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
以
後
の
北
海
道
開
発
政
策
の
方
向
性
を
制
約
す
る
と
と
も
に
、
開
発
計
画
作
成
過
程
に
お
け
る
道
と
開
発
庁
と

の
関
係
を
複
雑
な
も
の
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
確
立
は
、
中
央
政
府
あ
る
い
は
道
の
立
場
で
あ
れ
、
ま
た
経
済
復
興
と
し
て
の
国
策
あ
る
い
は
後
進
地

域
開
発
の
目
標
で
あ
れ
、
開
発
事
業
費
を
は
じ
め
と
し
て
北
海
道
に
投
入
さ
れ
る
政
策
資
源
の
増
大
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
道
と
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中
央
政
府
と
の
間
で
は
利
害
が
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
開
発
体
制
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、
中
央
地
方
聞
に
お
け
る
政
策
資
源
配
分
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
制
度
規
定
す
る
の
か
が
繰
り
返
し
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
四
七
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
大
蔵
省
に
よ
る
開
発
庁
設
置
構
想
に
対
し
て
、
道
は
開
発
事
業
を
国
の
出
先
機
関
を
設
け
て
実
施

す
る
点
に
関
し
て
反
発
し
、
事
業
実
施
を
道
が
委
任
事
務
と
し
て
行
え
る
よ
う
主
張
し
た
。
最
終
的
に
、
大
蔵
省
案
は
開
発
庁
総
裁
の
下
に

北
海
道
知
事
を
含
む
次
長
を
二
人
設
置
す
る
こ
と
や
、
総
裁
職
権
の
一
部
を
知
事
に
行
わ
せ
る
と
と
も
に
開
発
庁
職
員
の
一
部
を
道
に
勤
務

(
げ
)

さ
せ
る
な
ど
の
点
が
改
正
さ
れ
閣
議
決
定
を
経
た
が
、

G
H
Qの
承
認
を
得
ら
れ
ず
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
北
海
道
開
発

体
制
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、
道
と
国
の
役
割
分
担
、
権
限
規
定
を
ど
の
よ
う
に
確
定
す
る
か
が
当
初
か
ら
対
立
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
中
央
地
方
聞
の
政
策
資
源
配
分
に
関
す
る
制
度
規
定
の
対
立
は
、
五
一
年
の
開
発
局
設
置
に
際
し
て
顕
在
化
し
た
。
五

O
年
の

開
発
庁
設
置
直
後
、
国
の
直
轄
事
業
は
道
が
委
任
事
務
と
し
て
実
施
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
道
に
は
地
方
事
務
官
や
地
方
技
官
な
ど
、
国

費
支
弁
職
員
が
約
三
二

O
O
名
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
業
実
施
形
態
に
対
し
て
、
国
は
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
、
効
率
的
な
体

(
国
)

制
を
確
立
す
る
必
要
性
を
強
調
し
、
北
海
道
開
発
局
を
設
置
す
る
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
道
は
地
方
自
治
確
立
の
阻
害
、
行
政
能
率
の
低
下
、
行
政
費
用
の
増
大
、
道
と
市
町
村
聞
の
協
力
体
制
弱
体
化
な
ど
を
理

由
に
、
開
発
局
設
置
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
開
発
局
設
置
構
想
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
期
が
北
海
道
知
事
選
挙
直
後
で
社
会

(
印
)

党
が
支
持
す
る
田
中
敏
文
知
事
が
再
選
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、
全
国
知
事
会
や
各
新
聞
も
こ

の
構
想
に
対
し
て
、
慎
重
論
や
批
判
的
な
見
解
を
次
々
と
表
明
し
た
。
道
も
、
社
会
党
国
会
議
員
と
の
連
携
を
強
め
る
な
ど
、
開
発
法
の
改

(
初
)

正
を
阻
止
す
る
行
動
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
中
央
政
府
は
、
直
轄
事
業
の
直
接
執
行
は
他
府
県
と
同
様
の
体
制
で
あ
り
地
方
自
治
の
侵
害

に
当
た
ら
な
い
、
ま
た
、
開
発
局
実
施
の
事
業
と
道
の
事
業
は
法
律
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
両
者
の
聞
に
は
不
都
合
が
生
じ
な
い

(
幻
)

と
主
張
、
五
一
年
六
月
に
開
発
局
設
置
を
目
的
と
し
た
開
発
法
改
正
案
は
成
立
し
た
。

号泣h
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開
発
局
の
設
置
は
、
五
O
年
の
開
発
体
制
発
足
当
初
、
道
が
有
し
て
い
た
様
々
な
政
策
資
源
の
剥
奪
を
意
味
し
た
。
直
轄
事
業
執
行
権
限

の
喪
失
は
、
道
が
関
与
で
き
る
予
算
や
事
業
量
の
み
な
ら
ず
、
人
員
、
工
作
機
械
、
技
術
な
ど
の
組
織
資
源
の
減
少
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
れ

に
対
応
し
て
、
道
は
補
助
事
業
執
行
を
確
保
す
る
た
め
の
人
員
、
機
械
の
補
充
、
現
業
所
の
新
設
な
ど
の
経
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
刊

ω)

か
っ
た
。

政策決定過程における制度運肘と中央地方関係の変化 (2) 

こ
う
し
て
、
戦
前
か
ら
の
体
制
を
引
き
継
ぐ
形
で
成
立
し
た
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
に
お
け
る
、
固
と
自
治
体
で
あ
る
道
と
の
政
策
資
源

の
配
分
に
関
す
る
特
殊
な
融
合
状
態
は
、
開
発
局
設
置
に
よ
り
法
制
度
上
、
国
の
行
政
組
織
中
心
に
再
編
、
分
離
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
開

発
法
上
は
、
開
発
計
画
の
立
案
、
決
定
、
実
施
を
開
発
庁
l
開
発
局
と
い
う
国
の
行
政
組
織
が
こ
れ
を
行
う
体
制
を
確
立
し
た
。
以
後
、
道

と
開
発
庁
は
開
発
局
設
置
に
際
し
て
生
じ
た
両
者
の
確
執
を
内
包
し
な
が
ら
、
開
発
法
制
上
の
規
定
に
よ
ら
な
い
形
で
の
関
係
を
形
成
す
る

こ
と
に
な
る
。

開
発
体
制
形
成
期
の
道
1

開
発
庁
関
係

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
成
立
に
際
し
て
露
見
し
た
道
と
開
発
庁
と
の
見
解
の
相
違
は
、
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
作
成

過
程
を
は
じ
め
、
五
0
年
代
を
通
じ
て
様
々
な
形
で
表
面
化
し
た
。

開
発
計
画
策
定
作
業
は
開
発
法
制
定
と
同
様
、
戦
後
直
後
か
ら
具
体
化
し
て
い
る
。
道
が
開
発
計
画
の
作
成
に
着
手
し
た
の
は
四
六
年
で

あ
り
、
当
時
の
増
田
甲
子
七
北
海
道
庁
長
官
(
後
に
初
代
北
海
道
開
発
庁
長
官
)
が
諮
問
機
関
と
し
て
北
海
道
総
合
開
発
調
査
委
員
会
を
設

置
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
道
は
、
終
戦
直
後
の
社
会
経
済
的
環
境
へ
の
対
応
、
第
二
期
拓
殖
計
画
か
ら
の
事
業
継
続
な
ど
を
目
指
し
て
、

戦
前
の
拓
殖
計
画
に
続
く
新
た
な
開
発
計
画
の
立
案
を
進
め
た
。
そ
の
後
、
四
八
年
九
月
に
北
海
道
総
合
開
発
一

0
カ
年
計
画
を
策
定
し
た
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(
お
)

が
、
こ
れ
は
後
の
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
基
礎
と
な
っ
た
。

そ
し
て
五
O
年
の
開
発
庁
創
設
後
、
新
た
な
開
発
体
制
の
下
で
道
と
開
発
庁
は
、
引
き
続
き
計
画
作
成
作
業
を
進
め
た
。
五
一
年
に
道
が

「
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
計
画
書
」
を
計
画
原
案
と
し
て
作
成
、
こ
れ
を
開
発
法
第
三
条
に
基
づ
く
意
見
と
し
て
内
閣
に
提
出
し
た
。
そ

の
後
、
計
画
作
成
作
業
は
開
発
庁
段
階
に
移
り
、
五
一
年
一

O
月
、
北
海
道
開
発
審
議
会
に
お
い
て
五
二
年
を
初
年
度
と
す
る
北
海
道
総
合

開
発
第
一
次
五
カ
年
計
画
が
決
定
を
見
た
。
こ
こ
で
は
以
下
、
計
画
作
成
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
発
体
制
成
立
当
初
の
道
と
開

発
庁
の
関
係
が
「
錯
綜
」
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

~"'Ó、
民間

(
一
)
開
発
目
標
を
め
ぐ
る
合
意
と
相
違

第
一
次
五
カ
年
計
画
作
成
に
際
し
て
、
道
と
開
発
庁
は
開
発
法
制
定
過
程
と
同
様
、
政
策
目
標
を
め
ぐ
っ
て
両
者
が
協
調
す
る
側
面
と
対

立
す
る
側
面
を
併
せ
持
っ
て
い
た
。
道
と
開
発
庁
は
開
発
法
第
二
条
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
人
口
収
容
と
食
糧
増
産
、
資
源
開
発
な
ど
を
通

じ
て
、
北
海
道
開
発
を
国
策
と
し
て
行
う
点
に
関
し
て
は
一
致
し
た
見
解
を
有
し
て
い
た
。
道
も
計
画
原
案
に
お
い
て
、
「
北
海
道
の
開
発

は
資
源
を
開
発
し
、
産
業
の
高
度
化
を
図
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
の
過
剰
人
口
を
解
決
す
る
有
力
な
環
境
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ

(μ) 

る
」
こ
と
を
明
示
し
て
い
た
。

無
論
、
両
者
が
国
策
と
し
て
の
北
海
道
開
発
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
開
発
政
策
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
、
開
発
事
業
費
を
中
心
と

し
た
政
策
資
源
獲
得
と
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
者
は
第
一
次
五
カ
年
計
画
作
成
に
際
し
て
、
人
口
を
は
じ
め
と
す
る
計
画
目
標
数

値
を
高
い
水
準
に
設
定
し
て
い
る
。
当
時
計
画
案
を
作
成
し
て
い
た
道
は
、
計
画
最
終
年
度
の
人
口
、
道
民
所
得
、
生
産
規
模
な
ど
を
試
算

し
た
結
果
、
こ
れ
に
必
要
な
国
費
(
公
共
事
業
費
)
を
八
O
O
億
円
と
試
算
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
よ
り
多
く
の
予
算
獲
得
を
目
論
み
、
道
と

(
お
)

開
発
庁
は
協
議
の
末
、
一
年
に
一

O
O
億
円
を
加
算
し
、
公
共
事
業
費
を
総
額
二
二
O
O
億
円
と
し
た
。
計
画
目
標
と
し
て
の
人
口
数
値
に
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

関
し
て
も
、
四
六
年
の
道
案
で
は
五
五
年
段
階
で
五
O
O
万
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
五
一
年
の
道
案
で
は
五
六
年
段
階
で
五
七
一
万
人
と
推

移
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
開
発
庁
が
計
画
案
を
決
定
す
る
時
点
で
は
、
五
六
年
段
階
で
六
O
O
万
人
、
六
一
年
段
階
で
一

0
0
0
万
人
と
目

(
お
)

標
数
値
が
増
大
し
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
両
者
は
、
国
策
と
し
て
の
北
海
道
開
発
の
強
調
と
い
う
点
に
関
し
て
合
意
を
形
成
し
て
い
る
一
方
、
他
方
で
「
道
民
生
活
の
向

上
」
の
計
画
目
標
に
お
け
る
位
置
付
け
を
め
ぐ
り
、
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
道
は
、
開
発
法
制
定
過
程
に
結
局
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た

「
住
民
の
生
活
の
安
定
、
文
化
の
向
上
」
の
理
念
を
計
画
目
標
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
道
案
に
お
い
て

(
幻
)

「
道
民
の
生
活
文
化
の
確
立
向
上
」
を
達
成
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
従
来
ま
で
の
拓
殖
計
画
と
は
異
な
り
、
都
市
計
画
、
住

(
お
)

宅
、
厚
生
な
ど
の
「
民
生
施
設
計
画
」
を
新
た
に
挿
入
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
開
発
庁
は
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
目
標
設
定
に
際
し
て
、
北
海
道
開
発
の
必
要
性
を
「
経
済
自
立
の
問
題
、
人
口
解
決
の

問
題
併
せ
て
国
民
の
志
気
の
問
題
等
よ
り
み
て
絶
対
推
進
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
」
と
位
置
付
け
、
国
策
と
し
て
の
意
義
を
強
調
し
て
い

(
ぬ
)

る
。
そ
し
て
、
住
宅
、
都
市
計
画
、
水
道
の
計
画
目
標
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
道
民
福
祉
の
向
上
に
関
し
て
の
言
及
は
な
い
。

(
初
)

こ
れ
は
、
開
発
法
が
、
文
化
面
や
厚
生
面
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
に
一
因
が
あ
る
。
ま
た
、
当
時
、
北
海
道
総
合
開
発
企
画

本
部
長
で
あ
っ
た
堀
武
男
は
、
道
民
生
活
の
向
上
を
強
調
す
る
道
と
開
発
庁
と
の
聞
に
、
開
発
政
策
の
基
本
方
針
に
関
す
る
見
解
の
相
違
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
堀
に
よ
る
と
、
農
業
部
門
に
お
い
て
も
、
道
は
米
作
偏
重
で
あ
っ
た
開
発
庁
の
方
針
に
異
議
を
唱

え
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
開
発
庁
が
作
成
し
た
計
画
は
、
公
共
事
業
費
お
よ
び
産
業
経
済
費
関
係
部
門
の
み
で
あ
り
、
道
が
要
望
し
て

い
た
特
別
会
計
部
門
、
鉱
工
業
関
係
部
門
、
文
化
厚
生
部
門
が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
点
に
も
、
計
画
に
対
す
る
両
者
の
食
い
違
い
が
表
面

(
お
)

化
し
て
い
る
。
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
目
標
を
め
ぐ
る
両
者
の
相
違
は
、
十
分
な
調
整
作
業
を
経
る
こ
と
な
く
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
道
と
開
発
庁
は
、
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一
方
に
お
い
て
は
共
通
し
て
開
発
法
の
規
定
に
即
し
て
国
策



説

と
し
て
の
北
海
道
開
発
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
開
発
法
上
予
定
さ
れ
て
い
な
い
道
民
生
活
の
向
上
と
い
う
理
念
の
位
置
付
け
に

関
す
る
見
解
の
相
違
を
混
在
さ
せ
て
い
た
。

干::1、
副叩

(
二
)
計
画
決
定
過
程

北
海
道
開
発
法
第
五
条
は
、
開
発
庁
が
開
発
計
画
の
作
成
、
決
定
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
実
際
、
開
発
計
画
は
開
発
庁

に
よ
る
と
り
ま
と
め
作
業
と
、
中
央
政
府
段
階
に
お
け
る
決
定
を
経
た
後
に
実
施
過
程
に
移
行
す
る
。
開
発
庁
は
、
企
画
室
を
中
心
と
し
て

北
海
道
開
発
の
長
期
的
方
向
性
を
検
討
す
る
ほ
か
、
篠
津
泥
炭
地
開
発
、
根
釧
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
ム
、
電
源
開
発
な
ど
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
構
想
お
よ
び
具
体
化
作
業
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
開
発
審
議
会
に
道
内
外
の
関
係
者
、
学
識
経
験
者
を
集
め
て
計
画

案
を
諮
問
、
作
成
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
開
発
体
制
形
成
当
初
の
開
発
庁
お
よ
び
開
発
局
に
は
、
人
員
、
組
織
、
情
報
な
ど
の
資
源
不
足
と
い
う
事
情
か
ら
、
独
自
に

(
幻
)

開
発
計
画
作
成
を
遂
行
す
る
能
力
に
欠
け
て
い
た
。
加
え
て
、
国
が
作
成
す
る
計
画
に
対
し
て
道
の
意
向
を
十
二
分
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う

(
お
)

理
由
か
ら
、
道
は
開
発
法
第
三
条
に
基
づ
く
意
見
具
申
に
止
ま
ら
ず
、
計
画
原
案
の
作
成
作
業
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
道
が

計
画
案
検
討
作
業
の
相
当
部
分
を
担
う
背
景
に
は
、
こ
れ
を
可
能
に
さ
せ
る
政
策
資
源
の
存
在
が
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
旧
北
海
道
庁
は

四
六
年
よ
り
、
第
二
期
拓
殖
計
画
に
代
わ
る
新
た
な
計
画
作
成
作
業
を
開
始
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
旧
北
海
道
庁
長
官
の
諮
問
機
関
と

し
て
の
北
海
道
総
合
開
発
調
査
委
員
会
お
よ
び
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
、
学
識
経
験
者
、
各
業
界
団
体
関
係
者
な

ど
を
集
め
、
検
討
を
重
ね
て
い
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
、
知
事
の
諮
問
機
関
で
あ
る
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
と
な
り
、
第
一
次
五
カ
年
計
画

(
似
)

作
成
作
業
と
し
て
継
続
す
る
。
ま
た
、
開
発
委
員
会
事
務
局
は
、
経
済
安
定
本
部
を
中
心
と
し
た
中
央
省
庁
と
の
独
自
の
関
係
形
成
を
通
じ

(
お
)

て
集
め
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
、
情
報
な
ど
に
よ
っ
て
計
画
原
案
作
成
作
業
を
可
能
に
し
た
。
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

こ
う
し
て
開
発
計
画
作
成
過
程
の
実
際
が
道
の
段
階
と
中
央
政
府
の
段
階
に
区
分
さ
れ
る
な
ら
ば
、
道
と
開
発
庁
は
ど
の
よ
う
な
決
定
手

続
き
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
計
画
案
を
作
成
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
央
と
地
方
の
決
定
手
続
き
の
相
違
は
、
計
画
案
に
対
す
る
正
当

性
を
調
達
す
る
方
法
の
違
い
を
意
味
し
、
両
者
の
計
画
目
標
、
計
画
内
容
に
対
す
る
見
解
の
相
違
を
生
じ
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
る
。

道
段
階
に
お
け
る
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
作
成
過
程
で
は
、
知
事
の
諮
問
機
関
で
あ
る
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
の
事
務
局
で
計
画
原
案

が
作
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
委
員
会
審
議
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
。
委
員
会
の
委
員
、
顧
問
、
参
与
に
は
、
道
内
外
の
学
識
経
験
者
、
各

業
界
の
代
表
者
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
な
ど
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
審
議
過
程
で
道
内
各
地
域
、
各
業
界
、
各
層
か
ら
の
意
見

や
要
望
が
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
利
害
調
整
を
経
て
計
画
案
が
策
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
道
段
階
に
お
け
る
決
定
手
続
き
に
お
い
て
重
要
な

過
程
は
、
法
制
度
上
の
規
定
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
画
案
が
道
議
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
こ
と
が
慣
行
と
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
道
議
会
は
北
海
道
議
会
開
発
審
議
会
(
後
に
北
海
道
総
合
開
発
調
査
特
別
委
員
会
に
改
組
)
を
設
置
し
、
計
画
案
を
検
討
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
五
一
年
二
月
に
は
「
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
対
す
る
議
会
開
発
審
議
会
の
意
見
書
」
を
ま
と
め
議
会
と
し
て
の
意
向
を
示

(
お
)

す
と
と
も
に
、
審
議
会
常
任
委
員
会
に
お
い
て
開
発
委
員
会
が
作
成
し
た
計
画
案
を
了
承
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
計
画
案
は
本
会
議
に
お
い

て
も
審
議
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
道
の
計
画
作
成
に
対
す
る
姿
勢
や
、
開
拓
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
個
々
の
事
業
分
野
に
お
け
る
問
題

(
幻
)

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
段
階
に
お
け
る
第
一
次
五
カ
年
計
画
決
定
の
手
続
き
上
の
特
徴
は
、
知
事
の
諮
問
機
関
で
あ
る

北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
お
よ
び
道
議
会
の
審
議
を
通
じ
て
、
道
内
各
界
、
各
層
、
各
地
域
か
ら
出
さ
れ
る
意
見
や
要
望
を
計
画
案
に
反
映

さ
せ
、
両
機
関
の
合
意
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
が
作
成
し
た
計
画
案
に
対
す
る
正
当
性
を
調
達
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
道

は
計
画
案
を
道
民
の
総
意
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
計
画
案
の
実
効
性
を
確
保
し
よ
う
と
開
発
庁
を
は
じ
め
関
係
省
庁
に
は
た
ら
き
か
け
を

行
う
。
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一
方
、
道
案
の
提
出
を
受
け
て
、
開
発
庁
は
五
一
年
七
月
頃
よ
り
本
格
的
な
計
画
作
成
作
業
を
進
め
て
い
る
。
開
発
庁
段
階
に
お
け
る
計



説

画
作
成
は
、
北
海
道
開
発
審
議
会
で
の
諮
問
、
答
申
と
い
う
手
続
き
を
経
て
完
了
す
る
。
さ
ら
に
、
庁
内
の
作
業
と
並
行
し
て
、
開
発
庁
は

関
係
各
省
庁
と
折
衝
を
行
い
、
計
画
案
お
よ
び
こ
れ
を
構
成
す
る
諸
政
策
に
対
す
る
承
認
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
の
正
当
性
を

調
達
す
る
。
中
央
政
府
段
階
に
お
い
て
は
、
衆
参
両
院
の
議
員
が
委
員
と
し
て
審
議
会
に
参
画
し
て
い
る
他
は
、
議
会
の
関
与
は
制
度
化
さ

れ
て
い
な
い
。
中
央
政
府
段
階
で
の
決
定
手
続
き
は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
で
は
実
現
し
な
か
っ
持
、
最
終
的
に
は
閣
議
決
定
を
経
て
完

了
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
段
階
の
決
定
手
続
き
に
お
い
て
関
係
各
省
庁
か
ら
の
合
意
を
獲
得
す
る
た
め
に
も
、
開
発
庁
は
国
策
と

し
て
の
北
海
道
開
発
政
策
の
意
義
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
。

論

(
三
)
開
発
体
制
形
成
期
の
道
|
開
発
庁
関
係

以
上
、
五

0
年
代
の
開
発
体
制
形
成
期
に
お
け
る
道
と
開
発
庁
と
の
関
係
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
に
、
両
者
は
道
内
の
社
会
基
盤
整
備
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
多
く
の
北
海
道
関
係
者
の
宿
願
と
し
で
成
立
し
た
開
発
体
制
に
即
し
て
、
開

発
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
政
策
資
源
を
量
的
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
関
し
て
は
利
害
を
一
致
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
毎
年
度
の
閣
発
事
業
費

の
確
保
、
開
発
計
画
の
作
成
と
承
認
に
奔
走
す
る
。
開
発
法
を
中
核
と
し
た
開
発
体
制
は
、
北
海
道
に
投
入
さ
れ
る
政
策
資
源
の
量
的
確
保

を
有
利
に
さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
道
と
開
発
庁
は
道
内
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
五
六
年
に
北
海
道
開
発
公
庫

(
ぬ
)

(
翌
年
、
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
に
改
組
)
、
五
五
年
に
農
地
開
発
機
械
公
団
、
五
八
年
に
北
海
道
地
下
資
源
開
発
株
式
会
社
を
設
立
さ
せ

(
紛
)

る
な
ど
し
て
、
開
発
体
制
を
強
化
さ
せ
て
い
る
。
第
二
に
、
開
発
庁
の
計
画
作
成
に
関
す
る
資
源
の
不
足
、
道
の
意
向
尊
重
と
い
う
要
因
か

ら
、
開
発
法
制
上
の
規
定
と
霜
離
す
る
形
で
、
実
際
に
は
道
が
開
発
計
画
の
原
案
作
成
者
と
し
て
の
役
割
を
担
い
計
画
作
成
が
行
わ
れ
て
い

る
。
両
者
は
計
画
作
成
作
業
に
際
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
か
ら
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
相
互
補
完
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
第
三

に
、
自
治
体
と
国
の
行
政
組
織
と
い
う
立
場
の
相
違
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
決
定
手
続
き
の
相
違
か
ら
、
両
者
は
第
一
次
五
カ
年
計
画
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の
内
容
に
対
し
て
独
自
の
見
解
を
有
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
調
整
が
十
分
に
図
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
五
0
年
代
は
開
発
局
設
置
以
後

も
分
県
構
想
な
ど
、
道
の
政
策
資
源
を
縮
小
さ
せ
る
改
革
が
提
起
さ
れ
、
道
の
開
発
庁
に
対
す
る
不
信
感
を
増
幅
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
意
味

で
、
五
0
年
代
の
開
発
体
制
形
成
期
の
道
と
開
発
庁
と
の
関
係
は
安
定
性
を
欠
い
た
「
錯
綜
」
状
態
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
諸
問
題

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

戦
後
北
海
道
開
発
体
制
は
五
0
年
代
、
省
庁
間
お
よ
び
固
と
道
と
の
問
の
複
雑
な
利
害
調
整
を
経
て
成
立
し
た
と
い
う
開
発
体
制
形
成
過

程
の
事
情
に
由
来
す
る
多
く
の
諸
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
以
下
、
戦
後
北
海
道
開
発
に
お
け
る
計
画
、
制
度
の
運
用
に
関
す
る
問
題
点
を
、

第
一
次
五
カ
年
計
画
の
実
績
を
中
心
に
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
五
0
年
代
に
お
け
る
北
海
道
開
発
体
制
の
運
用
お
よ
び
機
能
上
の
特
質
を
明

ら
か
に
す
る
。

(
一
)
第
一
次
五
カ
年
計
画

敗
戦
後
の
道
内
外
の
社
会
経
済
的
環
境
を
背
景
に
多
く
の
期
待
を
集
め
、
五
二
年
か
ら
五
六
年
の
間
実
施
さ
れ
た
第
一
次
五
カ
年
計
画
の

実
績
、
そ
し
て
北
海
道
開
発
を
国
策
と
し
て
特
別
な
体
制
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
の
妥
当
性
を
め
ぐ
り
、
全
国
的
な
規
模
で
論
争
が
展
開
さ
れ

た
。
最
初
に
北
海
道
開
発
の
実
績
に
対
し
異
議
を
唱
え
た
の
は
、
行
政
管
理
庁
が
五
六
年
一
二
月
に
明
ら
か
に
し
た
公
共
事
業
特
別
調
査
委

員
の
答
申
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
七
年
一
月
、
電
力
中
央
研
究
所
理
事
長
松
、
水
安
左
衛
門
が
主
宰
す
る
産
業
計
画
会
議
が
第
一
次
五
カ
年
計
画

に
対
し
、
そ
の
実
績
が
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。
産
業
計
画
会
議
の
勧
告
は
、
中
谷
宇
吉
郎
北
大
教
授
が
五
七
年
四

月
号
の
文
芸
春
秋
誌
上
に
お
い
て
「
北
海
道
に
消
え
た
八
O
O
億
円
|
我
々
の
税
金
を
ド
ブ
に
捨
て
た
事
業
の
全
貌
|
」
と
題
し
た
文
章
で

北法510・207)207



説

紹
介
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
内
容
は
広
く
日
本
中
に
知
ら
れ
、
国
会
の
各
委
員
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
北
海
道
開
発
政
策
の
実
績
お

よ
び
今
後
の
展
望
に
関
し
て
は
、
五
九
年
に
(
財
)
国
民
経
済
研
究
協
会
に
よ
る
「
北
海
道
の
開
発
と
公
共
事
業
』
、
日
本
学
術
振
興
会
経

営
問
題
第
一

O
八
委
員
会
に
よ
る
『
北
海
道
開
発
に
関
す
る
経
営
学
的
研
究
』
、
そ
し
て
北
海
道
開
発
庁
が
(
財
)
統
計
研
究
会
に
委
託
し

た
研
究
成
果
を
六
O
年
に
ま
と
め
た
『
北
海
道
開
発
の
国
民
経
済
的
意
義
』
な
ど
に
お
い
て
、
様
々
な
立
場
か
ら
批
判
的
な
検
討
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

北1去51(1・208)208
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こ
う
し
た
第
一
次
五
カ
年
計
画
を
中
心
と
し
た
北
海
道
開
発
の
実
績
を
め
ぐ
る
評
価
を
通
じ
て
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
が
有
す
る
総
合

性
、
計
画
性
、
開
発
目
標
の
妥
当
性
が
批
判
さ
れ
る
と
と
も
に
、
開
発
体
制
自
体
に
内
在
す
る
諸
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
そ
の
第
一

は
、
開
発
法
、
開
発
計
画
が
掲
げ
る
目
標
の
妥
当
性
で
あ
る
。
産
業
計
画
会
議
は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
目
標
が
農
地
開
拓
に
よ
る
人
口

(
H
U
)
 

吸
収
、
米
作
本
位
の
農
業
に
偏
重
し
て
い
た
と
批
判
し
た
。
公
共
事
業
特
別
調
査
委
員
は
、
開
発
法
第
二
条
が
規
定
す
る
目
標
が
、
日
本
全

(
必
)

体
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
的
環
境
と
の
関
連
で
妥
当
性
を
欠
い
て
い
る
と
し
、
開
発
法
の
目
的
を
再
検
討
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

国
民
経
済
研
究
協
会
は
、
北
海
道
の
資
源
開
発
の
発
展
可
能
性
を
疑
問
視
し
、
他
府
県
と
比
し
た
場
合
に
お
い
て
も
特
段
の
慢
位
性
が
存
す

(

円

相

)

る
わ
け
で
は
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
開
発
庁
は
第
一
次
五
カ
年
計
画
が
、
産
業
基
盤
整
備
、
資
源
開
発
と
、
そ
れ
に
続
く
産
業
振
興
に
よ
っ
て
人
口
増
加
を
意

(μ) 

図
し
て
お
り
、
農
地
開
拓
に
偏
重
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
こ
れ
に
反
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
法
お
よ
び
計
画
の
目
標
に
関
し
て
も
、

国
民
経
済
の
復
興
が
主
眼
と
さ
れ
て
お
り
、
人
口
収
容
は
結
果
と
し
て
生
ず
る
付
随
的
な
目
的
で
あ
り
、
開
発
庁
が
人
口
収
容
を
最
大
の
目

(
必
)

標
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
開
発
法
が
規
定
し
て
い
る
国
民
経
済
の
復
興
と
い
う
目
標
が
妥
当
性
を

欠
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
経
済
の
拡
大
発
展
を
含
め
た
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
変
更
の
必
要
性
を
否
定
し
て

(ω) 
い
る
。



政策決定過料における制l支illlfJと1/'央地JiI1J係の変化 (2) 

し
か
し
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
が
資
源
開
発
や
産
業
振
興
を
も
考
慮
し
て
い
た
に
せ
よ
、
敗
戦
後
の
北
海
道
開
発
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、

へ
門
別
)

糾
別
な
体
制
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
食
糧
増
産
と
人
口
収
容
へ
の
可
能
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
北
海
道
開
発
事
業
の
実
績
を
め
ぐ

り
令
同
的
に
議
論
が
展
開
さ
れ
た
の
は
、
北
海
道
開
発
に
対
す
る
多
大
な
期
待
と
そ
の
成
果
の
落
差
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
開
発
庁
関
係
者
も
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
目
標
を
「
北
海
道
開
発
の
必
要
性
を
世
論
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
か
け
引
き
」
と

(
必
)

い
う
観
点
か
ら
、
「
人
口
収
容
と
い
う
魅
力
を
あ
ま
り
必
要
以
上
に
強
調
し
す
ぎ
」
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
開
発
庁

は
凶
策
と
し
て
の
北
海
道
開
発
が
自
明
で
は
な
く
な
っ
た
中
で
、
現
行
の
開
発
法
制
の
下
、
新
た
な
北
海
道
開
発
の
国
策
と
し
て
の
意
義
を
、

日
本
経
済
社
会
の
変
動
と
の
関
係
の
中
で
明
示
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
次
五
カ
年
計
画
の
実
績
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
第
二
番
目
の
批
判
は
、
開
発
計
画
の
目
標
数
値
の
設
定
と
そ
の
評
価
基
準
に
関
す
る

点
で
あ
る
。
公
共
事
業
特
別
調
査
委
員
、
お
よ
び
産
業
計
画
会
議
は
と
も
に
、
人
口
増
加
や
食
糧
生
産
、
そ
し
て
開
発
事
業
費
が
計
画
目
標

を
下
回
っ
て
い
る
点
を
批
判
し
た
。
計
画
実
績
を
め
ぐ
る
開
発
庁
と
諸
機
関
と
の
対
立
に
は
、
根
拠
と
す
る
統
計
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
に

(ω) 

.
悶
が
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
実
績
は
、
す
べ
て
目
標
数
値
を
下
回
っ
て
い
る
(
図
表
一
ー
一
お
よ
び
一
|
二
参

加
…
)
。
そ
れ
で
は
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
実
績
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
。
上
述
し
た
よ
う
に
、

第
一
次
五
カ
年
計
画
は
他
の
行
政
計
画
と
同
様
、
達
成
可
能
な
目
標
数
値
と
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
具
体
的
か
つ
現
実
的
な

手
段
と
の
組
み
合
わ
せ
を
提
示
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
開
発
庁
と
道
に
と
っ
て
開
発
計
画
の
作
成
は
、
中
央
政
府
か
ら
多
く

の
政
策
資
源
を
確
保
す
る
こ
と
に
最
大
の
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
に
お
け
る
人
口
目
標
、
公
共
事
業
費

は
過
大
に
設
定
さ
れ
、
事
後
評
価
を
す
る
際
の
指
標
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ
な
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
開
発
庁
も
、
人
口
や
食
糧
の
増
加

(
閃
)

が
一
定
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
つ
つ
も
、
計
画
に
お
け
る
人
口
目
標
が
過
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
公
共

(
日
)

事
業
費
の
実
施
率
が
五
四
%
に
止
ま
っ
た
点
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
国
の
財
政
事
情
に
よ
る
も
の
と
反
論
し
た
。
そ
し
て
、
開
発
事
業
の
効

北法51(1・209)209
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以|ぷ 1-1 北海道総合開発第I次5カ年計l暗I開発事業費の実績

(公共事業関係国費分)
Ql.f¥l: : l'iJjl'l 

区 分
計 画 額 実 績 額 達 hえ 率
(A) (B) (B/A) 

道 路 32，500 22，783 70.1 % 

港 湾 8，200 3，490 42.6 

河 111 30，000 14，833 49.4 

砂 防 800 297 37.1 
農 業 41，006 25，337 61. 8 

水 産 7，500 3，346 44.6 

林 業 5，000 3，077 61. 5 
住 宅 4，000 3，801 95.0 

者日 市 500 560 112.0 

水 道 500 198 39.5 
計 130，006 77，722 59.8 

」 L一一一一一一 」 一

j主 実績額欄は、北海道開発庁計上のもので計画の一部を実施したとみなされ

る安全保障費、冷害対策費、余剰農産物見返資金、特別失業対策費、臨時

(緊急)就労対策費を含んだ額である。

図表1-2 北海道総合開発第 l次5カ年計画の主要開発目標と実績

基準年次 目標年次 実 主主
区 分 単位 (μないし) (31年度) B/A 

25年度 (A) (B) 

耕 地 万 ha 73.4 94.2 92.2 97.9% 
乳 牛 千頭 53 115 124 107.8 
主食(米換算) 万 t 75 120 101 84.2 
水 産 イシ 94 131 113 86.3 
電 力 万 kW 53.0 90.5 83.4 92.2 
人 力 万人 428 600 485 80.8 

注 1 r耕地」の「実績」は、昭和31年農林統計に公表された標本実測調査の
結果によって、従来の耕地面積を補整したものであるから、耕地の増加
は開発の実績によるもののみでなく、調査方法の差異によるものも含ま

れている。

2 r主食」には、米、麦類、大豆、馬鈴しょ、牛乳を含む。「実績」の数字
は、牛乳を除く作物については、昭和31年の作付面積に最近5か年間の平
均反収のすう勢線より算出した当年における平年予想反収を乗じて推計し、

牛乳については、 31年実績によった。
3 電力には、工事中のものは含めていなし、。

(出典)r北海道開発局45年史.11998年、 19頁。
北法51(1. 210)210 



政策決定過程における制度巡l!lと ~\"Jと地h 関係の変化 (2 ) 

(
臼
)

呆
に
対
し
て
は
、
短
期
的
、
私
経
済
的
で
は
な
く
、
長
期
的
か
つ
国
民
経
済
全
体
の
観
点
か
ら
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
は
、
計
画
実
施
期
間
に
お
け
る
実
績
に
基
づ
い
て
個
別
の
事
業
の
成
果
、
実
施
体
制
を
具
体
的
に
検
証
、
評

価
す
る
よ
う
に
は
機
能
せ
ず
、
む
し
ろ
開
発
事
業
費
の
獲
得
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
社
会
基
盤
整
備
の
量
的
な
拡
充
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
性
質
は
、
そ
の
後
の
開
発
計
画
に
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(
日
)

第
三
一
に
、
開
発
計
画
作
成
に
関
わ
る
問
題
点
と
し
て
、
計
画
立
案
に
際
し
て
の
基
本
調
査
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関

(
日
)

し
て
は
開
発
庁
も
、
十
分
な
基
本
調
査
を
進
め
る
必
要
性
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
開
発
計
画
調
査
を
拡
充
す
る
た
め
の
開
発
計
画
費
に

関
し
て
そ
の
予
算
の
絶
対
額
が
不
足
し
て
い
る
点
、
開
発
庁
、
開
発
局
に
お
け
る
調
査
研
究
を
担
当
す
る
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
点
、

調
査
研
究
業
務
が
予
算
移
し
替
え
と
と
も
に
各
省
に
委
ね
ら
れ
、
開
発
庁
自
ら
が
行
え
な
い
こ
と
が
開
発
庁
の
調
査
研
究
能
力
の
向
上
を
妨

(
日
)

げ
て
い
る
点
が
内
部
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
開
発
庁
が
調
査
研
究
業
務
を
遂
行
し
、
計
画
立
案
能
力
を
高
め
る
に
は
、
開
発
計
画
費
の

拡
充
お
よ
び
組
織
体
制
の
整
備
の
確
立
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

(
二
)
制
度
運
用
に
お
け
る
総
合
性

上
述
し
た
よ
う
に
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
は
創
設
当
初
か
ら
、
総
合
調
整
機
能
を
制
度
上
の
特
質
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
0
年

代
の
開
発
政
策
実
施
過
程
を
通
じ
て
、
省
庁
問
、
道
と
開
発
庁
、
そ
し
て
開
発
庁
内
部
に
お
け
る
総
合
調
整
が
不
十
分
で
あ
っ
た
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

北法51(1.211)211 

第
一
に
、
開
発
事
業
実
施
過
程
に
お
け
る
関
係
行
政
組
織
聞
の
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
問
題
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
農
林
省
が

策
定
す
る
地
区
開
拓
計
画
と
建
設
省
所
管
の
特
殊
河
川
と
の
調
整
が
不
十
分
な
た
め
、
地
区
開
拓
計
画
の
事
業
費
に
比
し
て
河
川
改
修
費
が

(
白
川
)

過
大
に
な
る
事
例
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
建
設
さ
れ
た
桂
沢
ダ
ム
は
、
完
成
と
と
も
に
農
業
用
水
を
利
用
す
る
こ
と



Il}~ 

(
閉
山
)

が
山
米
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
建
設
省
と
農
林
省
と
の
事
業
実
施
官
庁
問
調
整
の
問
題
に
要
因
が
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
開
発
局
設
置
に

よ
っ
て
事
業
執
行
主
体
が
道
と
二
分
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
開
拓
事
業
に
お
け
る
入
植
営
農
業
務
に
支
障
を
来
す
な
ど
、
両
者
の
調
整
が
不
十

(
四
川
)

分
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
開
発
事
業
以
外
の
施
策
を
含
め
た
事
業
問
調
整
、
行
政
組
織
問
調
整
が
不
十
分
で
あ
る
問
題
は
、
自
治

(
臼
)

約
関
係
折
か
ら
も
総
合
開
発
計
耐
が
特
に
実
施
過
程
に
お
い
て
総
合
性
を
欠
如
さ
せ
て
い
る
と
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

第
.. に、

F
弥
制
度

t
、
開
発
庁
に
与
え
ら
れ
た
総
合
調
整
権
限
の
機
能
が
問
題
と
な
る
。
開
発
庁
に
は
開
発
予
算
の
一
括
計
上
権
、
お

よ
び
開
発
子
訴
を
各
省
に
移
し
替
え
る
際
、
事
業
問
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
移
用
権
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
開
発
庁
が
制
度
上
の
調

(ω) 

終
権
限
を
街
倒
的
に
行
使
し
て
、
独
自
の
予
質
調
整
を
行
う
こ
と
は
実
際
に
は
困
難
で
あ
り
、
移
用
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

軒
別
会
計
の
新
設
は
当
該
事
業
費
の
予
算
要
求
権
を
各
省
へ
移
動
さ
せ
、
開
発
予
算
を
一
括
計
上
す
る
意
味
を
空
洞
化
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
開
発
庁
は
凶
係
各
省
と
の
協
議
を
通
じ
て
、
特
別
会
計
に
関
す
る
予
算
を
開
発
庁
が
要
求
し
、
そ
の
後
、
繰
り
入
れ
る
と
い
う
手
続
き

F

引

d

(

目
出
)

を
的
mh仇
し
た
。
し
か
し
、
特
別
会
計
の
存
在
は
開
発
庁
に
よ
る
調
整
機
能
を
縮
小
さ
せ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
開
発

子
算
に
関
す
る
総
合
調
整
権
限
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
一
括
計
上
権
の
場
合
、
む
し
ろ
大
蔵
省
と
の
密
接
な
折
衝
を
通

(

臼

)

(

創

出

)

じ
た
凶
発
事
業
費
の
量
的
篠
保
、
他
府
県
と
比
し
て
早
期
に
個
別
事
業
が
確
定
す
る
点
に
意
味
が
あ
っ
た
。

第
;
・
に
、
当
初
の
開
発
庁
、
開
発
同
は
、
人
材
確
保
の
た
め
、
多
く
の
出
向
職
員
を
他
省
庁
か
ら
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
こ
う

し
た
戦
目
人
事
が
、
開
発
政
策
に
お
け
る
調
整
機
能
を
妨
げ
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
指
揮
監
督
権
限
が
各
省
大
臣
に
帰
属
す

る
開
発

M
に
お
い
て
は
、
職
員
派
遣
に
際
し
て
各
省
の
意
向
が
強
く
働
く
と
と
も
に
、
組
織
全
体
を
総
括
管
理
す
る
部
門
の
機
能
が
十
分
で

(
白
山
)

な
い
山
…
が
内
部
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

-，.-... 
E刷U

(
:
・
)
制
度
改
本
の
諸
構
想
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
五
カ
年
計
闘
の
立
案
お
よ
び
実
施
過
程
を
通
じ
て
開
発
計
画
の
成
果
の
み
な
ら
ず
、
調
査
研
究
能
力
の
向
上
、
総

合
性
な
ど
開
発
体
制
お
よ
び
そ
の
運
用
の
問
題
が
露
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
開
発
庁
は
開
発
政
策
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
、
現
行
の
開
発
体
制
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
案
を
明
ら
か
に
し
た
。
先
ず
五
四
年
に
大
野
伴
睦
、
緒
方
竹
虎
が
そ
れ
ぞ
れ
構
想
を
打
ち
出

し
た
も
の
の
、
実
現
を
見
な
か
っ
た
。
五
五
年
六
月
に
は
日
本
民
主
党
が
広
川
弘
禅
を
委
員
長
、
岡
田
包
義
(
元
北
海
道
開
発
庁
次
長
)
を

事
務
局
長
と
す
る
北
海
道
開
発
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
新
た
な
改
革
案
の
検
討
を
開
始
し
た
。
委
員
会
は
、
開
発
行
政
に
関
連
す
る

開
発
局
、
通
産
局
、
海
運
局
、
陸
運
局
を
統
合
し
た
北
海
道
総
局
を
設
置
す
る
た
め
の
北
海
道
開
発
庁
設
置
法
案
を
ま
と
め
た
。
法
案
は
五

'

(

叫

叩

)

六
年
五
月
に
国
会
に
上
程
さ
れ
た
が
実
現
せ
ず
、
最
終
的
に
五
八
年
、
廃
案
と
な
っ
た
。

五
0
年
代
に
次
々
と
発
表
さ
れ
た
諸
構
想
か
ら
は
、
以
下
の
点
を
共
通
し
た
特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
開
発
庁

は
現
行
の
開
発
体
制
上
の
問
題
点
を
、
開
発
庁
が
事
業
実
施
権
限
、
さ
ら
に
は
開
発
事
業
以
外
の
関
係
行
政
を
包
括
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解

決
を
図
ろ
う
と
し
た
。
開
発
庁
は
以
下
の
よ
う
に
、
①
計
画
か
ら
実
施
ま
で
の
一
貫
し
た
責
任
体
制
が
不
明
、
②
各
省
が
個
別
に
策
定
す
る

実
施
計
画
に
よ
る
開
発
事
業
の
総
合
性
の
低
下
、
③
各
省
の
北
海
道
開
発
に
対
す
る
認
識
不
足
に
よ
る
事
業
推
進
上
の
支
障
、
④
省
庁
間
折
(U) 

衝
の
複
雑
さ
、
⑤
開
発
予
算
の
各
省
移
し
替
え
手
続
き
の
遅
れ
に
よ
る
開
発
事
業
実
施
の
障
害
、
を
現
行
体
制
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
開
発
庁
は
事
業
実
施
権
限
を
有
す
る
改
革
案
を
提
示
す
る
も
の
の
、
全
国
的
な
観
点
や
他
の
施
策
と
の
関
連
の
必
要
性
を
説
く
関

係
各
省
の
反
対
に
よ
り
、
成
案
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
開
発
庁
は
、
主
務
大
臣
の
み
が
指
揮
監
督
権
限
を
有
す
る
こ
と
で
合
意
し
、

開
発
事
業
以
外
の
関
係
行
政
を
包
括
し
た
北
海
道
総
局
設
置
を
主
眼
と
し
た
北
海
道
開
発
庁
設
置
法
案
を
作
成
し
た
が
実
現
を
見
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
諸
構
想
は
自
治
体
と
し
て
の
北
海
道
を
解
体
す
る
と
い
う
、
戦
後
地
方
自
治
制
度
の
根
本
的
な
改
変
を
目
指
し
て
い
た
。
大
野

伴
睦
構
想
で
は
、
北
海
道
を
中
央
政
府
直
轄
の
特
別
行
政
区
域
と
し
た
上
で
知
事
を
官
選
に
す
る
改
革
で
あ
っ
た
。
北
海
道
開
発
庁
設
置
法

案
も
当
初
は
、
北
海
道
を
五
県
に
分
割
す
る
案
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
北
海
道
開
発
庁
設
置
法
案
は
、
道
へ
の
委
任
事
務

北j去51(1・213)213 



説

を
国
の
機
関
に
移
管
し
、
行
政
権
限
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
諸
構
想
の
具
体
化
は
、
道
の
中
央
政
府
お
よ
び
保

守
党
に
対
す
る
警
戒
感
を
高
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
道
は
分
県
化
案
そ
し
て
北
海
道
開
発
庁
設
置
法
案
に
対
し
て
強
く
反
対
し
た
。
こ
う
し

て
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
抜
本
的
な
改
革
は
、
関
係
省
庁
お
よ
び
道
に
よ
る
強
い
反
対
に
よ
っ
て
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
開
発
庁
、
開
発
局
は
企
画
調
整
能
力
の
強
化
、
増
大
す
る
事
業
量
へ
の
対
処
の
た
め
、
開
発
法
の
改
正
を
伴
う
組
織
改
革
を
試

み
た
。
開
発
庁
は
六
一
年
、
長
官
官
房
お
よ
び
総
合
開
発
局
の
二
局
の
整
備
を
構
想
し
た
が
、
最
終
的
に
総
務
部
お
よ
び
開
発
部
の
二
部
を

設
置
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
開
発
法
改
正
案
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
閣
議
決
定
の
後
、
六
一
年
三
月
に
は
国
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
審
議

(ω
叩
)

未
了
廃
案
と
な
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
開
発
局
も
五
九
年
以
降
、
開
発
計
画
の
調
査
事
務
お
よ
び
河
川
、
道
路
事
業
の
拡
大
に
対

応
し
て
、
調
査
部
の
新
設
と
、
現
行
の
建
設
部
を
道
路
部
・
河
川
部
に
分
離
さ
せ
る
提
案
を
行
っ
た
。
調
査
部
案
は
六

0
年
度
以
来
四
年
間
、

道
路
部
・
河
川
部
案
は
三
年
間
に
お
よ
び
要
望
さ
れ
続
け
た
が
、
中
央
政
府
に
よ
る
行
政
組
織
拡
大
に
対
す
る
抑
制
方
針
の
原
則
の
下
、
実

(ω) 

現
し
な
か
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
開
発
庁
は
五

0
年
代
、
現
行
開
発
体
制
の
限
界
、
問
題
点
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
調
整
能
力
の
向
上
を
主
眼

と
し
て
、
法
的
権
限
を
強
化
す
る
改
革
を
試
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
省
庁
間
お
よ
び
中
央
地
方
聞
の
政
策
資
源
を
再
編
成
す
る
よ
う
な
改
革
は
、

関
係
省
庁
や
道
の
強
い
反
対
に
よ
っ
て
実
現
を
見
な
か
っ
た
。
ま
た
、
部
の
新
設
を
伴
う
内
部
組
織
の
整
備
も
見
送
ら
れ
た
。
開
発
庁
は
以

後
、
法
制
度
上
の
改
革
に
よ
ら
な
い
方
法
に
よ
っ
て
、
現
行
制
度
を
所
与
と
し
た
運
用
を
通
じ
て
諸
問
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

四

六
0
年
代
前
期
の
道
l
開
発
庁
関
係

(
二
外
部
環
境



政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

五
0
・
年
代
末
か
ら
六
0
年
代
に
至
る
社
会
経
済
的
環
境
を
見
る
と
、
日
本
経
済
は
北
海
道
開
発
の
成
否
に
関
係
な
く
急
速
な
復
興
を
遂
げ
、

高
度
経
済
成
長
期
へ
と
移
行
し
始
め
て
い
た
。
開
発
庁
は
、
自
立
経
済
の
達
成
や
国
民
所
得
倍
増
計
画
な
ど
中
央
政
府
が
進
め
る
経
済
政
策
、

さ
ら
に
は
全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
示
さ
れ
る
国
土
政
策
を
考
慮
し
な
が
ら
、
国
策
と
し
て
の
北
海
道
開
発
の
新
た
な
意
義
を
設
定
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
開
発
庁
も
、
六
0
年
代
初
頭
か
ら
の
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
に
基
づ
く
地
域
指
定
競
争
に
表
れ
る
よ
う
な

地
域
開
発
の
流
行
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
重
化
学
工
業
誘
致
と
い
う
開
発
方
法
を
採
用
す
る
。

ま
た
、
政
治
的
環
境
に
お
い
て
は
五
0
年
代
末
以
降
、
開
発
庁
に
よ
っ
て
開
発
体
制
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
構
想
が
影
を
潜
め
、
現
行
の

開
発
体
制
が
定
着
す
る
。
さ
ら
に
、
五
九
年
の
選
挙
で
北
海
道
知
事
が
社
会
党
支
持
の
田
中
敏
文
か
ら
自
民
党
の
町
村
金
五
へ
交
代
し
た
こ

と
は
、
道
と
開
発
庁
と
の
関
係
を
緊
密
に
さ
せ
る
よ
う
に
作
用
し
た
。

と
こ
ろ
が
六
0
年
代
に
至
り
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
が
有
し
て
い
た
独
自
性
は
様
々
な
形
で
次
第
に
再
考
を
迫
ら
れ
る
。
第
一
に
、
東

北
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
後
進
地
域
は
、
各
地
方
フ
ロ
ッ
ク
の
開
発
促
進
法
を
制
定
さ
せ
る
な
ど
、
北
海
道
開
発
体
制
に
準
じ
た
制
度

を
確
立
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
北
海
道
関
係
者
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
七
年
に
北
海
道
開
発
公
庫
は
北
海

(
初
)

道
東
北
開
発
公
庫
に
改
組
さ
れ
た
。
第
二
に
、
大
蔵
省
が
開
発
事
業
費
の
高
率
補
助
を
削
減
す
る
要
求
を
次
第
に
強
め
た
。
第
三
に
、
国
土

総
合
開
発
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
る
全
国
総
合
開
発
計
画
に
北
海
道
を
組
み
込
も
う
と
す
る
経
済
企
画
庁
と
開
発
庁
と
の
聞
に
、
北
海
道
開

(
九
)

発
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
る
対
立
が
生
じ
た
。
第
四
に
、
臨
時
行
政
調
杢
会
が
六
四
年
、
開
発
庁
の
統
廃
合
を
含
む
総
合
開
発
庁
構
想
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
う
し
た
政
治
的
環
境
の
動
向
に
対
し
て
、
開
発
庁
お
よ
び
道
を
は
じ
め
と
す
る
北
海
道
関
係
者
は
、
現
行
の
開
発
体
制
を
維

持
、
存
続
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
展
開
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
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(
二
)
政
策
目
標
の
一
致



説

五
0
年
代
後
半
以
降
の
環
境
変
動
に
対
応
し
て
、
開
発
庁
と
道
は
一
致
し
て
工
業
化
を
最
も
重
要
な
目
標
と
位
置
付
け
た
開
発
計
画
を
作

成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
海
道
の
工
業
化
を
通
じ
た
日
本
経
済
社
会
の
発
展
へ
の
貢
献
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
策
と
し
て
の
北

海
道
開
発
の
意
義
を
再
定
義
し
て
い
る
。
工
業
化
の
意
味
内
容
は
そ
の
時
代
毎
に
変
遷
す
る
も
の
の
、
第
二
期
計
画
に
お
い
て
確
立
し
た
、

大
都
市
圏
か
ら
の
工
場
移
転
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
国
土
の
均
衡
発
展
を
目
指
す
と
い
う
図
式
は
、
以
後
の
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
基
調

と
な
る
。
五
八
年
度
か
ら
開
始
し
た
第
二
次
五
カ
年
計
画
は
、
日
本
経
済
の
輸
入
増
大
を
抑
制
す
る
た
め
、
北
海
道
が
有
す
る
資
源
や
原
料

(η) 

を
開
発
利
用
し
た
工
業
を
振
興
し
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
さ
ら
に
、
六
三
年
度
か
ら
始
動
す
る
第
二
期
北

海
道
総
合
開
発
計
画
(
以
下
、
二
期
計
画
と
略
す
)
は
、
重
化
学
工
業
の
誘
致
を
中
心
に
位
置
付
け
、
「
産
業
構
造
の
高
度
化
を
主
軸
と
し

て
経
済
規
模
の
飛
躍
的
拡
大
を
は
か
り
、
国
民
経
済
の
安
定
的
高
度
成
長
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
経
済
の
自
律
的
発
展
の
基
礎
を

(

何

日

)

固
め
る
こ
と
を
目
標
と
」
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
広
大
な
土
地
と
豊
富
な
水
を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
源
を
有
す
る
北
海
道
が
、
立
地
上
の

制
約
か
ら
拡
大
が
困
難
と
な
る
大
都
市
圏
の
重
化
学
工
業
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
経
済
の
発
展
、
国
土
の
均
衡
発
展
に
寄
与

す
る
と
い
う
論
理
は
、
北
海
道
開
発
体
制
を
維
持
存
続
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
論
拠
と
な
る
。
そ
し
て
、
苫
小
牧
臨
海
工
業
地
帯
を
は
じ
め
、

道
路
、
港
湾
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
基
盤
を
中
心
に
し
た
社
会
資
本
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
重
化
学
工
業
の
誘
致
を
中
核
と
し
た
開
発
は
、
国
民
経
済
発
展
へ
の
寄
与
と
同
時
に
、
道
内
産
業
構
造
が
有
す
る
後
進
性
の
解
消
、

地
域
格
差
の
是
正
の
た
め
に
も
不
可
欠
な
政
策
で
あ
る
と
い
う
論
理
が
確
立
す
る
。
二
期
計
画
道
案
に
お
い
て
、
道
は
以
下
の
よ
う
な
計
画
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論

目
標
と
開
発
の
方
向
性
を
提
示
し
て
い
る
。

「
お
よ
そ
開
発
計
画
の
目
的
は
、
経
済
成
長
と
、
住
民
福
祉
の
二
つ
の
側
面
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
開
発
計
画
に
お
い
て

は
ま
ず
も
っ
て
経
済
の
高
度
成
長
を
企
図
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
経
済
の
発
展
方
向
に
視
点
を
お
き
な
が
ら
、
本
道
の
特
性
に
立
脚

し
、
後
進
面
を
克
服
し
つ
つ
成
長
要
素
の
積
極
的
な
伸
長
に
つ
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
。



さ
ら
に
、
住
民
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
度
成
長
の
基
礎
づ
け
と
な
る
分
野
と
、
こ
の
よ
う
な
高
度
成
長
に
追
随
し
え
な
い
分
野
に
焦
点

を
お
き
、
そ
の
浸
透
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
次
の
方
向
を
重
視
し
て
本
計
画
を
進
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
l
)
本
道
経
済
の
基
調
を
な
し
て
き
た
資
源
産
業
は
、
近
代
的
構
造
の
改
善
を
す
す
め
、
需
要
に
対
応
し
た
選
択
的
拡
大
の
方
向
に

お
い
て
企
業
性
の
強
化
と
所
得
の
増
大
を
は
か
る
。

(
中
略
)

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

(5)
以
上
の
開
発
方
向
を
総
合
的
に
推
進
し
合
理
的
に
し
て
生
産
性
の
高
い
経
済
構
造
の
形
成
を
、
つ
な
が
し
て
、
経
済
規
模
の
飛
躍

(
九
)

的
な
拡
大
を
は
か
り
、
福
祉
政
策
と
あ
わ
せ
道
民
の
所
得
と
生
活
水
準
の
向
上
を
期
待
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
に
、
開
発
庁
お
よ
び
道
が
重
化
学
工
業
の
誘
致
に
よ
る
開
発
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
国
民
経
済
発
展
へ
の
貢
献
を
強
調
す

る
開
発
庁
と
、
住
民
生
活
向
上
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
と
の
間
に
、
開
発
目
標
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
た
。
無
論
、

両
者
の
見
解
の
相
違
は
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
期
計
画
道
案
に
対
し
て
、
開
発
局
は
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

「
本
来
、
国
に
よ
る
北
海
道
の
開
発
は
、
第
一
義
的
に
は
、
国
民
経
済
的
及
、
ぴ
国
家
的
見
地
か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
道
の
立
場
に
お
い
て
‘
北
海
道
開
発
の
究
極
の
目
的
を
道
民
の
福
祉
向
上
に
お
く
こ
と
は
よ
い
と
し
て
も
、
北
海
道
開
発
計

画
は
、
他
の
地
域
に
も
波
及
的
に
効
果
を
も
た
ら
し
、
結
局
は
日
本
経
済
の
拡
大
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
、
道
民
の
福
祉
向
上
を
究
極
の
目
的
と
す
る
よ
う
な
表
現
は
避
け
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
国
民
経
済
的
あ
る
い
は
国

家
的
見
地
か
ら
北
海
道
開
発
の
意
義
、
あ
る
い
は
向
か
う
べ
き
方
向
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
も
、
国
民
経
済
な
ど
に
貢
献
す
る
比
重
を
勘

(
符
)

案
し
て
叙
述
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」
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二
期
計
画
作
成
に
際
し
て
、
開
発
庁
と
道
は
開
発
法
第
二
条
の
規
定
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
重
化
学
工
業
の
誘
致
を
新
た
な
国
策
と
し

て
の
北
海
道
開
発
の
意
義
と
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
法
制
の
運
用
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
方
で
は
開
発
法
の
解
釈



説

と
運
用
に
は
、
相
当
な
柔
軟
性
が
存
在
す
る
も
の
の
、
開
発
局
は
、
北
海
道
開
発
の
方
向
性
、
す
な
わ
ち
、
国
策
と
し
て
の
開
発
の
意
義
を

希
薄
化
さ
せ
る
よ
う
な
運
用
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。

五命

(
三
)
決
定
手
続
き
の
定
式
化

第
二
次
五
カ
年
計
画
、
二
期
計
画
と
、
開
発
計
画
の
策
定
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
計
画
決
定
の
手
続
き
が
次
第
に
定
式
化
し
た
。
第
一
に
、

道
庁
内
部
に
お
け
る
計
画
作
成
体
制
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
道
案
に
お
け
る
議
会
審
議
手
続
き
が
次
第
に
形
成
さ
れ
た
。
従
来
、
道
案

は
道
議
会
北
海
道
総
合
開
発
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
実
質
的
な
討
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
次
五
カ
年
計
画
か
ら
は
、
道
議

(
符
)

会
の
委
員
会
審
議
の
内
容
お
よ
び
要
望
事
項
を
本
会
議
で
報
告
す
る
と
と
も
に
、
了
解
を
得
る
慣
行
が
で
き
た
。
さ
ら
に
二
期
計
画
で
は
社

(η) 

会
党
か
ら
出
さ
れ
た
修
正
意
見
を
「
別
冊
」
と
し
て
添
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
案
に
対
す
る
承
認
を
全
会
一
致
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
道
案
を
道
民
全
体
の
総
意
と
し
て
正
当
化
す
る
た
め
、
道
議
会
本
会
議
に
お
い
て
計
画
案
を
承
認
す
る
手
続
き
が
確
立
し
た
。
こ

の
過
程
で
計
画
案
の
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
野
党
の
合
意
を
獲
得
す
る
た
め
に
修
正
意
見
を
加
え
る
な
ど
の
方
策

を
講
じ
て
い
る
。

第
二
に
、
二
期
計
画
以
降
、
道
と
開
発
庁
、
開
発
局
と
の
意
思
疎
通
が
緊
密
に
な
り
、
計
画
作
成
に
関
す
る
相
互
調
整
も
密
接
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
五
九
年
に
「
中
央
直
結
」
を
標
携
す
る
自
民
党
の
町
村
金
五
が
知
事
に
就
任
し
た
と
い
う
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
そ
し
て
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
定
着
と
と
も
に
、
開
発
局
設
置
や
分
県
構
想
な
ど
に
よ
り
安
定
性
を
欠
い
た
道
と
開
発
庁
と

の
関
係
を
過
去
の
も
の
と
し
た
。
さ
ら
に
、
自
民
党
国
会
議
員
で
あ
っ
た
町
村
が
知
事
に
就
任
し
た
こ
と
は
、
道
と
開
発
庁
、
中
央
政
府
と

(
刊
日
)

の
聞
の
調
整
活
動
を
円
滑
に
さ
せ
た
。

ま
た
、
道
、
開
発
庁
、
開
発
局
聞
の
意
思
疎
通
を
密
接
に
す
る
た
め
、
各
機
関
の
幹
部
に
よ
る
会
談
が
次
第
に
定
着
し
て
い
る
。
六
O
年
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

頃
よ
り
、
開
発
庁
長
官
、
開
発
局
長
、
道
知
事
の
間
で
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
六
五
年
か
ら
は
既
に
全
道
各
地
で
行
わ
れ

て
き
た
道
(
支
庁
、
土
木
現
業
所
)
と
開
発
局
(
開
発
建
設
部
)
と
の
連
絡
会
議
が
札
幌
に
お
い
て
も
、
道
知
事
、
副
知
事
、
各
部
長
、
開

発
局
長
、
開
発
局
次
長
、
官
房
長
の
レ
ベ
ル
で
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(n
・
5
・
2
)
。
さ
ら
に
、
町
村
知
事
時
代
、
開
発
庁
幹

(
乃
)

部
が
二
代
続
け
て
道
の
土
木
部
長
に
就
任
す
る
と
い
う
人
事
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
連
絡
調
整
手
続
き
が
整
備
さ
れ
る
と
と

も
に
、
二
期
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
道
が
計
画
原
案
を
作
成
す
る
と
い
う
役
割
分
担
を
行
う
相
互
補
完
関
係
が
続
い
て
い

た
。
さ
ら
に
、
当
時
は
多
く
の
関
係
者
が
証
言
す
る
よ
う
に
、
道
職
員
と
開
発
庁
職
員
が
緊
密
な
関
係
の
下
で
計
画
作
成
作
業
を
行
っ
て
い

た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
樫
原
泰
明
元
副
知
事
(
当
時
商
工
部
、
後
に
企
画
部
長
)
は
、
当
時
の
両
者
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
・
・
・
町
村
知
事
に
な
っ
て
か
ら
の
北
海
道
開
発
庁
と
道
庁
と
の
関
係
は
、
例
え
ば
開
発
予
算
の
要
求
に
あ
た
っ
て
も
、
長
官
と
知
事

が
共
同
記
者
会
見
し
て
基
本
的
な
考
え
方
を
鮮
明
に
し
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き
、
庁
、
局
、
道
が
協
力
し
て
作
業
を
進
め
る
な
ど
連
帯
感

は
全
く
違
っ
た
と
思
い
ま
す
・
・
・
(
中
略
)
・
・
・
(
道
と
開
発
庁
と
の
間
で
|
|
筆
者
注
)
北
海
道
総
合
開
発
計
画
を
め
ぐ
る
議

論
が
も
っ
と
も
高
揚
し
た
時
期
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
・
・
・
(
中
略
)
・
・
・
そ
の
頃
、
道
庁
の
関
係
者
は
、
北
海
道
開
発
庁

の
皆
さ
ん
が
、
小
人
数
で
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
か
ら
、
と
も
か
く
応
援
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
と
、
北
海
道
の
意

見
を
極
力
、
国
の
計
画
に
と
り
入
れ
る
こ
と
で
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
で
横
溢
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

(
羽
)

す。」
第
三
に
、
中
央
政
府
段
階
に
お
い
て
も
、
中
央
政
府
が
国
策
と
し
て
北
海
道
開
発
政
策
を
進
め
る
と
い
う
意
思
決
定
を
明
確
に
さ
せ
る
よ

う
な
決
定
手
続
き
が
次
第
に
定
式
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
ず
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
以
降
、
北
海
道
総
合
開
発
計
爾
を
閣
議
決
定
す
る
こ

と
が
定
着
し
た
点
に
表
れ
て
い
る
。
第
一
次
五
カ
年
計
画
か
ら
、
道
と
開
発
庁
は
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
閣
議
決
定
を
経
る
こ
と

に
よ
っ
て
計
画
の
正
当
性
を
調
達
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
。
第
二
次
五
カ
年
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
は
、
先
ず
部
門
別
計
画
が
除
外
さ
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れ
た
。
ま
た
、
資
金
計
画
も
「
資
金
計
画
を
入
れ
た
計
画
の
閣
議
決
定
は
前
例
が
な
い
」
、
「
五
年
間
に
わ
た
る
資
金
投
入
を
約
束
で
き
な
い
」

と
の
理
由
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
参
考
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
庁
は
関
係
省
庁
と
合
意
、
計
画
案
を
闇

(
創
)

議
で
決
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

~b. 
日間

二
期
計
画
作
成
に
際
し
で
も
、
道
と
開
発
庁
は
資
金
計
画
を
挿
入
さ
せ
る
た
め
、
難
色
を
示
す
大
蔵
省
と
の
交
渉
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
開
発
庁
と
大
蔵
省
と
の
事
務
折
衝
と
並
行
し
て
、
町
村
知
事
、
川
島
正
次
郎
開
発
庁
長
官
ら
が
関
係
大
臣
ら
と
協
議
を
重
ね
た
。
そ

し
て
、
行
政
投
資
総
額
を
大
蔵
省
案
と
開
発
庁
案
の
中
間
で
あ
る
九
四
O
O
億
円
と
す
る
こ
と
で
合
意
、
計
画
達
成
の
た
め
の
所
要
資
金
が

(
幻
)

明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
お
よ
び
二
期
計
画
と
計
画
作
成
の
作
業
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
道
、
道
と
開
発
庁
と
の
問
、
中
央
政

府
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
計
画
決
定
手
続
き
は
、
次
第
に
定
式
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
計
画
作
成
に
関
す
る
道
と
開

発
庁
と
の
聞
の
調
整
活
動
も
緊
密
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
。

(
四
)
六
0
年
代
前
期
の
道
l
開
発
庁
関
係

五
0
年
代
末
か
ら
六
0
年
代
前
半
に
お
け
る
道
と
開
発
庁
と
の
関
係
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一

に
、
道
と
開
発
庁
は
現
行
の
開
発
体
制
を
所
与
の
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
弾
力
的
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
政
策
を
進
め
よ
う
と

し
た
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
両
者
は
総
合
調
整
を
中
心
と
し
た
開
発
体
制
の
問
題
点
を
認
識
し
て
い
た
。
開
発
庁
は
抜
本
的
な
制
度
改
正

を
試
み
る
も
の
の
、
関
係
省
庁
お
よ
び
道
の
反
対
に
よ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
以
後
、
両
者
は
北
海
道
開
発
体
制
の
独
自
性
を
維
持
し
、

強
調
す
る
一
方
、
他
方
で
は
開
発
法
の
諸
規
定
を
柔
軟
に
解
釈
す
る
形
で
の
運
用
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
二
期
計
画
に
お
い
て
道
と
開
発
庁

は
、
新
た
な
国
策
と
し
て
の
北
海
道
開
発
の
意
義
を
重
化
学
工
業
の
誘
致
と
再
定
義
し
、
開
発
目
標
を
共
有
し
た
。

北法51(1.220)220 



政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

第
二
に
、
開
発
体
制
の
抜
本
的
改
正
が
実
現
し
な
か
っ
た
一
方
、
他
方
で
は
現
行
体
制
の
定
着
と
と
も
に
、
予
算
、
人
員
、
組
織
な
ど
の

政
策
資
源
が
量
的
に
拡
充
し
て
い
る
。
こ
れ
を
先
ず
、
北
海
道
開
発
事
業
費
が
全
国
公
共
事
業
費
に
占
め
る
割
合
の
推
移
を
見
る
と
、
五
八

年
度
の
一
六
・
四
%
を
最
高
に
し
て
そ
の
後
は
漸
減
し
て
い
る
も
の
の
、
六
0
年
代
を
通
じ
て
二
二
%
台
を
維
持
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て

多
く
の
予
算
が
北
海
道
に
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(
表
一
ー
三
参
照
)
。
ま
た
、
開
発
庁
お
よ
び
開
発
局
の
職
員
定
数
も
増
大
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
(
表
一
|
四
参
照
)
。
さ
ら
に
、
開
発
法
の
改
正
に
よ
る
部
の
新
設
が
見
送
ら
れ
た
後
、
開
発
庁
、
開
発
局
は
課
の

新
増
設
を
順
次
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
組
織
体
制
の
整
備
を
図
っ
た
。
こ
の
時
期
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
た
課
の
新
設
に
よ
っ
て
、
開

(
幻
)

発
庁
お
よ
び
開
発
局
は
今
日
に
通
じ
る
基
本
的
な
組
織
形
態
を
ほ
ぼ
構
築
し
た
。
こ
う
し
た
事
業
費
お
よ
び
人
員
の
増
加
現
象
は
同
様
に
、

道
の
土
木
部
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
開
発
計
画
原
案
作
成
を
担
当
し
て
い
た
総
合
開
発
企
画
部
が
総
務
部
か
ら
独

(
制
)

立
し
、
企
画
部
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
五
カ
年
計
画
お
よ
び
二
期
計
画
期
に
お
い
て
道
と
開
発
庁
は
、
開
発
事
業
費
を
は
じ
め

と
す
る
政
策
資
源
の
獲
得
を
通
じ
て
、
産
業
基
盤
を
中
心
と
し
た
社
会
資
本
を
量
的
に
拡
充
す
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
い
た
。

第
三
に
、
計
画
策
定
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
道
段
階
、
中
央
政
府
段
階
、
さ
ら
に
は
道
と
開
発
庁
と
の
聞
に
お
け
る
計
画
決
定
手
続
き
が
定

式
化
し
た
。
中
央
政
府
段
階
に
お
い
て
は
、
所
要
資
金
を
明
記
し
た
計
画
案
を
閣
議
決
定
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
道
と
開
発
庁
と

の
聞
の
相
互
補
完
関
係
が
定
着
す
る
と
と
も
に
、
二
期
計
画
以
降
、
密
接
な
相
互
調
整
の
下
に
計
画
案
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
て
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
は
、
政
策
内
容
と
し
て
有
す
る
国
策
と
し
て
の
意
義
、
総
合
性
、
合
理
性
が
積
極
的
に
承
認
さ
れ
る
と
い

う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
重
ね
ら
れ
る
手
続
き
を
通
じ
て
正
当
性
を
獲
得
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
開
発
体
制
の
定
着
を
経
た
時
期
の
道
と
開
発
庁
と
の
関
係
は
、
政
策
目
標
の
一
致
、
政
策
資
源
の
量
的
拡
充
、
計
画
作

成
に
お
け
る
相
互
補
完
お
よ
び
決
定
手
続
き
の
定
式
化
に
よ
り
安
定
的
な
も
の
と
な
り
、
両
者
が
「
一
体
化
」
し
た
関
係
を
形
成
し
て
い
た

(
お
)

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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北海道開発事業費の対全国(一般公共事業)比の推移

(国費:当初)

図表1-3 
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(出典)r北海道開発庁40年史J1991年、 32頁。
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(単位:人)

年度 開発庁 開発局 言十 年度 開発庁 開発局 計

昭和25年 31 31 昭和46年 87 ll，127 11. 214 
26 43 3，152 3，195 47 87 10，952 11. 039 
27 41 3，182 3，223 48 87 10， 770 10，857 
28 41 3，162 3，203 49 87 10，594 10，681 
29 41 3，117 3，158 ー50 87 10，506 10，593 
30 41 3，081 3，122 51 87 10，408 10，495 
31 41 3，181 3，222 52 87 10，319 10，406 
32 41 3，181 3，222 53 87 10，227 10，314 
33 52 5，358 5，410 54 87 10，132 10，219 
34 58 5， 784 5，842 55 87 10，022 10，109 
35 61 6，115 6，176 56 87 9，900 9，987 
36 64 10，366 10，430 57 87 9，774 9，861 
37 73 11. 654 -ll，727 58 88 9，634 9，722 
38 76 11. 651 ll，727 59 88 9，490 9，578 
39 80 11，688 11，768 60 88 9，026 9，ll4 
40 81 11. 767 ll，848 61 88 8，886 8，974 
41 83 11. 765 ll，848 62 88 8，745 8，833 
42 85 ll，763 p，848 63 88 8，612 8， 700 
43 86 11，602 11，688 平成元年 88 8，481 8，569 
44 87 11. 425 ll，512 2 88 8，349 8，437 
45 87 11. 298 ll，385 

北海道開発庁定員の推移図表1-4 
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(出典)r北海道開発庁40年史j1991年、 392頁。



第
二
章

三
期
計
画
の
推
進
と
見
直
し

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

本
章
か
ら
は
、
七
0
年
代
を
通
じ
た
北
海
道
開
発
政
策
の
展
開
過
程
に
お
け
る
道
と
開
発
庁
と
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
、
七
O
年
に
策
定

さ
れ
、
翌
七
一
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
推
進
お
よ
び
見
直
し
、
中
断
、
新
計
画
へ
の
移
行
過
程
に
即
し
て

考
察
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
開
発
庁
と
道
は
七
0
年
代
の
環
境
変
動
に
対
応
す
る
た
め
に
北
海
道
開
発
法
の
改
正
を
検
討
す
る
も
の
の
、

そ
の
立
法
化
を
見
送
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
者
は
社
会
経
済
的
環
境
と
の
関
係
で
妥
当
性
を
欠
く
法
制
度
を
維
持
し
つ
つ
、
直
面
す
る
諸
課

題
を
処
理
す
る
よ
う
な
制
度
運
用
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
以
下
、
道
と
開
発
庁
が
い
か
に
北
海
道
開
発
法
制
を
運
用
し
て
七
0
年
代

の
開
発
計
画
行
政
を
進
行
さ
せ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
制
度
運
用
を
通
じ
た
両
者
の
関
係
変
容
を
特
徴
づ
け
る
。

三
期
計
画
の
策
定
と
推
進

(
二
三
期
計
画
の
策
定

道
、
開
発
庁
は
、
七
0
年
代
に
向
け
た
北
海
道
開
発
の
意
義
、
お
よ
び
そ
れ
を
達
成
す
る
諸
政
策
、
開
発
手
法
を
明
示
し
た
第
三
期
北
海

道
総
合
開
発
計
画
(
以
下
、
三
期
計
画
と
略
す
)
を
作
成
し
、
七
一
年
度
か
ら
実
施
を
開
始
し
た
。
三
期
計
画
は
「
生
産
と
生
活
が
調
和
す

る
豊
か
な
地
域
社
会
の
先
駆
的
実
現
を
は
か
り
、
わ
が
国
経
済
社
会
の
繁
栄
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
標
に
、
①
重
化
学
工
業
を

中
心
と
し
た
近
代
的
産
業
の
開
発
振
興
、
②
社
会
生
活
基
盤
の
強
化
、
③
新
交
通
通
信
網
の
整
備
、
④
国
土
保
全
と
水
資
源
の
開
発
、
⑤
自

然
の
保
護
保
存
と
観
光
開
発
の
推
進
、
⑤
中
核
都
市
圏
の
整
備
と
広
域
生
活
圏
の
形
成
、
⑦
冬
季
開
発
の
推
進
、
⑧
北
方
圏
交
流
の
推
進
、

を
主
要
政
策
と
し
て
い
る
。
計
画
は
、
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
の
開
発
や
石
狩
湾
新
港
、
大
規
模
酪
農
村
の
建
設
、
青
函
ト
ン
ネ
ル

北法51(I -223)223 



説

お
よ
び
新
幹
線
の
建
設
な
ど
の
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
道

各
地
に
展
開
す
る
一
方
、
広
域
生
活
圏
の
形
成
を
通
じ
た
社
会
生
活

fム
ロ岡

基
盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
目
標
年
次
で

あ
る
八
O
年
に
は
、
人
口
六
O
O
万
人
(
基
準
年
次
六
八
年
度
比
、

一
五
%
増
)
、
生
産
所
得
五
兆
七
千
億
円
(
問
、
三
O
二
%
増
)
の

(
l
)
 

達
成
を
見
込
ん
で
い
る
(
図
表

一
丁
一
参
照
)
。

計
画
作
成
に
際
し
て
、
道
は
六
八
年
か
ら
企
画
部
の
計
画
作
成
体

制
を
整
備
し
、
二
期
計
画
の
実
績
評
価
、
新
計
画
の
基
本
的
枠
組
み

の
決
定
、
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
へ
の
諮
問
な
ど
、
計
画
原
案
作

成
を
具
体
化
さ
せ
た
。
開
発
庁
も
企
画
室
を
中
心
に
、
新
全
総
を
策

定
す
る
経
済
企
画
庁
に
対
抗
し
北
海
道
開
発
の
独
自
性
を
強
調
す
る

た
め
、
ニ

O
年
後
を
見
据
え
た
発
展
構
想
を
『
北
海
道
開
発
の
長
期

展
望
』
と
し
て
提
示
す
る
な
ど
、
一
二
期
計
画
作
成
の
準
備
作
業
を
進

め
て
い
る
。
道
と
開
発
庁
は
前
期
計
画
と
同
様
、
大
規
模
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
な
ど
開
発
方
針
の
一
致
、
道
に
よ
る
計
画
原
案
作

成
作
業
の
分
担
な
ど
、
密
接
な
意
思
疎
通
の
下
、
一
体
的
な
関
係
を

形
成
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
三
期
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
、
開
発

庁
が
道
案
よ
り
高
い
重
化
学
工
業
化
率
、
経
済
成
長
率
の
目
標
数
値

第3期北海道総合開発計画の経済規模と構造の実績

(昭和43年度価格)

言十 画 実 績 年 率

区 分 単位 基準年次 目標年次 計画 実績

(43年度) (55年度) (43年度) (52年度)
(A) (B) (B/A) (52/43) 

総 人 口 万人 524 600 521 544 1.1% 0.5% 

就 業 者 数 ク 244 282 242 249 1.2 0.3 

農林水産業生産額 10億円 504 858 504 730 4.5 4.2 

鉱工業生産額 。 1，249 5，492 1，282 2，454 13目l 7.5 

生 産 所 得 。 1. 905 5，754 1，905 3，438 9. 7 6.8 

第 l次産業 。 308 515 310 410 4.4 3.2 

第 2次産業 。 538 2，038 522 889 11. 7 6.1 

第 3 次産業 。 1，059 3，201 1，097 2，274 9.7 8.4 

就業者l人当たり生産所得 万円 78 204 79 138 8.3 6.4 

図表2-1 

i主l 実質換算は、所得については国民経済計算(新SNA)の国民総支出デフレータ一、生産額
については日本銀行「卸売物価指数」の産業別指数による。

2 I総人口j及び「就業者数」の「基準年次Jは、推計値である。(総理府統計局、北海道開発
調整部)
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(出典)r北海道開発局45年史j1998年、 30頁。



を
設
定
す
る
な
ど
、
両
者
聞
の
見
解
の
相
違
が
表
面
化
し
た
。
ま
た
、
開
発
法
第
二
条
の
解
釈
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
産
業
基
盤
を
中
心
と
し

た
社
会
資
本
整
備
に
止
ま
ら
な
い
、
社
会
開
発
、
冬
季
開
発
、
北
方
圏
交
流
な
ど
の
新
た
な
諸
政
策
が
三
期
計
画
に
挿
入
さ
れ
る
も
の
の
、

そ
の
位
置
付
け
は
道
案
に
比
べ
記
述
が
弱
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
道
と
開
発
庁
は
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
枠
内
で
一
体
と
な
っ
て
一
一
一

期
計
画
を
作
成
す
る
一
方
、
他
方
で
は
開
発
や
計
画
に
関
す
る
異
な
る
両
者
の
考
え
を
一
つ
の
開
発
計
画
の
中
に
い
包
括
し
、
開
発
法
を
運
用

(2) 

す
る
こ
と
の
限
界
が
次
第
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

(
二
)
外
部
環
境

三
期
計
画
が
策
定
さ
れ
、
実
施
段
階
に
移
行
す
る
七
0
年
代
初
頭
の
北
海
道
開
発
を
め
ぐ
る
外
部
環
境
に
は
、
開
発
政
策
を
促
進
さ
せ
る

潮
流
と
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
を
再
考
す
る
動
向
が
同
時
進
行
し
て
い
た
。

社
会
経
済
的
環
境
に
お
い
て
は
、
高
度
経
済
成
長
の
持
続
が
、
開
発
事
業
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
都
市
圏
か
ら
の
工
場
立
地
可
能

性
を
高
め
て
い
た
。
七
一
年
八
月
に
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
ド
ル
防
衛
政
策
は
、
当
初
、
日
本
経
済
全
般
お
よ
び
北
海

道
経
済
の
成
長
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
慎
を
、
道
幹
部
や
経
済
界
に
広
め
た
。
す
な
わ
ち
、
円
の
切

り
上
げ
に
よ
る
対
米
輸
出
の
減
退
や
、
景
気
低
迷
に
よ
る
企
業
誘
致
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
道
は
三
期
計
画
に
対
す
る
ド
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
検
討
し
始
め
た
(
円
・

8
・
幻
)
。
と
こ
ろ
が
、
三
期
計
画
の
基
調
を
大
幅
に
変
更
さ
せ
る
よ
う
な
社
会
経
済
的
環
境

の
変
動
に
は
至
ら
ず
、
む
し
ろ
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
対
策
と
し
て
の
景
気
浮
揚
策
は
開
発
事
業
費
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、
政
治
的
環
境
に
お
い
て
は
田
中
角
栄
首
相
が
推
進
し
た
日
本
列
島
改
造
論
の
中
で
、
北
海
道
は
重
要
な
開
発
地
域
と
し
て
注
目

さ
れ
た
。
列
島
改
造
論
の
主
要
政
策
で
あ
る
基
幹
資
源
型
大
規
模
工
業
基
地
の
立
地
や
工
業
再
配
置
の
受
け
入
れ
地
と
し
て
、
北
海
道
は
日

(3) 

本
海
沿
岸
部
と
と
も
に
「
日
本
海
時
代
、
北
海
道
時
代
の
到
来
」
と
し
て
多
大
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
田
中
は
首
相
就
任
直
後
か
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説

ら
、
北
海
道
の
人
口
を
一

0
0
0
万
人
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
(
刀
・

7
・
叩
)
、
続
い
て
道
内
に
人
口
五
万
人
規
模
の
学
園
都
市
、

大
規
模
な
国
民
保
養
地
、
苫
東
と
同
様
の
規
模
を
有
す
る
大
規
模
工
業
基
地
を
道
東
に
建
設
す
る
構
想
を
明
ら
か
に
し
、
開
発
庁
に
検
討
を

指
示
し
た

(η
・
8
・
1
)
。
そ
の
後
、
田
中
首
相
は
七
二
年
一
一
月
下
旬
、
列
島
改
造
論
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
行
政
機
構
と
し

て
、
国
土
開
発
庁
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
開
発
庁
を
統
廃
合
す
る
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
七
二
年
の
一
一
月
お
よ

び
一
一
一
月
の
時
点
で
は
、
列
島
改
造
論
の
推
進
は
道
、
開
発
庁
に
と
っ
て
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
を
根
本
か
ら
脅
か
す
要
因
と
し
て
も
作
用

し
た
。
し
か
し
、
北
海
道
開
発
の
重
要
性
を
力
説
す
る
田
中
首
相
が
登
場
し
た
直
後
は
、
三
期
計
画
の
実
施
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
有
利
な

環
境
条
件
を
形
成
し
て
い
た
。

，.-，ム
日岡

ま
た
、
七
0
年
代
に
至
り
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
特
殊
性
を
象
徴
し
て
い
た
高
率
補
助
が
引
き
下
げ
ら
れ
始
め
た
。
六
0
年
代
を
通

じ
て
大
蔵
省
は
高
率
補
助
の
他
府
県
並
み
の
引
き
下
げ
を
開
発
庁
に
要
求
し
続
け
て
き
た
。
最
終
的
に
、
三
期
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
、

七
0
年
度
か
ら
補
助
率
の
一
部
引
き
下
げ
に
着
手
す
る
こ
と
が
開
発
庁
と
大
蔵
省
と
の
聞
で
確
定
し
、
七
二
年
度
に
は
「
一
O
割
補
助
」
が

解
消
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
七
0
年
代
を
通
じ
て
全
国
公
共
事
業
費
に
お
け
る
北
海
道
シ
ェ
ア
は
次
第
に
漸
減
し
て
い
る
。
七
0
年
度
に
二
ニ
・

二
%
で
あ
っ
た
シ
ェ
ア
は
七
0
年
代
を
通
じ
て
一
貫
し
て
低
下
し
続
け
、
七
九
年
度
に
は
一
一
・
O
%
と
な
っ
た
(
図
表
一
ー
ー
一
一
一
参
照
)
。

こ
う
し
た
変
化
は
、
開
発
法
の
法
的
枠
組
み
が
維
持
さ
れ
る
一
方
で
、
法
制
度
上
の
改
廃
を
伴
う
こ
と
な
く
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
の
有
す

る
意
義
が
次
第
に
低
下
す
る
方
向
で
変
化
を
来
し
始
め
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
七
二
年
以
降
、
開
発
事
業
に
対
し
て
環
境
保
護
、
公
害
防
止
を
主
張
す
る
反
対
運
動
が
道
内
各
地
で
強
ま
っ
た
。
大
雪
国
立
公
圏

内
を
縦
断
す
る
大
雪
縦
貫
道
路
、
士
幌
高
原
道
路
は
自
然
破
壊
を
懸
念
す
る
反
対
運
動
が
高
ま
る
中
、
七
二
年
に
建
設
が
中
断
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
が
進
出
を
決
定
し
て
い
た
矢
不
来
地
区
(
上
磯
町
)
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
計
画
は
、
漁
業
関
係
者
を
中
心
と
す
る

強
い
反
対
に
よ
っ
て
七
三
年
三
月
、
計
画
自
体
が
中
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
伊
達
市
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
火
力
発
電
所
に
対
し
て
も
、
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反
対
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
環
境
問
題
が
高
ま
る
中
、
道
内
各
地
の
開
発
事
業
が
中
止
、
中
断
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ

(
4
)
 

て
い
た
。

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

こ
う
し
た
社
会
経
済
的
環
境
を
反
映
し
て
、
社
会
党
を
中
心
と
す
る
道
議
会
の
各
会
派
は
七
一
年
の
段
階
か
ら
、
三
期
計
画
の
見
直
し
を

要
求
し
た
。
各
党
は
先
ず
、
通
貨
危
機
の
影
響
に
よ
っ
て
経
済
成
長
が
低
下
し
、
民
間
企
業
の
投
資
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
と
考
え
た
。
そ
し

て
、
具
体
的
に
苫
東
へ
の
企
業
進
出
が
停
滞
し
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
、
三
期
計
画
が
進
め
る
大
規
模
開
発
の
実
現
可
能
性
を
問
題
に
し
た
。

さ
ら
に
、
各
党
は
、
社
会
開
発
を
中
心
に
し
た
政
策
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
数
々
の
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(5) 

が
住
民
運
動
の
反
対
の
前
に
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
、
こ
の
観
点
か
ら
も
三
期
計
画
の
修
正
を
要
求
し
た
。

(
三
)
道
、
開
発
庁
に
よ
る
三
期
計
画
の
推
進

以
上
の
よ
う
な
三
期
計
画
を
促
進
さ
せ
る
動
向
と
、
開
発
体
制
を
見
直
す
情
勢
が
同
時
進
行
し
て
い
る
中
で
、
道
、
開
発
庁
は
ど
の
よ
う

に
開
発
政
策
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
こ
れ
を
先
ず
、
三
期
計
画
の
進
行
と
の
関
連
で
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
対
応
が
明
ら
か
に
な

る
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ド
ル
防
衛
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
当
初
、
多
く
の
関
係
者
が
輸
出
の
減
少
な
ど
、
日
本
経
済
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
し

た
。
道
議
会
に
お
い
て
も
各
党
は
、
二
一
期
計
蘭
を
修
正
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
堂
垣
内
尚
弘
知
事
は
、
ド
ル
防
衛
政

策
に
よ
る
景
気
の
停
滞
は
短
期
的
な
現
象
に
止
ま
り
、
今
後
は
公
共
投
資
の
拡
大
な
ど
の
対
策
に
よ
り
経
済
の
成
長
が
回
復
す
る
と
予
想
さ

(
6
)
 

れ
る
の
で
計
画
変
更
は
必
要
な
く
、
三
期
計
画
を
「
弾
力
的
な
運
営
」
に
よ
っ
て
進
め
る
と
の
見
通
し
を
道
議
会
で
明
ら
か
に
し
た
。
高
揚

す
る
住
民
運
動
に
対
し
て
堂
垣
内
知
事
は
「
最
善
の
努
力
」
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
社
会
生
活
基
盤
の
整
備
強
化
の
要
求
に
対
し
て
も

(7) 

「
一
そ
う
の
努
力
」
を
す
る
と
い
う
答
弁
を
し
て
、
新
た
な
開
発
計
画
作
成
の
可
能
性
を
否
定
し
た
。

開
発
庁
も
、
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
処
す
る
た
め
の
計
画
修
正
は
必
要
な
く
、
計
画
目
標
に
段
階
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
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説

(
8
)
 

解
に
立
っ
て
い
た
。
ま
た
、
七
二
年
六
月
段
階
に
お
い
て
、
開
発
庁
は
三
期
計
画
、
苫
東
開
発
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
方
針
を
示
し
て
い

る
。
先
ず
、
三
期
計
画
は
、
「
今
後
の
わ
が
国
経
済
社
会
が
目
指
す
べ
き
方
向
に
ま
さ
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
近
の
経
済
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
っ
て
、
な
ん
ら
影
響
を
受
け
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
在
の
わ
が
国
経
済
社
会
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
う

え
か
ら
も
、
強
力
に
推
進
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
苫
東
開
発
に
関
し
て
も
、
三
期
計
画
に
お
け
る
「
最
重
点
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
「
環
境
問
題
を
も
十
分
配
慮
し
た
総
合
的
か
つ
具
体
的
な
開
発
の
計
画
を
作
成
し
て
、
必
要
な
も

の
か
ら
順
次
着
手
す
る
な
ど
、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
お
よ
び
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
経
済
社
会
の
目
指

(9) 

す
べ
き
方
向
に
即
応
し
た
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
積
極
的
に
推
進
す
る
」
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
、
列
島
改
造
論
に
対
し
て
、
道
は
構
想
の
発
表
当
初
、
こ
れ
を
過
疎
過
密
、
地
域
格
差
の
是
正
を
図
る
構
想
と
し
て
積
極
的
な
評
価

を
し
た
。
そ
し
て
、
三
期
計
画
を
列
島
改
造
論
の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
列
島
改
造
論
ブ
l
ム
に
便
乗
す
る

(
印
)

形
で
三
期
計
画
を
推
進
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
福
田
一
開
発
庁
長
官
も
、
列
島
改
造
論
を
推
進
す
る
た
め
に
三
期
計
画
の
諸
事
業
を

繰
り
上
げ
て
実
施
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た

(η
・
8
・
5
)
。

こ
の
よ
う
に
、
七
一
年
か
ら
七
二
年
に
お
い
て
、
道
と
開
発
庁
は
三
期
計
画
の
諸
政
策
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ド
ル
シ
ョ
ッ

ク
や
環
境
問
題
の
高
ま
り
な
ど
、
社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
は
三
期
計
画
の
見
直
し
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
景
気
対
策
や
列
島
改

造
論
の
登
場
が
開
発
事
業
費
を
拡
充
さ
せ
、
三
期
計
画
の
実
施
を
促
進
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。

論

(
四
)
開
発
法
改
正
の
見
送
り

ま
た
、
三
期
計
画
策
定
前
後
に
お
い
て
開
発
庁
は
、
国
策
と
し
て
の
北
海
道
開
発
を
法
的
に
正
当
化
し
て
い
る
北
海
道
開
発
法
改
正
の
検

討
に
着
手
し
た
。
開
発
法
改
正
に
関
し
て
は
、
三
期
計
画
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
を
背
景
に
、
産
業
基
盤
整
備
中
心
の
大
規
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
転
換
と
と
も
に
現
行
開
発
体
制
を
抜
本
的
に
見
直
す
要
求
が
、
七
三
年
以
降
、
急
速
に
国
会
お
よ
び
道
議
会
か
ら

相
次
い
で
出
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
開
発
庁
は
、
こ
う
し
た
政
治
的
環
境
か
ら
開
発
法
改
正
の
要
求
が
発
せ
ら
れ
る
段
階
に
先
立
ち
、

現
行
開
発
体
制
の
見
直
し
作
業
を
行
う
と
と
も
に
法
改
正
を
断
念
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

開
発
庁
が
開
発
法
の
見
直
し
に
着
手
し
た
背
景
に
は
、
開
発
法
第
一
条
お
よ
び
第
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
政
策
目
標
お
よ
び
政
策
領
域

が
、
日
本
経
済
社
会
の
現
状
を
考
慮
し
た
開
発
計
画
の
作
成
と
実
施
を
制
約
し
て
い
る
と
の
認
識
が
存
在
し
た
。
開
発
法
改
正
の
開
発
庁
内

部
で
の
検
討
作
業
は
、
三
期
計
画
作
成
に
先
立
ち
、
六
九
年
五
月
頃
に
行
わ
れ
て
い
る

(ω
・
5
・
M
)
。
そ
の
後
、
三
期
計
画
作
成
過
程

に
お
い
て
は
開
発
法
改
正
作
業
は
具
体
化
し
な
か
っ
た
が
、
七
二
年
五
月
に
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
法
と
と
も
に
再
び
検
討
が
始
め
ら
れ
た
。

開
発
庁
は
、
現
行
開
発
法
制
に
社
会
開
発
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
北
海
道
が
有
す
る
広
大
な
土
地
、
空
間
、
海
岸
線
の
利
用
を
強
調
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た

(η
・
5
・
2
)
。
七
三
年
に
至
り
、
江
崎
真
澄
開
発
庁
長
官
も
「
自
民
党
道
開
発
委
員
と
も
協
議
、
政
府
提
案

か
議
員
提
案
で
道
開
発
法
の
改
正
案
を
提
案
す
る
。
列
島
改
造
の
中
で
本
道
の
位
置
付
け
を
法
的
に
も
確
保
し
た
い
」
と
、
開
発
法
の
改
正

に
対
す
る
意
欲
を
表
し
て
い
る

(η
・
1
・

n)。

開
発
法
改
正
に
関
す
る
問
題
は
、
自
民
党
北
海
道
開
発
委
員
会
の
北
海
道
開
発
法
改
正
問
題
小
委
員
会
に
お
い
て
、
開
発
庁
お
よ
び
道
の

幹
部
を
交
え
て
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
委
員
か
ら
は
、
北
海
道
の
特
殊
性
を
主
張
す
る
理
論
的
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
り
危
険
で
あ
る
と

い
う
意
見
や
、
開
発
法
が
改
正
さ
れ
な
い
マ
イ
ナ
ス
も
大
き
い
と
の
見
解
が
出
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
、
今
後
の
情
勢
を
見
守
る
と
し
て
、

自
民
党
内
部
で
の
具
体
化
は
進
行
し
な
か
っ
た
(
口
・

1
・

n)。
そ
の
後
、
開
発
庁
も
開
発
庁
統
廃
合
問
題
を
再
燃
さ
せ
る
こ
と
を
懸
念

し
、
開
発
法
改
正
案
の
国
会
提
出
の
断
念
を
決
定
し
た
(
刀
・

2
・
6
)
。
当
時
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
開
発
法
改
正
は
社
会
開
発
お
よ
ぴ

産
業
振
興
の
た
め
の
権
限
強
化
を
中
心
に
、
改
正
案
要
綱
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
自
民
党
北
海
道
開
発
委
員
会
に
お
い
て
道
選

出
議
員
か
ら
、
開
発
法
改
正
の
正
当
性
を
調
達
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
見
通
し
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
開
発
法
改
正
の
失
敗
が
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開
発
庁
の
統
廃
合
、
さ
ら
に
は
開
発
事
業
費
の
補
助
率
削
減
に
も
波
及
す
る
こ
と
を
強
く
懸
念
し
た
と
い
う
。
特
に
自
民
党
議
員
は
こ
の
補

(
孔
)

助
率
削
減
問
題
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
事
実
、
七
0
年
度
か
ら
七
二
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
高
率
補
助
の
見
直

し
は
、
七
三
年
度
に
は
見
送
ら
れ
た
も
の
の
苫
東
開
発
を
始
め
と
す
る
事
業
に
対
し
て
、
翌
年
度
も
大
蔵
省
か
ら
の
圧
力
は
強
ま
る
勢
い
で

あ
っ
た
(
刀
・

1
・
幻
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
北
海
道
関
係
者
に
よ
る
開
発
法
改
正
の
断
念
は
、
現
行
の
開
発
体
制
が
有
す
る
政
策
資
源
の
優
位

性
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
開
発
庁
と
い
う
行
政
組
織
そ
れ
自
体
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
七
三
年
初
頭
に
開
発
法
改
正
の
見
送
り
が
決
定
し
た
が
、
そ
の
後
も
七
0
年
代
を
通
じ
て
国
会
や
道
議
会
に
お
い
て
開

発
法
改
正
の
要
求
は
断
続
的
に
発
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
江
崎
真
澄
開
発
庁
長
官
は
七
三
年
三
月
に
、
「
法
文
を
拡
大
解
釈
し
て
い
け

ば
、
現
状
に
お
い
て
も
差
し
っ
か
え
は
な
い
と
い
う
見
解
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
弾
力
的
に
対
処
を
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

(ロ)

外
部
環
境
の
変
動
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
と
の
考
え
を
示
し
た
。
ま
た
、
七
四
年
四
月
に
は
、
町
村
金
五
開
発
庁
長
官
も
開
発
法
の
条
文
が
現

在
の
社
会
経
済
的
環
境
と
合
致
し
な
い
現
状
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
町
村
長
官
は
開
発
法
の
存
在
が
重
大
な
障
害
を
及
ぼ
し
て
い
な
い

こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
計
画
に
お
い
て
十
分
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
計
画
作
成
過
程
に
お
い
て
道
の
要
望
が
ほ
と
ん

ど
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
法
改
正
に
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
対
応
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
理
由
に
つ
い
て
町
村

(
日
)

長
官
は
、
法
改
正
作
業
の
過
程
で
開
発
事
業
が
有
す
る
高
率
補
助
が
廃
止
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
開
発
庁
は
改
正
が
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
行
の
開
発
法
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う

な
見
解
に
基
づ
い
て
運
用
を
図
ろ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
北
海
道
が
日
本
経
済
社
会
の
発
展
に
対
し
て
貢
献
す
る
重
要
性
は
依
然
と
し
て

多
大
で
あ
り
、
現
行
法
の
「
適
正
か
つ
弾
力
的
な
運
用
に
よ
っ
て
」
環
境
変
動
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
開
発
法
第
一
条
が
規
定
す
る
「
資
源
」
を
物
資
資
源
に
止
め
る
こ
と
な
く
、
土
地
、
空
間
、
景
観
な
ど
「
北
海
道
が
有
す
る
国
土
の

豊
か
さ
を
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
全
国
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
広
汎
な
意
味
を
含
む
も
の
」
と
し
て
捉
え
て
い

論
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

る
。
ま
た
、
第
三
条
が
規
定
す
る
自
治
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
は
地
元
か
ら
の
要
望
を
反
映
し
た
計
画
案
を
道
が
作
成
し
、
開

(
H
H
)
 

発
庁
も
こ
れ
を
尊
重
し
て
い
る
の
で
運
用
面
に
お
け
る
改
善
の
余
地
を
認
め
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
問
題
が
な
い
と
し
て
い
る
。

開
発
庁
と
同
様
に
道
も
、
開
発
法
が
制
定
さ
れ
て
二

O
年
以
上
経
過
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
状
に
適
合
し
た
法
改
正
の
必
要
性
、
そ
し

て
開
発
法
お
よ
び
開
発
計
画
策
定
の
目
的
を
道
民
の
生
活
、
福
祉
、
産
業
、
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
よ
う
に
明
記
す
る
と
と
も
に
、
計
画

(
日
)

作
成
に
お
け
る
道
の
主
体
性
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
改
正
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
道
も
、
現
行
の
高
率

補
助
の
特
例
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
、
開
発
法
の
改
正
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
の
見
解
を
繰
り
返
し
道
議
会
で
表
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
行
の
開
発
法
が
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
道
と
開
発
庁
と
の
関
係
が
法
制
度
上
、
開
発
法
第
三
条
に
規
定
さ
れ
る
自
治
体

か
ら
国
へ
の
意
見
具
申
に
固
定
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
上
口
国
夫
北
海
道
開
発
調
整
部
長
は
第
三
条
の
規
定
に
関
し
て
、
こ
れ
を
非
常

に
広
範
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
計
画
作
成
の
み
な
ら
ず
計
画
実
施
段
階
に
お
い
て
も
知
事
と
し
て
の
判
断
で
国
に
対
し
て
意
見

(
M
m
)
 

を
出
す
場
合
が
あ
り
う
る
な
ど
、
道
に
よ
る
主
体
的
な
運
用
を
図
れ
ば
よ
い
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
道
、
開
発
庁
は
、
高
率
補
助
の
存
続
、
さ
ら
に
は
開
発
庁
統
廃
合
議
論
の
再
燃
を
回
避
す
る
た
め
に
、
七
0
年
代
の
日
本
経
済

社
会
の
状
況
と
適
合
さ
せ
る
た
め
の
開
発
法
改
正
を
見
送
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
者
は
そ
の
後
政
治
的
環
境
か
ら
発
せ
ら
れ
る
開
発
法
改
正

の
要
求
を
退
け
な
が
ら
、
法
制
度
上
の
改
正
に
よ
ら
な
い
方
法
で
環
境
変
動
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

苫
東
開
発
の
具
体
化

北法51(1・231)231

(
一
)
開
発
構
想
の
具
体
化

次
に
、
七
0
年
代
の
環
境
変
動
に
対
応
し
て
、
道
と
開
発
庁
が
ど
の
よ
う
に
三
期
計
画
を
展
開
し
た
の
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、



説

開
発
計
画
に
お
い
て
最
も
重
要
な
政
策
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
苫
束
開
発
が
具
体
化
さ
れ
る
過
程
を
考
察
す
る
。

苫
小
牧
市
の
東
部
(
勇
払
地
区
)
を
開
発
し
、
大
規
模
な
重
化
学
工
業
地
帯
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
案
は
、
開
発
庁
を
は
じ
め
、
経
済
企

画
庁
、
通
産
省
、
運
輸
省
が
六
0
年
代
後
半
に
策
定
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
長
期
構
想
の
中
に
、
そ
の
端
緒
と
な
る
大
規
模
工
業
基
地
整
備
の
方

針
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
三
期
計
画
の
中
で
苫
東
開
発
は
、
国
土
の
均
衡
発
展
と
北
海
道
の
産
業
構
造
を
高
度
化
さ
せ
る
た
め
の

重
要
政
策
と
し
て
具
体
的
名
称
を
伴
っ
て
明
記
さ
れ
た
。
開
発
庁
と
道
は
七
O
年
九
月
、
(
財
)
日
本
工
業
立
地
セ
ン
タ
ー
に
開
発
基
本
計

画
原
案
作
成
を
委
託
、
翌
七
一
年
に
原
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
開
発
庁
は
関
係
省
庁
や
地
元
自
治
体
と
の
調
整
を
行
い
つ
つ
、
こ
れ
を
基
に

苫
東
開
発
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
開
発
基
本
計
画
を
作
成
し
、
北
海
道
開
発
審
議
会
に
お
い
て
承
認
を

取
り
付
け
た
。
基
本
計
画
は
鉄
鋼
、
石
油
化
学
、
石
油
精
製
、
非
鉄
金
属
、
自
動
車
な
ど
の
工
業
を
立
地
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
八

0
年

代
後
半
に
生
産
額
三
兆
三
千
億
円
、
三
O
万
人
の
人
口
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
(
図
表
二

l
二
参
照
)
。
こ
う
し
て
苫
東
開
発
は
、
開
発

庁
が
策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
道
は
基
本
計
画
策
定
に
先
立
ち
、
六
九
年
九
月
に
北
海
道
工
業

団
地
開
発
事
業
条
例
を
道
議
会
で
可
決
さ
せ
、
工
業
用
地
の
先
行
買
収
を
開
始
し
て
い
る
。
ま
た
七
二
年
六
月
に
は
、
北
東
公
庫
、
道
、
苫

小
牧
市
な
ど
の
自
治
体
、
銀
行
、
商
社
か
ら
の
出
資
に
よ
っ
て
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
苫
小
牧
東
部
開
発
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
七
二
年
四
月
に
、
中
央
政
府
段
階
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
関
係
省
庁
の
局
長
レ
ベ
ル
で
構
成
す
る
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地

開
発
連
絡
会
議
(
通
称
一
一
一
省
庁
会
議
)
が
、
七
三
年
に
は
地
元
自
治
体
を
中
心
と
し
た
関
係
機
関
の
連
絡
会
議
(
通
称
九
者
連
)
が
発
足

(
げ
)

し
、
現
行
の
開
発
体
制
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
開
発
構
想
の
具
体
化
過
程
に
お
い
て
、
苫
東
開
発
を
推
進
す
る
た
め
の
特
別
な
立
法
措
置
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意

味
で
は
、
苫
東
開
発
は
む
つ
小
川
原
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
比
し
て
特

別
の
正
当
性
、
政
策
資
源
調
達
の
法
的
権
限
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
行
の
北
海
道
開
発
体
制
に
基
づ
き
、
既
存
の
法
制
度
の
枠

論
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

図表2-2 苫小牧東部大規模工業基地開発基本計画(案)における目標年次
の主要指標

業種別生産規模・生産額

生産規模 生産額(t意円)
業 種 備 考

単位 55年 60年代 55年 60年代

鉄 鋪 万トン 800 2，000 3，400 8，600 関連工業を含む

石油精製 万バーレル 30 100 1，300 4，300 
エチレン換算

石油化学 万トン 50 160 2，200 6，400 
ガス化学、電解工業を含む

非鉄金属 2，500 5，100 

アルミニウム 万トン 50 100 1，800 3，600 圧延部門を含む

銅 万トン 12 24 

S昔 万トン 3 6 硫酸部門を含む

亜 車合 万トン 7 15 

自 動 車 万台 15 50 800 2，500 

関連工業 2，800 6，100 

電 力 万kW 600 

A 口 言十 13，000 33，000 

用地、用水、従業者数(昭和60年代)

業 種 工業団地
淡水(補給

従業者数 備 考
水)日量

ha 干m' 人

S生 鋼 1，700 600 10，000 用地には発電所用地050万kW、60ha)

および鉄鋼二次加工用地を含む

石油精製 760 100 1，000 用地には発電所用地(150万kW、60ha)

および原油、製品備蓄用地(400ha)を含む

石油化学 800 600 6，500 

非鉄金属 830 220 14，200 

アルミニウム 700 190 13，000 

鋼、鈴、亜鉛 130 30 1，200 

自 動 車 400 30 8，000 

関連工業 2，030 285 10，300 

電 カ 150 15 用地は300万kW分である

品仁3、 計 6，670 1. 850 50，000 

(出典)苫小牧東部開発株式会社 r10年のあゆみJ1982年、 175-176賞。
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内
で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
、
開
発
事
業
の
実
施
、
関
係
組
織
問
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
道
と
開
発
庁
は
大
規
模
工
業
基
地
建
設
と
い
う
目
標
設
定
お
よ
び
そ
の
具
体
化
に
関
し
、
両
者
は
基
本
的
に
利
害
を
一
致
さ
せ
、

共
同
し
て
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
初
は
幾
つ
か
の
点
に
関
し
て
両
者
の
聞
に
見
解
の
相
違
が
散
見
さ
れ
た
。
先
ず
、
基
本

計
画
作
成
の
主
体
が
問
題
と
な
っ
た
。
七
O
年
六
月
当
初
、
道
に
は
知
事
の
諮
問
機
関
と
し
て
専
門
委
員
会
を
設
置
す
る
考
え
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
開
発
庁
は
、
苫
東
開
発
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
基
本
計
画
作
成
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
開
発

庁
は
一
時
、
道
の
買
収
用
地
と
異
な
り
、
海
岸
線
を
最
大
限
に
活
用
し
た
港
湾
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。
こ
れ
は
、

船
舶
の
停
泊
面
積
を
広
く
さ
せ
て
大
型
船
の
入
港
を
容
易
に
す
る
な
ど
、
港
湾
機
能
を
重
視
し
た
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
道
は
、

新
た
な
用
地
買
収
資
金
の
問
題
、
公
害
の
危
険
性
が
強
ま
る
こ
と
か
ら
こ
れ
に
反
対
し
た
。
最
終
的
に
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
両
者
の
合
同

機
関
を
設
置
し
、
基
本
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で
一
致
、
工
業
用
地
も
変
更
さ
れ
な
か
っ
た

(n
・
3
・
6
)
。

さ
ら
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
の
過
程
で
は
中
央
政
府
や
道
側
か
ら
、
既
存
の
苫
小
牧
港
開
発
株
式
会
社
の
拡
充
強
化
案
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
苫
東
開
発
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
や
国
の
主
導
性
を
鮮
明
に
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
開
発
庁
の
意
向
か
ら
こ
の
構
想

は
採
用
さ
れ
ず
、
七
一
年
の
開
発
審
議
会
に
お
い
て
も
否
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
①
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
施
行
に
ふ
さ
わ
し
い
、

②
民
間
の
創
意
や
資
金
の
活
用
、
③
地
元
の
合
意
確
保
、
④
機
動
的
か
つ
能
率
的
な
組
織
運
営
、
⑤
公
共
性
の
確
保
、
な
ど
を
考
慮
し
た
開

(
時
)

発
庁
の
意
向
が
強
く
働
き
、
最
終
的
に
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
苫
東
開
発
を
具
体
化
す
る
過
程
に

お
い
て
、
第
一
に
、
国
策
と
し
て
の
開
発
を
強
調
す
る
と
い
う
方
針
に
関
し
て
、
第
二
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
開
発
体
制
を
整
備
す
る
か
に

関
し
て
、
第
三
に
、
ど
の
よ
う
に
基
本
計
画
を
作
成
す
る
か
と
い
う
手
続
き
に
関
し
て
、
道
と
開
発
庁
と
の
聞
に
見
解
の
相
違
が
存
在
し
て

三'b.
U冊

い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

(
二
)
苫
東
開
発
に
対
す
る
批
判

七
0
年
代
初
頭
の
社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
を
通
じ
て
、
苫
東
開
発
に
対
じ
て
は
計
画
が
具
体
化
す
る
当
初
か
ら
、
様
々
な
批
判
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
時
期
に
表
出
し
た
主
な
批
判
は
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
七
一
年
に
生
じ
た
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
り
、
苫
東
開
発
が
前
提
と
す
る
高
度
経
済
成
長
が
期
待
で
き
な
い
の
で
、
重
化
学
工
業
の
立
地
は
困
難
で
あ
る
‘
と
す
る
指
摘
が
道
議
会
の

諸
会
派
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
基
本
計
画
に
お
い
て
鉄
鋼
業
は
、
人
五
年
以
降
に
二

0
0
0
万
ト
ン
の
生
産
、
八
六
O
O
億
円
の

生
産
額
、
一
万
人
の
従
業
者
を
擁
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
生
産
額
と
従
業
者
数
は
、
計
画
全
体
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
二
六
%
、

二
O
%
と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
(
図
表
二

l
二
参
照
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
鉄
鋼
業
の
立
地
に
は
地
元
経
済
に
対
す
る
大
き
な
波
及
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
の
鉄
鋼
業
界
は
七
0
年
代
に
入
り
自
主
減
産
を
行
う
な
ど
、
景
気
の
後
退
が
表
れ
て
い
た
(
叩
・
，

U
-

n)。
そ
し
て
道
議
会
で
は
、
全
国
的
な
需
給
見
通
し
に
比
し
て
過
大
な
生
産
能
力
を
有
す
る
鉄
鋼
業
界
の
現
状
か
ら
、
企
業
進
出
の
可
能

性
が
な
い
と
す
る
指
摘
が
出
さ
れ
た

(
n
-
U
・
目
)
。
さ
ら
に
、
北
海
道
開
発
審
議
会
大
規
模
工
業
基
地
開
発
小
委
員
会
に
お
い
て
、
田

坂
輝
敬
新
日
鉄
副
社
長
が
鉄
鋼
業
の
進
出
を
悲
観
す
る
見
通
し
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど

(η
・
7
-
m
)
、
企
業
進
出
の
実
現
可
能
性
が
疑

問
視
さ
れ
た
。

第
二
に
、
大
規
模
な
工
業
開
発
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
環
境
破
壊
や
公
害
に
対
す
る
懸
念
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。
苫
東
開
発
に
反

対
す
る
住
民
運
動
は
、
七
二
年
段
階
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
・
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
苫
東
と
同
様
の
大
規
模
開
発
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

た
む
つ
小
川
原
や
志
布
志
で
、
反
対
運
動
が
高
揚
し
て
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
開
発
計
画
を
実
施
し
よ
う

(
問
)

と
し
た
当
初
は
用
地
買
収
も
円
滑
に
進
行
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
反
対
運
動
は
七
三
年
以
後
急
速
に
活
発
化
し
、
労
働
組
合
を
中
心
と
し

て
「
大
資
本
奉
仕
、
公
害
た
れ
流
し
の
苫
小
牧
東
部
開
発
に
反
対
す
る
会
」
(
以
下
、
反
対
す
る
会
と
略
す
)
が
七
三
年
七
月
に
結
成
さ
れ

た
。
反
対
す
る
会
は
、
大
衆
を
動
員
し
て
地
方
港
湾
審
議
会
の
開
催
を
実
力
で
阻
止
す
る
な
ど
、
激
し
い
抗
議
運
動
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
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七
三
年
の
六
月
以
降
、
国
会
の
各
委
員
会
に
お
い
て
苫
東
開
発
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
議
論
さ
れ
始
め
た
。
こ
う
し
て
、
苫
東
開
発
を
め

ぐ
る
是
非
は
中
央
政
府
段
階
に
お
い
て
争
点
化
し
、
政
治
的
環
境
の
性
質
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

第
三
に
は
、
苫
東
開
発
が
地
域
住
民
に
対
す
る
十
分
な
合
意
形
成
を
経
ず
、
一
方
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
決
定
手
続
き
に
関
す
る

批
判
で
あ
る
。
特
に
反
対
す
る
会
は
環
境
問
題
と
と
も
に
、
開
発
の
進
め
方
を
問
題
に
し
た
。
苫
東
開
発
の
構
想
は
苫
小
牧
市
、
道
の
段
階

に
お
い
て
も
六
0
年
代
後
半
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
議
会
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
批
判
は
必
ず
し
も
正
確
な

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
苫
東
開
発
に
対
す
る
批
判
は
政
策
目
標
の
次
元
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
決
定
手
続
き
の
過
程
に
も
向
け
ら
れ
た
の

-:..-L. 

H岡

で
あ
る
。

(
三
)
開
発
庁
、
道
、
苫
小
牧
市
の
対
応

こ
う
し
た
外
部
環
境
か
ら
発
せ
ら
れ
た
苫
東
開
発
に
対
す
る
批
判
に
、
開
発
庁
、
道
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
。
こ
れ
を
先
ず
第
一

に
政
策
目
標
の
次
元
に
関
し
て
見
る
と
、
道
側
に
は
重
化
学
工
業
中
心
の
工
場
誘
致
を
目
指
す
基
本
計
画
を
大
幅
に
変
更
し
た
業
種
を
立
地

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
害
防
止
を
図
ろ
う
と
す
る
方
針
転
換
が
一
時
的
に
で
は
あ
れ
存
在
し
た
。
七
二
年
八
月
、
堂
垣
内
知
事
は
公
害
を

防
ぐ
自
信
の
な
い
業
種
の
企
業
に
は
立
地
を
断
ら
ざ
る
を
得
ず
、
公
害
の
起
こ
ら
-
な
い
造
船
、
航
空
機
製
造
、
自
動
車
工
業
な
ど
を
積
駆
的

に
誘
致
し
よ
う
と
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
た

(η
・
8
・
8
)
。

し
か
し
開
発
庁
は
、
知
事
発
言
が
開
発
庁
側
と
の
調
整
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
に
強
く
反
発
し
た
。
山
田
嘉
治
総
務
監
理

官
は
、
こ
の
よ
う
な
立
地
企
業
の
業
種
転
換
は
港
を
不
必
要
に
さ
せ
る
と
と
も
に
、
工
業
用
地
の
規
模
の
大
幅
縮
小
を
招
き
、
「
苫
小
牧
東

部
の
計
画
そ
の
も
の
を
な
く
せ
と
い
う
の
に
等
し
い
」
提
案
で
あ
る
と
語
っ
た
。
続
け
て
、
開
発
庁
も
「
無
公
害
企
業
」
の
誘
致
を
実
現
さ

せ
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
も
の
の
、
組
み
立
て
産
業
型
企
業
は
関
連
業
種
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
遠
隔
地
へ
の
移
転
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
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見
通
し
を
示
し
た

(η
・
8
・
U
)
。

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

こ
の
よ
う
な
山
田
総
務
監
理
官
の
見
解
は
、
開
発
庁
が
七
二
年
の
一
一
月
か
ら
一
一
一
月
に
機
械
工
業
関
連
の
企
業
六
五
O
社
に
対
し
て
行
っ

た
「
工
場
の
新
設
お
よ
び
移
転
希
望
等
の
調
査
」
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
工
場
を
新
設
・
移
転
す
る
場

合
、
北
海
道
を
そ
の
検
討
対
象
地
域
と
し
て
考
え
う
る
と
し
た
企
業
は
、
回
答
企
業
二
二
二
社
の
う
ち
わ
ず
か
に
一
一
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
に
関
し
て
は
、
①
「
関
連
工
場
が
遠
く
な
る
」
が
六
七
%
(
一
一
O
社
)
、
②
「
消
費
市
場
が
な
い
」
が
三
九
%
(
六
四
社
)
、
③

「
輸
送
費
、
通
信
費
が
高
く
な
る
」
が
三
八
%
(
六
二
社
)
、
④
「
遠
隔
地
で
輸
送
時
聞
が
か
か
る
」
が
三
O
%
(
四
九
社
)
と
な
っ
て
お

(
初
)

り
、
社
会
経
済
上
の
構
造
的
な
要
因
に
よ
っ
て
、
北
海
道
へ
の
機
械
工
業
企
業
進
出
の
可
能
性
が
極
め
て
低
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
へ
の
工
場
移
転
の
意
向
を
有
し
て
い
る
企
業
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
は
、
他
の
複
数
の
調
査
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に

(
幻
)

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
開
発
庁
が
北
海
道
の
工
業
化
を
促
進
し
、
産
業
構
造
の
高
度
化
を
図
る
た
め
に
誘
致
し
う
る
企
業
業
種
は
、
石

油
化
学
工
業
を
中
心
と
し
た
極
め
て
少
数
の
も
の
に
限
定
さ
れ
た
。

苫
東
の
立
地
企
業
業
種
の
問
題
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
知
事
が
議
会
で
、
汚
染
物
質
排
出
の
規
制
を
中
心
に
し
た
環
境
保
全
対
策
を
、
国

(
勾
)

と
の
連
絡
を
密
接
に
し
な
が
ら
進
め
て
検
討
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
に
止
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
道
と
開
発
庁
の
段
階
に
お
い
て
立
地

企
業
の
業
種
転
換
の
実
行
、
基
本
計
画
の
見
直
し
と
い
っ
た
政
策
目
標
の
転
換
は
本
格
的
な
検
討
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
苫
東
開
発
が
具
体
化
す
る
過
程
に
お
い
て
、
道
と
開
発
庁
は
政
策
に
対
す
る
正
当
性
を
獲
得
す
る
た
め
の
決
定
手
続
き
を
次
々

と
整
備
し
た
。
こ
れ
は
先
ず
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
と
い
う
形
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
道
は
七
二
年
九
月
、
知
事
の
諮
問
機
関
で

あ
る
北
海
道
公
害
対
策
審
議
会
に
お
い
て
、
苫
東
開
発
に
関
わ
る
環
境
保
全
の
あ
り
方
を
検
討
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
予
想
さ
れ
る
汚
染
物

質
の
量
を
算
出
す
る
と
と
も
に
、
道
守
す
べ
き
環
境
基
準
を
設
定
す
る
方
針
を
決
定
し
た

(η
・
9
・
H
)
。
ま
た
、
環
境
保
全
対
策
に
関

(
幻
)

し
て
見
る
と
、
苫
東
開
発
は
、
発
足
当
初
の
環
境
庁
が
最
初
に
指
導
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
の
事
業
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
実

北法51(1・237)237



説

際
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
作
業
は
、
環
境
庁
の
指
導
の
下
、
道
が
実
務
を
行
う
と
い
う
体
制
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
環
境
庁
が
設
定
し
た
環
境
基
準
と
、
苫
東
開
発
の
規
制
数
値
を
合
致
さ
せ
る
作
業
は
難
航
し
た
。
そ
の
た
め
、
苫
東
開
発
を
承

認
す
る
港
湾
審
議
会
へ
の
計
画
提
出
が
何
度
も
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
七
三
年
一
月
に
聞
か
れ
た
運
輸
省
、
通
産
省
、
開
発
庁
、
環
境
庁

の
協
議
に
お
い
て
も
環
境
庁
は
港
湾
工
事
に
伴
う
海
域
汚
染
と
、
鉄
鋼
生
産
に
伴
う
大
気
汚
染
に
関
し
て
異
議
を
唱
え
て
お
り
、
苫
東
開
発

の
計
画
は
了
承
さ
れ
・
な
か
っ
た
(
刀
・

1
・
2
)
。
苫
東
開
発
に
関
し
て
環
境
庁
は
、
開
発
自
体
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
全
体
の
環
境
容

量
を
越
え
る
よ
う
な
産
業
立
地
を
認
め
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
基
本
計
画
ど
お
り
鉄
鋼
二
千
万
ト
ン
、
石
油
精
製
一

0
0

万
バ
ー
レ
ル
の
規
模
で
生
産
が
開
始
し
た
場
合
、
環
境
基
準
の
達
成
が
閤
難
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
中
で
も
特
に
、
鉄
鋼
業
の
立
地
に
関
し

(M) 

て
は
公
害
防
止
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
認
め
な
い
克
解
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
庁
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
道
公
害
対
策
審
議
会
は

苫
東
開
発
に
伴
う
環
境
保
全
対
策
(
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
)
を
発
表
し
た
。
こ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
は
学
問
的
、
資
料
的
な
面
で
不
確
定
な

部
分
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
国
の
環
境
基
準
よ
り
も
厳
し
い
規
制
を
行
っ
て
い
る
点
や
、
全
国
で
初
め
て
窒
素
酸
化
物
の
規
制
に
取
り
組

ん
で
い
る
点
、
大
気
汚
染
物
質
の
総
量
規
制
を
検
討
し
て
い
る
点
な
ど
、
公
害
防
止
に
対
す
る
説
得
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
存
在
し

た

(η
・
6
・
日
)
。

号'h.
民間

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
を
進
め
る
中
、
道
と
開
発
庁
は
七
三
年
六
月
、
鉄
鋼
立
地
を
留
保
し
て
開
発
を
進
め
る
方
針
を
決
定
し
た
。

両
者
が
鉄
鋼
立
地
の
留
保
を
決
定
し
た
の
は
、
環
境
庁
の
合
意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
苫
東
の
開
発
計
画
を
港
湾
審
議
会
に
諮
問
で
き
ず
、
開

発
が
進
ま
な
い
と
い
う
理
由
と
と
も
に
、
企
業
進
出
の
見
通
し
が
な
い
と
い
う
経
済
情
勢
面
の
理
由
も
あ
っ
た

(η
・
6
-
H
)
。
し
か
し
、

両
者
の
決
定
は
鉄
鋼
立
地
の
取
り
や
め
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
留
保
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
国
会
で
も
議
論
さ
れ
た
よ
う
に
、
経
済
効

果
が
大
き
い
鉄
鋼
関
連
の
工
場
立
地
を
完
全
に
中
止
し
た
場
合
、
苫
束
の
開
発
計
画
全
体
の
見
直
し
ゃ
、
更
に
は
三
期
計
画
に
も
影
響
す
る

(
お
)

お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
鉄
鋼
立
地
の
留
保
は
、
苫
東
開
発
の
政
策
目
標
を
抜
本
的
に
転
換
す
る
よ
う
な
見
直
し
で
は
な
か
っ
た
。
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

こ
う
し
て
、
道
と
開
発
庁
は
公
害
防
止
、
環
境
保
全
面
か
ら
の
批
判
、
反
対
に
対
し
て
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
行
し
、
開
発
が
環
境

基
準
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
を
挙
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
し
た
。
す
わ
わ
ち
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
手
続
き
を
経
過
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
両
者
は
開
発
政
策
へ
の
正
当
性
の
調
達
を
図
っ
て
い
る
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
は
そ
の
後
、
石
炭
火
力
発
電
所
立
地

(
お
)

に
伴
う
修
正
な
ど
を
経
て
、
最
終
的
に
は
七
六
年
六
月
の
一
一
一
省
庁
会
議
に
お
い
て
合
意
を
得
て
完
了
す
る
。

第
三
に
、
住
民
に
対
す
る
合
意
形
成
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
批
判
に
応
え
る
た
め
、
苫
小
牧
市
が
七
三
年
八
月
、
住
民
参
加
手
法
を
取
り

入
れ
た
「
独
自
」
の
苫
東
開
発
計
画
を
策
定
す
る
方
針
を
固
め
た
。
大
泉
源
郎
市
長
は
、
市
の
独
自
計
画
が
国
の
計
画
と
一
致
し
な
い
場
合

に
は
、
国
の
計
画
を
実
施
さ
せ
な
い
と
と
も
に
、
重
化
学
工
業
を
縮
小
し
、
自
動
車
、
造
船
な
ど
の
工
業
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
意
向
を
明

(
幻
)

ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
苫
小
牧
市
の
姿
勢
に
対
し
、
開
発
庁
は
基
本
計
画
に
沿
っ
た
段
階
的
な
企
業
立
地
の
範
囲
内
で
「
独
自
案
」
を
作

成
す
る
よ
う
要
請
し
た

(η
・
9
・
M
)
。
さ
ら
に
道
も
、
浜
島
清
正
大
規
模
工
業
基
地
開
発
事
務
局
長
が
、
市
の
策
定
す
る
独
自
計
画
は

(
お
)

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
た
。

市
は
一

O
月
に
計
画
案
を
明
ら
か
に
し
、
開
発
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
以
下
の
よ
う
に
表
し
て
い
る
。

「
苫
小
牧
東
部
工
業
地
帯
の
開
発
に
つ
い
て
、
昭
和
四
六
年
、
国
が
開
発
基
本
計
画
(
案
)
を
策
定
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
開
発
目
標
は
、

環
境
保
全
と
そ
の
後
の
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
地
元
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

も
と
よ
り
地
域
の
開
発
は
、
地
域
の
自
主
性
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
基
本
方
針
は
、
以
上
の
観
点
か
ら
、
苫
小
牧
市
が
独
自
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
市
町
、
北
海
道
及
び
国
の
了
解
を
得
た

(
m
m
)
 

後
、
実
施
に
移
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」

北法51(1・239)239

「
独
自
案
」
で
は
、
七
八
年
ま
で
を
開
発
の
第
一
段
階
と
定
め
、
こ
れ
を
目
標
に
し
て
企
業
を
段
階
的
に
立
地
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
し

て
、
基
本
計
画
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
造
船
業
や
知
識
集
約
度
が
高
い
二
次
、
三
次
加
工
工
業
の
立
地
に
努
め
る
と
と
も
に
、
企
業
立
地
の
可



説

否
は
地
元
自
治
体
が
決
定
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
な
ど
、
計
画
実
施
段
階
に
お
け
る
市
の
主
体
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
は
住
民
の

北法51(1・240)240

論

合
意
を
調
達
す
る
た
め
、
地
区
住
民
お
よ
び
各
種
団
体
を
対
象
に
し
た
一
七
回
に
わ
た
る
市
民
懇
談
会
を
断
続
的
に
開
催
し
、
苫
東
開
発
へ

の
理
解
を
求
め
る
手
法
を
採
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
企
業
立
地
に
際
し
で
も
市
の
主
体
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
企
業
立
地
審
議
会

(
初
)

を
設
置
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
立
地
工
場
の
生
産
規
模
・
生
産
額
や
港
湾
の
規
模
な
ど
計
画
の
主
要
内
容
は
、
開
発
庁
が
策
定
し
た
基
本
計
画
の
七
八
年
段

(
引
)

階
と
同
様
で
あ
り
、
石
油
精
製
、
石
油
化
学
、
自
動
車
工
業
を
中
心
と
し
た
立
地
を
想
定
し
て
い
る
。
反
対
す
る
会
も
、
市
の
計
画
は
国
の

基
本
計
画
の
第
一
期
分
を
ま
と
め
た
だ
け
で
あ
る
と
、
批
判
し
た
(
お
・
叩
・
口
)
。
最
終
的
に
、
「
独
自
案
」
は
七
三
年
一
一
月
に
市
議
会

で
可
決
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
港
湾
計
画
が
苫
小
牧
地
方
港
湾
審
議
会
に
お
い
て
了
承
、
二
一
月
に
運
輸
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
後
、
七
四
年
一

{
幻
)

月
、
港
湾
計
画
は
中
央
港
湾
審
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
苫
小
牧
市
の
「
独
自
」
計
画
に
対
し
て
は
、
基
本
計
画
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
や
、
七
八
年
段
階
の

工
場
生
産
額
が
基
本
計
画
の
想
定
し
て
い
る
八
五
年
段
階
に
お
け
る
目
標
数
値
と
比
べ
て
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
す
る
港
湾
の
規
模

が
縮
小
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
過
大
な
投
資
で
あ
る
と
い
う
点
が
、
国
会
や
中
央
港
湾
審
議
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
基
本
計
画
の

扱
い
に
つ
い
て
開
発
庁
は
、
そ
の
存
在
を
前
提
に
七
八
年
以
降
は
社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
や
環
境
問
題
を
考
慮
し
な
が
ら
、
段
階
的
な
立

(
お
)

地
を
目
指
す
と
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
港
湾
の
規
模
に
つ
い
て
運
輸
省
は
、
将
来
に
お
け
る
拡
張
の
余
地
を
残
す
こ
と

(
M
A
)
 

は
当
然
で
あ
り
、
七
八
年
で
そ
れ
以
上
全
く
拡
張
し
な
い
港
と
し
て
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
加

え
て
、
七
八
年
段
階
に
お
け
る
三
O
万
バ
ー
レ
ル
の
石
油
精
製
生
産
を
行
う
場
合
で
も
、
二

O
万
ト
ン
級
の
船
舶
を
安
全
に
航
行
さ
せ
る
こ

(
お
)

と
や
待
避
泊
地
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
港
湾
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
た
。

以
上
、
開
発
庁
、
道
、
そ
し
て
苫
小
牧
市
は
、
苫
東
開
発
へ
の
反
対
、
批
判
に
対
し
て
、
基
本
計
画
の
方
向
性
を
維
持
し
た
上
で
の
対
応



を
図
っ
て
い
る
。
政
策
目
標
の
次
元
に
お
い
て
は
、
七
八
年
ま
で
の
段
階
計
画
を
作
成
し
鉄
鋼
立
地
を
留
保
す
る
と
い
う
修
正
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
公
害
防
止
や
立
地
動
向
に
対
応
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
公
害
防
止
お
よ
び
地
元
の
主
体
性
を
確
保
す
る
た
め
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
地
域
住
民
の
「
参
加
」
を
組
み
込
ん
だ
市
「
独
自
案
」
の
作
成
、
苫
小
牧
市
企
業
立
地
審
議
会
の
設
置
な
ど
の
決
定
手
続

き
が
相
次
い
で
整
備
さ
れ
た
。
苫
東
開
発
政
策
は
、
現
行
制
度
上
の
地
方
議
会
、
地
方
港
湾
審
議
会
、
中
央
政
府
の
港
湾
審
議
会
に
お
け
る

承
認
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
手
続
き
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
を
具
体
化
し
、
進
行
さ
せ
る
と
と
も
に
、
政
策
に
対
す
る
正

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

当
性
を
確
保
し
て
い
る
。

二
期
計
画
総
点
検
と
新
計
画
へ
の
移
行

(
一
)
外
部
環
境

北
海
道
開
発
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
の
変
動
は
激
し
さ
を
増
し
、
三
期
計
画
の
実
施
さ
ら
に
は
北
海
道
開
発
法
制
の
再
考
を
余
儀
な
く
さ

せ
た
。
七
三
年
に
至
り
、
道
、
開
発
庁
双
方
の
政
治
的
環
境
に
お
い
て
北
海
道
開
発
は
大
き
な
争
点
と
化
し
て
ゆ
く
。
第
一
に
、
従
来
ま
で

は
道
段
階
の
争
点
で
あ
っ
た
北
海
道
開
発
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
、
七
三
年
三
月
以
降
、
国
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、

七
二
年
二
一
月
の
総
選
挙
で
初
当
選
し
た
多
国
光
雄
代
議
士
(
共
産
党
)
が
三
月
一
日
、
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お
い
て
北
海
道
開
発

に
関
す
る
諸
問
題
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
多
国
は
二
期
計
画
の
成
果
、
戦
後
の
北
海
道
開
発
政
策
に
お
い
て
開
発
庁
が
果
た
し

(
お
)

た
役
割
を
正
す
と
と
も
に
、
三
期
計
画
の
見
直
し
、
苫
東
開
発
の
中
止
、
開
発
法
の
改
正
を
要
求
し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
開
発
を
め
ぐ
る

こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
各
委
員
会
で
、
多
く
の
議
員
に
よ
っ
て
問
題
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
多
国
が
北
海
道
開
発
審
議
会
の
委
員
に
就
任
し
て

か
ら
、
同
審
議
会
に
お
い
て
も
苫
東
開
発
を
始
め
と
す
る
諸
政
策
や
、
三
期
計
画
の
見
直
し
が
争
点
と
な
っ
た
。

北法51(1・241)241



説

第
二
に
、
開
発
庁
が
開
発
法
改
正
の
見
送
り
を
決
定
し
た
七
三
年
以
降
、
三
期
計
画
、
苫
東
開
発
政
策
の
見
直
し
に
止
ま
ら
ず
、
北
海
道

開
発
法
を
中
心
と
し
た
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
自
体
の
再
考
が
政
治
的
環
境
に
お
い
て
争
点
化
し
た
。
そ
し
て
、
中
央
お
よ
び
地
方
に
お
い

て
開
発
法
の
見
直
し
が
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

第
三
に
、
七
三
年
秋
に
は
中
東
戦
争
に
端
を
発
す
る
石
油
危
機
が
、
北
海
道
開
発
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
的
環
境
を
一
変
さ
せ
た
。
石
油
価

格
の
高
騰
と
そ
れ
へ
の
対
策
と
し
て
の
中
央
政
府
に
よ
る
総
需
要
抑
制
策
、
そ
し
て
経
済
成
長
の
大
幅
な
鈍
化
は
、
多
額
の
予
算
を
導
入
し

て
開
発
事
業
を
進
め
る
条
件
を
喪
失
さ
せ
る
と
と
も
に
、
重
化
学
工
業
が
道
内
に
移
転
す
る
可
能
性
を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
。

道
、
開
発
庁
は
、
現
行
開
発
体
制
の
抜
本
的
な
改
革
の
必
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
も
こ
れ
を
維
持
し
つ
つ
、
三
期
計
画
の
「
弾
力
的
な
運

用
」
に
よ
っ
て
環
境
変
動
に
対
応
し
て
い
た
。
し
か
し
、
七
三
年
以
降
の
政
策
転
換
、
制
度
改
革
を
求
め
る
要
求
と
と
も
に
、
三
期
計
画
の

抜
本
的
な
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
節
で
は
、
道
と
開
発
庁
が
北
海
道
開
発
体
制
の
枠
組
み
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
一
二
期
計
画

を
再
考
し
、
こ
れ
を
計
画
期
間
中
に
打
ち
切
り
、
新
計
画
に
移
行
す
る
過
程
を
考
察
す
る
。

~b. 
両間

(
二
)
三
期
計
画
総
点
検
の
着
手

道
は
七
三
年
四
月
、
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
に
お
い
て
三
期
計
画
の
総
点
検
を
二
年
間
に
わ
た
っ
て
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
道
が
三

期
計
画
改
定
を
行
う
意
思
を
否
定
し
つ
つ
も
、
総
点
検
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
存
在
し
て
い
た
。
第
一
に
、
三

期
計
画
お
よ
び
主
要
政
策
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
い
か
に
社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
に
対
応
す
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
か
ら
で

あ
る
。
道
は
、
あ
く
ま
で
も
「
第
三
期
計
画
策
定
後
の
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
適
切
に
対
処
し
、
計
画
の
効
果
的
推
進
を
は
か
る
」
こ

(
幻
)

と
を
そ
の
基
本
指
針
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
知
事
が
道
議
会
に
お
い
て
繰
り
返
し
答
弁
し
た
よ
う
に
、
計
画
改
定
の
必
要
性
を
否
定
し
て
い

た
。
道
お
よ
び
開
発
庁
の
三
期
計
画
作
成
者
た
ち
は
、
計
画
作
成
段
階
か
ら
既
に
、
社
会
開
発
を
重
要
な
政
策
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
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に
、
公
害
防
止
を
重
視
し
て
い
た
。
ま
た
、
変
動
す
る
経
済
情
勢
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
こ
の
点
が
議
会
で
も
重
要
な
争
点
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
道
と
開
発
庁
は
三
期
計
画
の
作
成
当
初
か
ら
柔
軟
な
運
用
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
七
0
年
代
の
外
部
環
境

の
変
動
は
、
計
画
作
成
当
初
の
彼
ら
の
想
像
を
遥
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
総
点
検
作
業
は
環
境
問
題
の
高
ま
り
と
、
そ

れ
に
伴
う
住
民
意
識
の
変
化
を
い
か
に
把
握
し
、
今
後
の
政
策
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
く
か
を
焦
点
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
開
発
委
員
会
総

合
部
会
の
下
に
、
企
画
調
整
(
土
地
問
題
、
水
資
源
問
題
を
検
討
)
、
農
林
水
産
、
工
鉱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
建
設
運
輸
、
流
通
観
光
、
生
活
福

祉
、
環
境
保
全
の
七
つ
の
分
科
会
を
設
け
、
検
討
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
(
刀
・

6
-
m
)
。

第
二
の
要
因
は
、
な
ぜ
法
制
度
上
は
国
の
計
画
で
あ
る
三
期
計
画
を
、
道
が
総
点
検
す
る
の
か
と
い
う
手
続
き
上
の
問
題
に
関
わ
る
。
計

画
の
原
案
は
道
が
作
成
し
、
長
期
に
わ
た
り
道
議
会
で
審
議
さ
れ
た
後
に
承
認
の
手
続
き
を
経
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
で
計
画
に
道
民
の
意

思
を
反
映
さ
せ
、
中
央
地
方
聞
の
合
意
を
得
る
過
程
の
仕
組
み
は
確
立
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
法
制
度
上
、
一
二
期
計
画
は
国
策
と
し
て

行
う
北
海
道
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
最
終
的
な
決
定
権
は
開
発
庁
に
存
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
開
発
法
の
規
定
の
中
で
道
の
原
案
は
地
方
自

治
体
が
国
に
具
申
す
る
「
意
見
」
に
止
ま
る
。
さ
ら
に
道
は
三
期
計
回
作
成
段
階
に
お
け
る
審
議
の
中
で
、
計
画
実
施
中
に
大
幅
な
環
境
変

動
が
生
じ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
計
画
は
閣
議
決
定
を
経
て
実
施
さ
れ
る
の
で
、
計
画
を
見

(
犯
)

直
す
必
要
が
生
じ
た
際
に
は
、
国
の
段
階
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
得
る
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
道
は
当
初
自
ら
が
主
体

と
な
っ
て
計
画
の
総
点
検
を
行
う
意
思
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
道
議
会
の
諸
会
派
は
、
三
期
計
画
が
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
偏
重
で
あ
る
点
と
並
ん
で
、
三
期
計
画
の
法
的
根
拠
に
対
し
て

も
厳
し
い
批
判
を
投
げ
か
け
た
。
そ
し
て
三
期
計
画
に
関
し
て
、
国
が
策
定
し
た
も
の
を
道
民
に
押
し
つ
け
て
き
て
い
る
と
批
判
す
る
と
と

(
ぬ
)

も
に
、
三
期
計
画
が
道
の
計
画
で
は
な
い
た
め
に
改
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
道
に
よ
る
総
点
検
の
実
行
は
、

道
が
環
境
変
動
に
対
し
て
能
動
的
に
対
応
し
て
い
る
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
道
が
三
期
計
画
を
主
体
的
に
実
施
し
て
い
る
姿
勢
を
明
示
す
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iill. 

る
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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、"H岡

三
期
計
画
の
総
点
検
に
つ
い
て
は
開
発
庁
幹
部
も
、
道
と
同
じ
く
そ
の
必
要
性
を
強
く
認
識
す
る
一
方
で
、
計
画
自
体
の
改
定
に
つ
い
て

は
消
極
的
で
あ
っ
た

(η
・
6
・
2
)
。
以
上
の
よ
う
に
、
三
期
計
画
総
点
検
開
始
段
階
の
七
三
年
前
期
に
お
い
て
、
道
と
開
発
庁
は
、
変

動
す
る
社
会
経
済
的
環
境
に
対
す
る
認
識
、
お
よ
び
計
画
総
点
検
の
必
要
性
、
計
画
目
標
の
変
更
が
必
要
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
一
致
し

た
見
解
を
共
有
し
て
い
た
。

(
三
)
総
点
検
中
間
報
告
の
概
要

上
述
し
た
よ
う
に
三
期
計
画
の
総
点
検
に
着
手
し
た
当
初
、
道
は
あ
く
ま
で
も
計
画
推
進
の
立
場
か
ら
の
作
業
で
あ
る
と
い
う
態
度
を
示

す
と
と
も
に
、
三
期
計
画
の
改
定
の
必
要
を
否
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
七
四
年
九
月
、
知
事
か
ら
諮
問
を
受
け
た
北
海
道
総
合
開
発
委
員

会
は
、
新
た
な
計
画
作
成
を
提
言
す
る
結
論
を
示
し
た
総
点
検
作
業
の
中
間
報
告
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
間
報
告
は
、
七

0
年
代
の
社
会
経

済
的
環
境
の
変
動
を
以
下
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。
第
一
に
、
円
の
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
と
そ
れ
に
起
因
す
る
通
貨
の
過
剰
流
動
性
、

地
価
の
高
騰
が
日
本
経
済
の
基
調
を
変
化
さ
せ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
第
二
に
、
石
油
危
機
が
社
会
経
済
的
環
境
全
般
に
、
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
し
て
い
る
。
第
三
に
、
高
度
成
長
の
査
み
を
、
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
不
足
、
社
会
保
障
の
遅
れ
、
物
価
の
高
騰
、
公
害
、
過
疎

過
密
の
進
行
な
ど
の
現
象
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
第
四
に
、
日
本
の
国
土
条
件
の
脆
弱
性
を
、
資
源
の
有
限
性
や
食
精
自
給
率
の
低
下
に

見
て
い
る
。
第
五
に
、
精
神
的
豊
か
さ
へ
の
指
向
、
社
会
資
本
や
福
祉
水
準
の
現
状
に
対
す
る
不
満
、
公
害
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま

(ω) 

り
な
ど
、
国
民
意
識
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
環
境
変
動
を
把
握
し
た
う
え
で
、
中
間
報
告
は
三
期
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
は

次
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
総
点
検
は
一
一
一
期
計
画
が
掲
げ
た
目
標
お
よ
び
そ
の
意
義
を
、
依
然
と
し
て
積
極
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的
に
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
計
画
の
主
要
指
標
の
点
検
に
よ
る
と
、
公
共
事
業
費
(
国
費
)
の
投
入
額
、
道
民
一
人
当
た
り
の
生
産
所
得
、

消
費
生
活
水
準
は
順
調
な
伸
長
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
人
口
、
牛
乳
、
石
炭
、
重
化
学
工
業
の
数
値
は
計
画
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。

そ
し
て
社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
に
つ
い
て
、
三
期
計
画
は
計
画
作
成
当
初
か
ら
、
あ
る
程
度
の
変
化
を
想
定
し
て
「
弾
力
的
な
運
用
を
図

る
」
と
し
て
い
た
も
の
の
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
環
境
変
動
へ
の
対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
保
全
、
公
害
防
止
と
開
発
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
開
発
が
環
境
保
全
の
た
め
の
施
策
を
欠
い
て
い
た
こ
と
を
反
省

す
る
と
と
も
に
、
環
境
が
保
全
さ
れ
る
範
囲
内
で
開
発
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
原
則
に
す
る
よ
う
提
起
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
開
発
と
環

境
を
対
立
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
開
発
の
概
念
の
な
か
に
環
境
の
保
全
を
包
含
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
で
あ
る
と

い
う
基
本
方
針
の
下
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
工
業
に
関
し
て
は
、
中
小
企
業
、
資
源

利
用
工
業
、
機
械
工
業
の
振
興
を
強
調
す
る
な
ど
、
重
点
の
置
き
方
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
同
時
に
そ
の
一
方
で
、
産
業
構
造
の
高
度
化
と

地
場
工
業
へ
の
波
及
効
果
へ
の
期
待
か
ら
、
引
き
続
き
苫
東
開
発
を
推
進
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
中
間
報
告
は
、
過
疎
過
密
の
解
消
と
高
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
生
産
と
生
活
が
調
和
す
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
建
設
す
る

と
い
う
三
期
計
画
の
目
標
に
つ
い
て
、
計
画
の
基
本
構
想
の
も
つ
意
義
は
現
時
点
に
お
い
て
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

第
二
に
、
社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
政
策
の
創
出
や
既
存
の
政
策
を
刷
新
す
る
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。
こ

れ
は
特
に
、
環
境
保
全
、
公
害
防
止
関
連
の
政
策
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
表
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
環
境
監
視
体
制
の
確
立
、

公
害
防
除
施
設
の
整
備
な
ど
環
境
保
全
投
資
の
増
大
、
土
地
利
用
計
画
の
確
立
を
列
挙
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
民
意
識
の
変
化
に
対
応
し
加

て
、
生
活
関
連
の
社
会
資
本
整
備
の
強
化
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
活
動
な
ど
を
進
め
る
よ
う
に
政
策
を
刷
新
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
M

そ
し
て
生
活
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向
上
に
関
連
す
る
政
策
を
進
め
る
た
め
、
個
別
の
基
本
計
画
を
作
成
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
山

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
新
規
政
策
の
創
出
ゃ
、
政
策
刷
新
を
具
体
化
す
る
こ
と
は
、
北
海
道
開
発
法
制
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
こ
と
に
帰
峨



説

結
す
る
。
従
来
の
開
発
計
画
は
、
開
発
法
に
基
づ
い
て
産
業
基
盤
を
中
心
と
し
た
社
会
資
本
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
産
業
振
興
を
目
指

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
環
境
保
全
政
策
や
、
福
祉
・
教
育
・
文
化
関
連
な
ど
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
面
の
政
策
は
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
が

指
向
す
る
開
発
目
標
と
必
ず
し
も
適
合
し
な
い
。
加
え
て
、
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
に
は
、
ソ
フ
ト
政
策
を
進
め
る
た
め
の
権
限
、
予
算
、

人
員
な
ど
の
政
策
資
源
を
調
達
、
確
保
す
る
法
的
規
定
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
道
は
開
発
法
の
目
的
と
開
発
計
画
の
範
囲

(
H
U
)
 

を
再
考
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
、
総
点
検
中
間
報
告
に
お
い
て
は
開
発
計
画
の
範
囲
を
問
題
に
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
意
識
変
化
を
背
景

に
ソ
フ
ト
関
連
の
政
策
を
計
画
に
包
括
す
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

第
三
に
、
総
点
検
は
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
住
民
参
加
の
手
法
の
拡
充
、
整
備
の
必
要
を
指
摘
し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
三
期
計
画

お
よ
び
苫
東
開
発
に
対
す
る
批
判
は
、
そ
の
政
策
内
容
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
決
定
手
続
き
に
も
及
ん
だ
。
中
間
報
告
も
、
「
第
三
期
計
画
は
、

広
く
道
民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
計
画
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
計
画
策
定
以
降
四
年
を
経
過
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
な
お
、
第
三
期

計
画
は
道
内
各
地
域
に
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
き
ら
い
が
あ
る
」
と
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
計
画
作
成
、
実
施
過
程
に

お
い
て
道
民
の
意
向
を
反
映
し
合
意
を
形
成
す
る
た
め
の
方
法
を
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
中
間
報
告
は
、
住
民
の
声
を

反
映
し
な
が
ら
そ
れ
を
積
み
上
げ
る
方
法
や
、
複
数
の
代
替
案
を
住
民
に
提
示
し
て
、
望
ま
し
い
案
を
選
択
し
て
い
く
方
法
な
ど
を
検
討
す

る
必
要
性
を
示
し
た
。

論

以
上
の
よ
う
に
、
三
期
計
画
を
総
点
検
し
た
結
論
と
し
て
、
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
は
三
期
計
画
に
代
わ
る
新
た
な
開
発
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
三
期
計
画
の
改
定
に
関
し
て
は
、
七
0
年
代
初
頭
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
見
直
し
を
求
め
る
声
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
た
。
石
油
危
機
以
後
、
知
事
も
、
経
済
変
動
が
長
期
に
わ
た
れ
ば
三
期
計
画
の
推
進
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
の
で
、
事
態
の
推
移
に
即
し
て
新
し
い
観
点
か
ら
計
画
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
従
来
よ
り
も
踏
み

(
必
)

込
ん
だ
姿
勢
を
示
し
た
。
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三
期
計
画
の
総
点
検
を
行
っ
て
い
た
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
の
中
で
も
、
八
五
年
を
目
指
し
た
新
た
な
長
期
計
画
を
作
成
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
議
論
は
三
期
計
画
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
焦
点
に
な
っ
た
。
委
員
会
で
は
、
部
分
的
な
修
正
が
必
要
で

あ
る
が
計
画
改
定
は
必
要
で
な
い
と
す
る
意
見
と
、
計
画
改
定
を
要
求
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
央
政
府
段
階
に
お
い
て
も
各

種
の
長
期
計
画
が
改
定
さ
れ
て
い
る
情
勢
を
重
視
し
、
新
計
画
の
策
定
を
提
言
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
見
解
が
一
致
し
た

お
)
。
そ
し
て
、
委
員
会
の
答
申
を
受
け
た
知
事
は
七
四
年
九
月
に
、
新
た
な
計
画
を
作
成
す
る
意
向
を
公
式
に
表
明
し
た
。

(
同
・

8

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

(
四
)
新
計
画
作
成
過
程
と
し
て
の
総
点
検
作
業

こ
う
し
て
、
道
は
新
計
画
作
成
作
業
に
着
手
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
道
が
作
成
す
る
新
計
画
の
基
本
構
想
は
、
総
点
検

中
間
報
告
の
内
容
を
引
き
継
ぐ
形
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
総
点
検
作
業
は
新
計
画
作
成
作
業
の
一
部
を
成
し
て
い
る
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
先
ず
第
一
に
、
総
点
検
中
間
報
告
で
打
ち
出
さ
れ
た
、
開
発
と
環
境
の
両
立
、
中
小
企
業
や
地
場
産
業
の
重
視
、

生
活
福
祉
の
向
上
や
教
育
文
化
に
関
す
る
政
策
の
拡
充
、
計
画
作
成
に
お
け
る
住
民
参
加
な
ど
の
基
本
方
針
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、
新
計
画
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
点
に
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
総
点
検
中
間
報
告
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
り
延
期
が
決
定
さ
れ
た
政
策
は
皆
無

で
あ
り
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
新
規
政
策
や
福
祉
、
文
化
政
策
の
拡
充
な
ど
を
加
え
た
形
で
、
総
点
検
に
お
い
て
示
さ
れ
た
諸
政
策

が
そ
の
ま
ま
新
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

(
五
)
開
発
庁
段
階
に
お
け
る
新
計
画
作
成
の
決
定

三
期
計
画
の
改
定
に
関
し
て
は
開
発
庁
も
、
道
と
同
様
の
環
境
変
動
の
認
識
、
計
画
目
標
の
詳
価
、
今
後
の
対
応
を
示
し
て
い
た
。
国
会

に
お
い
て
町
村
金
五
開
発
庁
長
官
は
、
大
幅
な
社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
を
認
め
つ
つ
も
、
三
期
計
画
の
目
標
を
変
更
す
る
必
要
は
な
く
、
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説

(
必
)

社
会
経
済
的
環
境
の
変
動
に
対
応
す
る
よ
う
に
具
体
的
な
手
段
を
講
じ
て
ゆ
け
ば
よ
い
と
の
認
識
を
示
し
た
。
ま
た
、
三
期
計
画
の
点
検
作

業
に
関
し
て
も
、
中
間
報
告
を
受
け
た
道
の
対
応
が
具
体
的
に
固
ま
っ
た
上
で
対
応
す
る
と
い
う
、
受
動
的
な
姿
勢
に
止
ま
っ
て
い
る
。
そ

し
て
三
期
計
画
に
対
す
る
評
価
も
町
村
長
官
は
、
道
と
同
じ
く
一
貫
し
て
、
三
期
計
画
は
住
民
の
生
活
向
上
も
目
指
し
て
お
り
、
計
画
の
基

本
的
な
考
え
方
は
妥
当
で
あ
る
と
の
立
場
に
終
始
し
た
。
そ
し
て
、
新
計
画
作
成
の
必
要
性
は
あ
く
ま
で
も
社
会
経
済
的
環
境
の
大
幅
な
変

動
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
保
っ
て
い
た

(
H
・
H
・
6
)
。

し
か
し
開
発
庁
内
部
に
お
い
て
も
、
中
間
報
告
を
契
機
に
三
期
計
画
の
「
発
展
的
手
直
し
」
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
多
数

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
新
全
総
に
代
わ
る
新
た
な
全
国
総
合
開
発
計
画
の
作
成
が
決
定
し
た
中
央
政
府
段
階
の
動
向
も
あ
り
、

新
計
画
作
成
に
取
り
か
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
(
九
・

9
・
4
)
。

そ
の
後
、
七
四
年
一

O
月
に
堂
垣
内
知
事
と
町
村
開
発
庁
長
官
の
会
談
が
行
わ
れ
、
知
事
は
新
計
画
の
作
成
を
要
望
し
た
。
そ
し
て
七
四

年
一
一
月
、
北
海
道
開
発
審
議
会
が
新
計
画
の
作
成
を
建
議
し
、
開
発
庁
段
階
に
お
い
て
も
正
式
に
新
計
画
の
作
成
が
決
定
し
た
。

北J去51(1・248)248

論

四

計
画
推
進
期
の
道
|
開
発
庁
関
係

三
期
計
画
作
成
か
ら
そ
の
推
進
、
さ
ら
に
は
総
点
検
に
至
る
七

0
年
代
前
半
の
道
と
開
発
庁
と
の
関
係
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
開
発
庁
と
道
は
新
規
政
策
の
創
出
や
開
発
概
念
の
多
元
化
、
地
方
自
治
体
の
主
体
性
確
立
か
ら
北
海
道
開
発
法
制

の
限
界
を
認
識
し
、
法
改
正
を
試
み
る
も
の
の
、
こ
れ
を
最
終
的
に
断
念
し
、
現
行
開
発
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
開
発
政
策
を
展
開
す
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
て
法
制
度
が
維
持
、
存
続
さ
れ
る
一
方
で
、
他
方
で
は
高
率
補
助
の
削
減
、
北
海
道
開
発
事
業

費
の
対
全
国
公
共
事
業
費
シ
ェ
ア
の
低
下
な
ど
、
開
発
体
制
の
意
義
を
低
下
さ
せ
る
形
で
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
両
者
は



政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

引
き
続
き
一
体
と
な
っ
て
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化
し
、
開
発
事
業
費
の
量
的
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
期
計
画
を
推
進

し
た
。
第
二
に
、
高
率
補
助
の
維
持
、
開
発
庁
統
廃
合
論
の
再
燃
を
回
避
し
て
開
発
法
改
正
が
見
送
ら
れ
た
経
緯
が
物
語
る
よ
う
に
、
北
海

道
開
発
法
は
開
発
庁
の
組
織
、
開
発
政
策
、
開
発
計
画
の
継
続
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
正
当
性
を
対
外
的
に
根
拠
づ
け
る
よ
う

機
能
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
計
画
に
内
在
す
る
妥
当
性
で
は
な
く
、
開
発
法
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
開
発
計
画
を
正
当
化
さ
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
法
制
度
に
基
づ
く
開
発
計
画
が
、
消
極
的
に
で
は
あ
れ
対
関
係
省
庁
、
対
国
会
と
の
関
係
に
お
い
て
認
知
さ
れ
て

い
る
。
第
一
一
一
に
、
開
発
庁
と
道
、
さ
ら
に
苫
小
牧
市
は
、
法
制
度
に
よ
ら
な
い
様
々
な
決
定
手
続
き
を
整
備
し
、
こ
れ
を
進
行
さ
せ
る
こ
と

に
よ
づ
て
開
発
政
策
の
対
外
的
な
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
策
転
換
お
よ
び
法
制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
な
く
環
境

変
動
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
の
正
当
性
調
達
手
段
と
し
て
政
策
決
定
手
続
き
が
累
増
す
る
。

(
注
)

第
一
章
(
l
)
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
形
成
の
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
総
務
部
総
合
開
発
企
画
本
部
『
北
海
道
開
発
行
政
機
構
の
変
遷
』
(
以
下
、

『
変
遷
』
と
略
す
)
一
九
五
七
年
を
参
照
。

(
2
)

河
野
は
一
九
三
七
年
か
ら
四
三
年
、
そ
し
て
四
五
年
か
ら
再
び
内
務
省
関
係
の
予
算
を
担
当
し
て
お
り
、
同
省
の
廃
止
ま
で
北
海
道
拓
殖
費

の
査
定
を
担
当
し
て
い
た
。
な
お
、
河
野
を
は
じ
め
と
す
る
主
計
局
官
僚
の
北
海
道
開
発
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
高
橋
昭
夫
「
続
・
証
言
・

北
海
道
戦
後
史
|
田
中
道
政
と
そ
の
時
代
|
』
(
以
下
、
『
続
・
戦
後
史
』
と
略
す
)
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
、
一
七
i
二
六
頁
を
参
照
。

(3)
「
第
七
回
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
建
設
委
員
会
連
合
審
査
会
議
録
第
一
号
」
一
九
五
O
年
一
一
一
月
二
九
日
、
お
よ
び
「
第
七
回
国
会
参
議
院
内

関
・
建
設
連
合
委
員
会
会
議
録
第
一
号
」
一
九
五
O
年
三
月
一
一
一
一
日
、
お
よ
び
「
第
七
回
国
会
参
議
院
内
閣
・
建
設
連
合
委
員
会
会
議
録
第
二

号
」
一
九
五
O
年
四
月
六
日
、
前
掲
『
集
録
』
八
|
一
一
六
、
三
四
l
三
九
、
四
O
|
四
二
頁
。

(
4
)
「
北
海
道
開
発
庁
三
O
年
史
』
(
以
下
、
「
一
二
O
年
史
』
と
略
す
)
一
九
八
一
年
、
四
四
四
六
頁
。
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説
王子ム
民間

(
5
)
切

E
ロ
者

-Fvm君。
o
T
5
2凶・。
ε-MORa-
、
。
~
ミ
む
さ
む
き
，

B
dそ
F
2
5
8戸
3
∞凶・

3
・
3
心
一

(6)
移
用
権
は
、
開
発
庁
計
上
の
開
発
事
業
費
が
移
し
替
え
を
行
う
前
段
階
で
は
、
予
算
額
と
執
行
省
庁
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
開
発
庁
が

事
業
問
の
調
整
を
行
い
予
算
額
の
最
終
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
論
拠
に
基
づ
い
て
い
る
。
長
谷
好
平
『
北
海
道
開
発
予
算
の
歴
史

と
現
状
ー
そ
の
背
景
と
諸
問
題
|
』
開
発
行
政
協
会
、
一
九
五
九
年
、
二
三
六
頁
。

(
7
)
内
政
史
研
究
会
「
河
野
一
之
氏
談
話
速
記
録
」
「
内
政
史
研
究
会
資
料
第
九
八
・
九
九
・
一

O
O
集
』
八
一
|
八
二
頁
。

(
8
)
河
野
一
之
「
北
海
道
開
発
庁
前
史
」
『
北
海
道
開
発
庁
四
O
年
史
』
(
以
下
、
「
囚
O
年
史
』
と
略
す
)
一
九
九
一
年
、
二
四
九
頁
。

(
9
)
無
論
、
北
海
道
関
係
者
に
と
っ
て
も
こ
の
点
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
開
発
体
制
創
設
に
携
わ
っ
た
岡
田
包
義
氏
は
後
年
、
以
下
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

「
・
:
開
発
庁
が
で
き
ま
す
と
き
に
、
と
に
か
く
生
ま
れ
れ
ば
い
い
、
国
務
大
臣
が
北
海
道
の
専
属
に
な
れ
ば
よ
ろ
し
い
、
こ
う
い
う
こ
と
を

ね
ら
っ
た
わ
け
で
す
。
・
:
(
中
略
)
:
・
そ
れ
か
ら
特
に
覚
え
て
い
ま
す
が
、
開
発
局
を
つ
く
る
と
き
企
画
庁
長
官
の
周
東
さ
ん
が
開
発
法
改
正

案
の
中
に
最
後
に
筆
を
入
れ
た
、
各
省
大
臣
の
み
が
指
揮
監
督
す
る
と
い
う
、
そ
の
『
の
み
』
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
法
律
用
語
に
は
こ
れ

が
初
め
て
で
す
。
そ
れ
で
、
の
み
で
も
何
で
も
い
い
こ
ち
ら
の
、
当
時
の
北
海
道
側
の
ね
ら
い
は
、
政
治
運
動
及
び
世
論
を
お
こ
す
こ
と
が
当

時
は
最
大
の
目
標
で
あ
る
。
・
:
(
中
略
)
・
:
従
っ
て
、
大
臣
や
そ
の
ほ
か
北
海
道
関
係
者
が
大
ぜ
い
団
体
行
動
で
、
わ
っ
さ
わ
っ
さ
つ
い
て
北

海
道
開
発
の
必
要
性
を
説
い
て
、
予
算
を
た
く
さ
ん
取
る
と
い
う
こ
と
に
ウ
エ
イ
ト
を
お
い
た
わ
け
で
す
。
事
務
的
に
物
事
を
き
ち
ん
と
し
よ

う
と
い
う
こ
と
は
あ
と
回
し
に
し
た
わ
け
で
す
。
」
「
座
談
会
北
海
道
開
発
の
一

O
年
」
『
北
海
道
開
発
行
政
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
六
一
年
、

七
|
入
頁
。

(
叩
)
戦
後
北
海
道
開
発
体
制
を
関
係
各
省
庁
間
の
「
妥
協
の
産
物
」
と
し
て
と
ら
え
る
見
方
は
、
臨
時
行
政
調
査
会
第
一
専
門
部
会
第
一
班
『
第

一
専
門
部
会
第
一
斑
報
告
書
(
本
文
)
』
一
九
六
三
年
、
九
九
頁
、
お
よ
び
古
城
、
前
掲
論
文
、
七
七
七
八
頁
に
よ
る
。

(uv
河
野
、
前
掲
、
二
四
九
頁
。

(
ロ
)
前
掲
『
変
遷
』
三
七
l
四
一
頁
。

(
日
)
北
海
道
に
お
け
る
林
政
統
一
の
過
程
に
関
し
て
は
、
西
尾
隆
『
日
本
森
林
行
政
史
の
研
究
|
環
境
保
全
の
源
流
|
』
東
京
大
学
出
版
会
、

九
八
八
年
、
二
七
六
|
二
八
三
頁
を
参
照
。

(
U
)
「
北
海
道
開
発
庁
二
O
年
史
」
(
以
下
、
『
二
O
年
史
』
と
略
す
)

一
九
七
二
年
、
二
三
頁
。
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

(
日
)
前
掲
「
変
遷
』
一
一
一
七
l
四
一
頁
。

(
凶
)
高
橋
昭
夫
『
証
言
・
北
海
道
戦
後
史
|
田
中
道
政
と
そ
の
時
代

l
』
(
以
下
、
『
戦
後
史
』
と
略
す
)
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
、
一
一
二

四
l
二
二
六
頁
、
お
よ
び
「
座
談
会
北
海
道
の
総
合
開
発
を
語
る
」
北
海
道
総
合
開
発
企
画
本
部
『
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会

-
O
年
記
念
』

一
九
五
九
年
、
七
七
頁
、
お
よ
び
牧
野
常
雄
「
開
発
つ
れ
づ
れ
草
③
」
『
北
海
-
評
論
』
第
一
四
巻
第
五
号
、
四
一
頁
を
参
照
。

(
口
)
前
掲
『
変
遷
』
一
一
一
一
|
二
八
頁
。

(
同
)
前
掲
『
二
O
年
史
』
一
一
一
一
一
一
真
。

(
日
)
こ
の
点
に
関
し
、
開
発
局
設
置
は
社
会
党
知
事
の
再
選
を
契
機
に
、
開
発
事
業
実
施
権
限
を
中
央
に
吸
い
上
げ
よ
う
と
す
る
「
政
治
的
意
図
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
当
時
の
関
係
者
は
、
開
発
局
設
置
構
想
は
知
事

選
挙
以
前
か
ら
二
つ
の
案
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
議
論
の
結
果
、
開
発
局
案
が
決
定
し
た
と
し
て
そ
の
「
政
治
的
意
図
」
を
否
定
し
て

い
る
。
「
座
談
会
北
海
道
開
発
二
O
年
の
歴
史
を
語
る

l
開
発
局
の
誕
生
と
そ
の
歩
み

l
」
「
開
発
こ
う
ほ
う
」
第
九
六
号
、
一
九
七
一
年
、

七
頁
。

(
却
)
高
橋
、
前
掲
書
『
続
・
戦
後
史
』
凹
二
頁
。

(
幻
)
前
掲
「
変
遷
」
五
二
|
八
一
頁
。

(n)
自
治
庁
調
査
課
『
北
海
道
開
発
事
業
概
要
と
北
海
道
開
発
局
の
設
置
に
つ
い
て
』
一
ム
ハ
|
二
七
、
四
コ
了
五
五
真
。

(
お
)
山
本
勇
「
総
合
開
発
委
員
会
が
出
来
る
ま
で
(
一
)
」
前
掲
『
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
一
O
年
記
念
』
七
l

一
五
頁
。

(M)
北
海
道
『
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
計
画
書
」
一
九
五
一
年
、
七
頁
。

(
お
)
高
橋
、
前
掲
書
『
続
・
戦
後
史
』
三
五
六
頁
。

(
お
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
蓮
池
穣
「
行
政
計
画
に
お
け
る
目
標
と
予
測
1

北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
事
例
(
ニ
!
」
『
北
大
法
学
論
集
』
第

二
二
巻
第
三
号
、
一
九
七
一
年
、
五
五
三
了
五
八
九
頁
を
参
照
。

(
幻
)
前
掲
『
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
計
画
書
』
八
頁
。

(
お
)
堀
武
男
「
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
の
誕
生
と
活
動
」
前
掲
『
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
一
O
年
記
念
』
二
九
頁
。

(
却
)
前
掲
『
二
O
年
史
』
二
八
五
頁
。

(
却
)
島
義
郷
「
北
海
道
総
合
開
発
へ
の
回
想
と
反
省
」
前
掲
『
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
一

O
年
記
念
』
四
二
頁
。
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(
む
)
堀
は
、
道
と
開
発
庁
と
の
見
解
の
相
違
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
地
域
の
開
発
は
『
地
域
住
民
の
福
祉
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
当
時
私
た
ち
は
か
生
活
文
化
の
向
上
H

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

い
ま
し
た
が
こ
う
い
う
考
え
方
を
色
濃
く
出
し
た
の
で
す
。
国
の
計
画
は
そ
う
い
う
考
え
方
に
ふ
れ
ず
物
的
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
財
政

計
画
が
出
て
来
た
だ
け
す
。
・
・
・
(
中
略
)
・
・
・
全
体
的
に
み
れ
ば
、
私
た
ち
の
も
っ
て
い
た
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
は
実
質
的
な
実
施
計
画

の
段
階
で
コ
卜
志
と
違
っ
て
(
容
れ
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
て
|
カ
ツ
コ
内
原
文
)
し
ま
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
」
。
高
橋
、
前
掲
書
『
続
・
戦
後
史
』

三
四
九
l
三
五
O
頁
。
な
お
、
こ
の
点
は
、
多
く
の
道
側
の
関
係
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
立
)
創
設
当
初
の
五
O
年
段
階
で
は
、
開
発
庁
の
定
員
は
僅
か
一
二
一
名
で
あ
り
、
ま
た
、
開
発
庁
、
開
発
局
の
各
課
も
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

(
お
)
渡
辺
以
智
四
郎
「
総
合
開
発
委
員
会
が
出
来
る
ま
で
(
二
)
」
前
掲
「
北
海
道
総
合
開
発
委
員
会
一
O
年
記
念
』
二
三
頁
。

(
お
)
山
本
、
前
掲
「
総
合
開
発
委
員
会
が
出
来
る
ま
で
ご
)
」
七
!
一
五
頁
。

(
お
)
高
橋
、
前
掲
「
戦
後
史
』
二
六
七
|
二
八
O
頁。

(
お
)
北
海
道
議
会
事
務
局
『
北
海
道
議
会
史
第
五
巻
」
一
九
七
七
年
、
一
四
一
|
一
四
五
頁
。

(
幻
)
同
右
、
七
五
一
ー
l
七
五
四
頁
。

(
お
)
当
時
の
岡
田
包
義
開
発
庁
次
長
は
、
達
成
可
能
な
政
策
目
標
を
設
定
し
て
閣
議
決
定
を
経
る
よ
り
も
、
高
め
の
目
標
数
値
を
掲
げ
る
た
め
に

は
閣
議
決
定
を
経
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
見
解
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
。
岡
田
包
義
「
食
糧
供
出
に
衣
料
品
」
北
海
道
総
務
部
文
書
課
編
『
北

海
道
回
想
録
』
一
九
六
四
年
、
三
六
六
l
三
六
七
頁
。

(
羽
)
開
発
公
庫
の
設
立
・
改
組
の
過
程
に
関
し
て
は
、
『
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
三
O
年
史
』
一
九
八
八
年
、
二
一

l
七
八
頁
を
参
照
。

(
胡
)
前
掲
「
二
O
年
史
』
三
二
l
四
三
頁
。

(
引
)
産
業
計
画
会
議
「
北
海
道
の
開
発
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
五
七
年
、
七
|
九
頁
。

(
位
)
公
共
事
業
特
別
調
査
委
員
「
公
共
事
業
特
別
調
査
委
員
答
申
」
北
海
道
開
発
庁
『
北
海
道
開
発
に
関
す
る
意
見
集
録
(
一
)
』
(
以
下
、
『
意
見

集
録
』
と
絡
す
)
一
九
六
O
年
、
二
五
l
二
六
頁
。

(
必
)
国
民
経
済
研
究
協
会
『
北
海
道
の
開
発
と
公
共
事
業
』
時
事
通
信
社
、
一
九
五
九
年
、
二
一
二
七
頁
。

(
必
)
北
海
道
開
発
庁
「
公
共
事
業
特
別
調
査
委
員
答
申
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
」
前
掲
『
意
見
集
録
』
三
七
|
一
二
九
頁
、

説弓!>.

ロ'"
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政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

庁
「
産
業
計
画
会
議
の
『
北
海
道
の
開
発
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』
に
対
す
る
意
見
」
前
掲
『
意
見
集
録
』
九
九
l

一
O
五
頁
。

(
M
M
)

田
上
辰
雄
「
北
海
道
開
発
五
ヵ
年
計
画
の
実
績
1

中
谷
博
士
の
「
北
海
道
に
消
え
た
八
百
億
円
』
に
答
え
る
!
」
『
文
芸
春
秋
」

年
五
月
号
、
一
二
四
!
一
二
五
頁
。

(
判
)
北
海
道
開
発
庁
、
前
掲
「
公
共
事
業
特
別
調
査
委
員
答
申
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
」
三
九
頁
。

(
幻
)
板
垣
興
一
・
坂
本
二
郎
「
総
論
北
海
道
開
発
の
国
民
経
済
的
意
義
」
北
海
道
開
発
庁
「
北
海
道
開
発
の
国
民
経
済
的
意
義
』
一
九
六
O
年
、

一
四
頁
。

(
羽
)
牧
野
、
前
掲
「
開
発
つ
れ
づ
れ
草
③
」
四
一
頁
。

(
特
)
田
上
、
前
掲
、
一
二
0
1
一
二
九
頁
。

(
印
)
同
右
。

(
日
)
北
海
道
開
発
庁
、
前
掲
「
公
共
事
業
特
別
調
査
委
員
答
申
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
」
三
七
頁
。

(
臼
)
北
海
道
開
発
庁
、
前
掲
「
産
業
計
画
会
議
の
『
北
海
道
の
開
発
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』
に
対
す
る
意
見
」
一

o=了
一
O
四
頁
。

(
臼
)
公
共
事
業
特
別
調
査
委
員
、
前
掲
「
公
共
事
業
調
査
特
別
委
員
答
申
」
二
七
l
二
八
真
、
お
よ
び
産
業
計
画
会
議
、
前
掲
書
、
一
八
頁
。

(
日
)
田
上
、
前
掲
、
二
二
頁
。

(
日
〉
長
谷
、
前
掲
書
、
二
五
九
|
二
六
六
頁
。

(
団
)
同
右
、
二
五
O
|
二
五
一
頁
。

(
日
)
同
右
、
二
七
一
|
二
七
二
頁
。
ま
た
、
桂
沢
ダ
ム
を
含
む
幾
春
別
川
総
合
開
発
事
業
の
問
題
点
に
関
し
て
は
、
北
海
学
園
大
学
開
発
研
究
所
・

北
海
道
総
合
開
発
企
画
本
部
『
開
発
事
業
実
施
上
の
問
題
点
!
特
に
河
川
総
合
開
発
事
業
に
お
け
る
根
幹
事
業
と
随
伴
事
業
に
関
す
る
調
査
|

(
本
論
)
』
一
九
五
九
年
を
参
照
。

(
問
)
長
谷
、
前
掲
書
、
二
九
七

l
三
O
O
頁
。
な
お
、
こ
う
し
た
開
拓
事
業
お
よ
び
職
員
の
分
割
は
、
開
発
局
設
置
に
際
し
て
重
大
な
争
点
で
あ
っ

た
。
最
終
的
に
、
農
林
省
農
地
局
長
に
よ
っ
て
一

0
0
0
町
歩
未
満
の
開
拓
地
区
計
画
、
開
墾
建
設
事
業
が
道
へ
の
委
託
事
業
と
な
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
区
分
は
開
発
局
職
員
か
ら
見
て
も
多
く
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
。
加
藤
勇
太
郎
「
開
拓
事
業
余
話
」
『
北
海
道
開
発
局
一

五
年
小
史
』
問
九
八
l
四
九
九
頁
。

(
悶
)
柴
田
護
「
炉
辺
放
談
(
そ
の
一
一
)
」
『
北
海
道
自
治
』
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説

(ω)
長
谷
、
前
掲
書
、
二
三
五
|
二
三
七
頁
。

(
引
)
同
右
、
二
O
九
|
二
二
五
頁
。

(
臼
)
臨
時
行
政
調
査
会
第
一
専
門
部
会
第
一
班
『
第
一
専
門
部
会
第
一
班
報
告
書
(
本
文
)
』

(
臼
)
長
谷
、
前
掲
書
、
二
O
四
i
二
O
九
頁
。

(
臼
)
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
漂
流
す
る
北
海
道
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
、
八
七
頁
。
な
お
、
道
、
市
町
村
関
係
者
の
多
く
は
今
日
に

至
る
ま
で
、
こ
う
し
た
一
括
計
上
権
の
機
能
と
、
高
率
補
助
の
存
在
に
お
い
て
北
海
道
開
発
体
制
の
意
義
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

(
臼
)
長
谷
、
前
掲
書
、
二
七
0
1
二
七
四
頁
。

(
前
)
前
掲
『
二
O
年
史
』
二
八
l
一
一
一
一
一
頁
、
お
よ
び
前
掲
「
変
遷
』
八
七
l

一
一
一
一
一
頁
。
以
下
の
叙
述
も
、
上
掲
書
を
参
照
し
て
い
る
。

(
町
)
北
海
道
分
県
反
対
道
民
協
議
会
「
北
海
道
開
発
に
関
す
る
問
題
点
』
三
九
1

四
O
頁。

(
伺
)
前
掲
『
二
O
年
史
」
四
七
1

四
人
頁
。

(ω)
『
北
海
道
開
発
局
一
五
年
小
史
』
七
九
頁
。

(
叩
)
「
議
論
を
呼
ぶ
か
十
割
補
助
“
問
題
」
『
開
発
こ
う
ほ
う
』
第
七
三
号
、
一
九
六
九
年
、
二
一
ー
一
一
二
頁
。

(
れ
)
黒
浮
酉
蔵
『
北
海
道
開
発
回
顧
録
』
北
海
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
五
年
、
五
二
O

五
三
O
頁。

(
刀
)
前
掲
「
二
O
年
史
』
三
O
七

三

O
三
頁
。

(
刀
)
同
右
、
三
一
六
頁
。

(
丸
)
北
海
道
『
第
二
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
』
一
九
六
二
年
、
五
頁
。

(
市
)
北
海
道
開
発
局
『
第
二
期
北
海
道
総
合
開
発
道
原
案
に
対
す
る
意
見
』
一
九
六
二
年
、
一

l
二
頁
。

(
祁
)
北
海
道
議
会
事
務
局
『
北
海
道
議
会
史
第
六
巻
』
四
三
五
四
三
七
頁
。

(η)
同
右
、
二
二
四
八
|
一
三
四
九
頁
。
お
よ
び
高
橋
昭
夫
『
証
言
・
町
村
道
政
と
そ
の
時
代
』
(
以
下
、
『
町
村
道
政
』
と
略
す
)
北
海
道
新
聞

社
、
一
九
八
五
年
、
一
七
四
l

一
七
五
頁
。

(
花
)
高
橋
、
前
掲
書
、
一
七
一
ー
一
七
九
頁
。

(
乃
)
『
人
脈
北
海
道
赤
レ
ン
ガ
編
』
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
、
二
一
四
l
一
二
五
買
。

(
剖
)
大
西
昭
一
回
想
録
刊
行
委
員
会
編
『
北
の
大
地
に
生
き
て
!
大
西
昭
一
の
記
録

l
』
(
以
下
、
『
北
の
大
地
』
と
略
す
)
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論

一
九
六
三
年
、
九
九
頁
。

一
九
九
一
年
、
六



政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

ー
六
二
頁
。

(
飢
)
高
橋
、
前
掲
「
続
・
戦
後
史
』
三
八
七
頁
。

(
回
)
高
橋
、
前
掲
『
町
村
道
政
』
一
七
七
!
一
七
九
頁
。

(
邸
)
前
掲
『
四
O
年
史
』
三
人
二
i
三
八
七
頁
参
照
。

(
以
)
前
掲
『
北
海
道
議
会
史
第
六
巻
』
一
二
三
頁
。

(
部
)
道
と
開
発
庁
は
、
開
発
予
算
の
獲
得
、
お
よ
び
開
発
体
制
の
維
持
、
存
続
に
関
し
て
は
利
害
を
共
有
し
て
お
り
、
一
致
し
た
行
動
を
展
開
す

る
。
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
こ
と
に
、
道
が
独
自
に
利
益
獲
得
を
目
指
し
て
行
動
す
る
場
合
が
散
見
さ
れ
、
道
が
直
接
、
自
民
党
北
海
道
開
発
委

員
会
所
属
の
議
員
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
予
算
の
復
活
を
企
図
し
た
り
、
地
元
選
出
国
会
議
員
と
と
も
に
高
率
補
助
の
維
持
の
運

動
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
高
瀬
正
「
独
断
で
す
す
め
た
復
活
折
衝
」
『
北
海
道
の
土
木
行
政
ー
そ
の
証
言
と
記
録
』
北
海
道
土
木
工
業
新
聞

社
、
一
九
八
五
年
、
四
四
l
四
六
頁
、
お
よ
び
、
前
掲
『
北
の
大
地
」
六
六
頁
に
お
け
る
樫
原
泰
明
氏
の
証
言
を
参
照
。

第
二
章
(
1
)
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
内
容
に
関
し
て
は
、
開
発
政
策
研
究
会
『
北
海
道
の
明
日
を
創
る
〈
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
解

説
〉
」
(
財
)
北
海
道
開
発
協
会
、
一
九
七
一
年
を
参
照
。

(
2
)
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
作
成
過
程
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
開
発
計
画
の
意
味
転
換
と
《
道
l
開
発
庁
〉
関
係
の
変
容

l
第
三
期
北

海
道
総
合
開
発
計
画
作
成
過
程
を
中
心
に
|
」
『
北
大
法
学
論
集
』
第
四
五
巻
第
三
号
を
参
照
。

(
3
)
田
中
角
栄
「
日
本
列
島
改
造
論
』
日
刊
工
業
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
、
八
一
一
一
l
九
五
頁
。

(
4
)
七
0
年
代
前
半
の
北
海
道
内
に
お
け
る
開
発
反
対
の
住
民
運
動
に
関
し
て
は
、
川
口
浩
「
伊
達
火
力
の
建
設
と
住
民
運
動
」
「
地
域
開
発
」
七

七
年
八
月
号
、
七
l

一
人
頁
、
中
村
紀
一
「
苫
東
開
発
と
住
民
運
動
」
前
掲
『
地
域
開
発
』
一
九
i
一
一
一
一
頁
、
お
よ
び
総
合
研
究
開
発
機
構
編

『
主
要
地
方
新
聞
に
み
る
社
会
資
本
整
備
の
変
遷
(
高
度
経
済
成
長
期
)
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
一
年
、
九
一
一
一
l
九
七
頁
を
参
照
。

(
5
)
開
発
調
整
部
編
『
北
海
道
総
合
開
発
計
画
関
連
道
議
会
議
事
録
」
(
以
下
、
『
議
事
録
」
と
略
す
)
(
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
)
参
照
。

(6)
前
掲
『
議
事
録
』
一
、
一
O
頁
。

(
7
)
同
右
、
七
六
頁
。

北法51(1・255)255



説

(8)
「
鷹
田
北
海
道
開
発
局
長
に
聞
く
北
海
道
開
発
ど
う
動
く
」
『
北
海
評
論
』
第
二
七
巻
、
一
九
七
一
年
、
一
二
O
頁。

(9)
北
海
道
開
発
庁
『
新
全
国
総
合
開
発
計
画
、
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
と
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
の
開
発
に
つ
い
て
』

二
年
六
月
一
五
日
。

(
叩
)
前
掲
「
議
事
録
』
五
四
頁
。

(
日
)
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

(
ロ
)
「
第
七
一
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
議
録
第
二
号
」
一
九
七
三
年
三
月
一
一
一
目
、
二
O
頁。

(
日
)
「
第
七
二
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
会
議
録
」
-
九
七
四
年
四
月
四
日
、
一
一
ー
l

一
三
頁
。

(
比
)
小
磯
修
二
「
昭
和
五
0
年
度
に
お
け
る
北
海
道
総
合
開
発
の
展
望
」
『
季
刊
国
土
』
第
二
四
巻
第
四
号
、
一
九
七
五
年
、
五
四
l
五
五
頁
。

(
日
)
前
掲
『
議
事
録
』
一
一
回
、
お
よ
び
一
六
四
頁
。

(
国
)
『
昭
和
五
二
年
度
北
海
道
議
会
総
合
開
発
調
査
特
別
委
員
会
会
議
要
録
』
(
以
下
、
「
五
二
年
要
録
』
と
略
す
)
、
一
九
八
l

一
九
九
頁
。

(
口
)
苫
小
牧
東
部
開
発
株
式
会
社
『
一

O
年
の
歩
み
』
一
九
八
二
年
、
七
!
三
二
貝
。

(
児
)
向
右
、
一
一
一
一
一
|
二
四
頁
。

(
日
)
川
名
秀
之
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
の
公
害
第
七
巻
大
規
模
開
発
』
緑
風
出
版
、
一
九
九
二
年
、
一
一
一
一
一
一
一
一
一
頁
。

(
却
)
北
海
道
開
発
庁
経
済
課
「
「
工
場
の
新
設
お
よ
び
移
転
希
望
等
の
調
査
」
結
果
の
概
要
』
一
九
七
三
年
一
月
(
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
)
。

(
幻
)
例
え
ば
、
東
京
通
産
局
が
七
一
年
三
月
に
東
京
都
、
神
奈
川
、
千
葉
両
県
の
臨
海
地
区
に
立
地
し
て
い
る
従
業
員
五
O
人
以
上
の
工
場
を
対

象
に
行
っ
た
移
転
意
向
調
査
に
よ
る
と
、
移
転
希
望
を
有
す
る
企
業
は
回
答
工
場
数
の
二
八
・
九
%
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
北
海
道
お
よ
び
北

東
北
地
域
へ
の
移
転
を
考
え
て
い
る
企
業
は
わ
ず
か
0

・
五
%
に
過
ぎ
な
つ
か
っ
た
。

ま
た
、
札
幌
商
工
会
議
所
が
七
二
年
八
月
に
本
州
六
大
都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
製
造
業
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
も
、
北
海

道
へ
の
工
場
移
転
の
意
思
を
持
っ
て
い
る
企
業
は
、
五
・
六
%
で
あ
っ
た
。
北
海
道
開
発
庁
『
工
業
立
地
の
動
向
と
工
業
団
地
の
概
要
』
一
九

七
三
年
九
月
(
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
)
。

(n)
北
海
道
議
会
事
務
局
『
北
海
道
議
会
史
第
八
巻
』
五
七
七
頁
。

(
お
)
川
名
、
前
掲
書
、
三
五
六
頁
。

(
但
)
「
第
七
一
回
国
会
衆
議
院
公
害
対
策
並
び
に
環
境
保
全
特
別
委
員
会
議
録
第
二
五
号
」
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一
九
七

至急ι
ロ聞

一
九
七
三
年
六
月
一
一
一
日
、

一二
l

一
四
頁
。



(
お
)
「
第
七
一
回
国
会
衆
議
院
公
害
対
策
並
び
に
環
境
保
全
特
別
委
員
会
議
録
第
二
六
号
」
一
九
七
三
年
六
月
一
五
日
、
二
ハ
頁
。

ま
た
、
苫
東
開
発
に
関
与
し
た
佐
藤
肇
元
運
輸
省
港
湾
局
長
も
、
後
年
、
鉄
鋼
立
地
を
見
送
っ
た
場
合
に
は
開
発
計
画
を
見
直
す
必
要
性
が

あ
る
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
:
:
:
こ
の
計
繭
の
根
幹
は
鉄
鋼
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
だ
か
ら
、
も
う
鉄
鋼
が
来
な
い
、

大
き
な
船
が
来
な
い
の
な
ら
、
も
う
二
度
計
画
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
ね
。
」
「
座
談
会
苫
小
牧
東
部
工

業
基
地
を
誇
る
」
『
港
湾
』
第
五
八
巻
第
三
号
、
一
九
八
一
年
、
六
二
真
。

(
部
)
前
掲
『
一

O
年
の
あ
ゆ
み
』
四
七
1

五
一
頁
。

(
幻
)
苫
小
牧
環
境
問
題
対
策
協
議
会
『
苫
小
牧
東
部
開
発
計
画
と
の
闘
い
』
武
蔵
野
書
房
、
一
九
八
一
年
、
二
五
一
頁
。

(
却
)
同
右
、
二
五
一
頁
。

(
却
)
前
掲
『
一

O
年
の
あ
ゆ
み
』
一
八
四
頁
。

(
却
)
同
右
、
三
六
1

三
九
、
四
九
頁
。

(
訂
)
同
右
、
一
八
四
頁
。

(
担
)
同
右
、
三
四
l
四
O
頁
。

(
お
)
「
第
七
二
回
国
会
衆
議
院
運
輸
委
員
会
議
録
第
三
号
」
一
九
七
三
年
二
一
月
一
八
日
、
一
八
l
一
九
頁
。

(
制
)
「
第
七
二
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
議
録
第
三
号
」
一
九
七
四
年
三
月
七
日
、
一
七
頁
。

(
お
)
「
第
七
二
回
国
会
衆
議
院
商
工
委
員
会
ほ
か
連
合
審
査
会
議
録
」
一
九
七
三
年
二
一
月
一
六
日
、
二
九
頁
。

(
お
)
『
北
海
道
の
地
域
開
発
北
海
道
経
済
別
冊
〈
第
八
集
〉
』
北
海
道
経
済
研
究
所
、
一
九
七
三
年
、
一
O
八
l

一
一
六
頁
。

(
幻
)
「
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
資
料

(
I
)
』
一
九
七
四
年
三
月
、
二
頁
。

(
お
)
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
関
す
る
総
合
開
発
調
査
特
別
委
員
会
会
議
要
録
』
七
八
二
員
。

(
却
)
前
掲
『
議
事
録
』
一
二
六
頁
。

(
刊
)
以
下
の
中
間
報
告
の
内
容
に
関
す
る
記
述
は
、
北
海
道
開
発
委
員
会
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
総
点
検
中
間
報
告
』

に
よ
っ
て
い
る
。

(
叫
)
『
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
資
料

(E)
』

政策決定過程における制度運用と中央地方関係の変化 (2) 

一
九
七
四
年
三
月
、
三
頁
。

一
九
七
四
年
、
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(
必
)
前
掲
『
議
事
録
』
九
八
頁
。

(
日
)
「
第
七
二
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
議
録
」

一
九
七
四
年
三
月
七
日
、

(
訂
正
)

第
五
O
巻
第
五
号
所
収
の
前
号
一
一
二
三
頁
一
三
行
目
を
以
下
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

(
誤
)
こ
の
よ
う
に
↓
(
正
)
こ
う
し
た

一
四
頁
。
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